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　人生の大事な分ぶん岐き点で、そうと気づかず軽く踏ふみだしてしまう人は、存外多いんじゃなかろうか。




　小説家である俺はその日の朝、次回作の構想を練りながら庭いじりをしていた。

　門前の松の剪せん定ていをし、落ち葉をほうきで集め、来春咲さく花の球根を植えつける。百坪つぼほどの庭の管理は思し索さくにふけるのにちょうどいい。

　ここは山のふもとにある古民家なのだが、元々は祖父母の隠いん居きよ屋や敷しきだった。祖父母が他界したあと長らく空き家だったので、五年前、はたちで小説家デビューしたのを機に俺が譲ゆずり受けて、ひとり暮らしをはじめたのだ。

　二十五歳だが童顔で頼たよりなさそうな外見だからいまだに高校生と間ま違ちがわれることがある、しかも髪かみはぼさぼさ、眼鏡めがねをかけ、家ではジャージで過ごす俺だ。おとなしそうでオタクっぽい雰ふん囲い気きもあるかもしれない。そんな男が昼日中から自宅でもそもそと過ごしているのだから、入居当初、ご近所さんには引きこもりと思われていたようだ。いまでは、有名ではないけれど自活できる程度には仕事のある小説家だと認にん知ちされ、隣りん人じんとして温かく迎むかえ入れてもらっている。とくにお隣となりの老婦人には気にかけていただいており、ときおりお裾すそ分わけをいただいたり、「小説ははかどってるかい？　応おう援えんしてるよ」などと声をかけてもらったりもする。応援してると言うわりに小説の感想を言われたことはないけれど。まあそれは余談だ。

「どう書くかなあ」

　庭の作業がひととおり終わっても、あれこれと思索は続く。

　書きたいネタはあるのだが、主人公のキャラや世界観が定まらない。担当編集者からは「井いの上うえさんらしい、いつも通りのほんわかした感じで」とお願いされていて──うーん、思い切って彼をモデルにしてしまおうか。いやでも、それもどうかな。

　下ばかり向いていたためにずり落ちた眼鏡を直し、庭仕事の道具を物置に片づけて顔を上げると、空高くに鱗うろこ雲ぐも。そういえば彼と初めて出会ったのもいまぐらいの時期だったなと思い至り、そのまま彼へと思考が移る。

　月に数回、ふらりとやってくる彼。

　今日辺り、来るだろうか。

　そう思ったらなんだか落ち着かなくなり、門のほうにばかり目が行ってしまう。

「──っと。いかんいかん。仕事仕事」

　思考を切り替かえようと外水道で手を洗ったら、水すい滴てきが顔に飛んだ。そのとき、低く涼すずし気な声が背後に届いた。

「遥はる人と」

　名を呼ばれて振ふり返ると、松の下に長身の青年が立っていた。

　銀色の長ちよう髪はつをポニーテールに結び、細身の身体からだに白い水干を纏まとっている。血の気を感じさせない白い肌はだに切れ長の綺き麗れいな瞳ひとみ、繊せん細さいで高い鼻び梁りように薄うすい唇くちびる。その完かん璧ぺきに整った瓜うり実ざね顔がおはたったいままで脳のう裏りに思い浮うかべていたものであり、あいかわらず息を吞のむほどの美しさだ。

「わあ、藜あかざ」

　目を丸くする俺を見て、彼──藜は柔やわらかく笑い、足音も立てずにするりと近づいてきた。そばまで来ると身長差が際きわ立だつ。彼は百八十以上ありそうだが、俺は百六十五しかないので、彼は見下ろし、俺は見上げる格好となる。

　自然現象か、それとも彼が起こしたのか、冷気を含ふくんだ秋風が撫なでるように吹ふき、銀色の前まえ髪がみが揺ゆれた。その下にある双そう眸ぼうは淡あわい琥こ珀はく色いろ。間近で見ると意識のすべてを吸い込まれそうなほど印象的で、目を離はなせなくなる。

「なにか、俺の顔についてますか」

　声をかけられ、はっと我に返る。思わず見とれていた。

「あ、いや、ちょうど、そろそろ来る頃ころかなと思ってたところに現れたから、びっくりした」

「それは驚おどろかせてしまい、失礼しました」

　藜が笑えみを消し、真顔で頭を下げた。

　勝手に俺が驚いただけなのに律りち儀ぎに謝罪の言葉を口にする彼がおかしくて、俺はぷははと笑った。

　藜はまじめな顔を崩くずさずに俺の顔を見つめると、懐ふところから布ふ巾きんをとりだした。

「濡ぬれています」

　そう言って頰ほおに手を伸のばしてきたので、俺は焦あせって一歩引いた。

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。自分のがある」

　ジャージのポケットに突つっ込んでいたタオルで頰と手を雑に拭ふき、それから水を流しっぱなしだったことに気づいて水道の蛇じや口ぐちを閉めた。

「ああそうだ、ちょうどよかった。幹みき島しま屋やの大福があるんだ。お茶を淹いれるよ」

　玄げん関かんへ向かうと、彼もついてきた。

　家は昔ながらの造りなので、上がりかまちがやたらと高い。俺はそこにいったん腰こし掛かけて靴くつを脱ぬぎ、よっこらしょと上がるのだが、藜は重力を無視してするりと上がる。人間離れした優ゆう雅がな動きだ。

　まあ、人間離れしていて当然。藜は人間ではない。

　妖よう狐こなのである。

　彼との出会いは十二年前。俺が中学一年生の時だ。

　学校帰りの路上に、脚あしにケガを負った藜が倒たおれていた。当時の彼は八歳。まだちいさな子供だった。人間の姿をしていて、着物を着ていたけれども、尻しりに銀色の尻尾しつぽが生えていた。はじめは尻尾が本物と思わなくて、普ふ通つうの人間の子供が仮装をしているのだと思った。ハロウィンか、あるいは学芸会の衣装かな、と。だから警けい戒かいもせず駆かけ寄り、意識を確認しようと思ってそっと身体に触ふれたんだ。そうしたら、尻尾が自然な動きで揺れ動いて、めちゃくちゃビビった。

　機械にしてはリアルすぎる動き。

　よく見ると着物に穴が開いていて、尻尾の付け根が見えた。尾びてい骨の辺りから、しっかり生えている。

　なにこれ、本物……？　どういうこと……？　人間じゃない……？

　怖おじ気づいていったんは手を引っ込めた。でもその直後、あどけない顔の子供が目を開けて「痛い……」と弱々しく訴うつたえてきたんだ。目に涙なみだを浮かべて必死に苦痛を堪こらえている様子を見たら、人ではなさそうだという恐きよう怖ふよりも助けなければという使命感がまさり、ちいさな身体を抱かかえてこの家へ連れ帰り、傷の手当てをした。

　右脚のすねに負った傷は、路上で目もく撃げきしたときはかなり出血しているように見えたが、よくよく見てみると浅かったため、家にある薬や包帯などを使って、中学生の俺にも対処できた。

　だが傷の処置を終えても藜は動けなかった。

　祖父母が他界してまもなくの頃だったから、この家に住んでいる者はいなかった。俺はもうすこし離れたところに両親と住んでいたんだが、この子供の存在を大人に話してはいけないような気がした。大人は異質なものを嫌きらうと思ったから。だから親に内ない緒しよで看病した。

　翌日は土曜日だったので、日中はずっとつきっきりで看病し、夜はこっそり家を抜ぬけ出したりもした。

　やはり医者に診みせたほうがいいのかもしれない、親に相談したほうがいいのかもしれないと迷いながらもひとりで看病を続け、二日も経過すると藜は起き上がれるまでに回復し、顔色も改善した。

　事情や出自を尋たずねると、彼は名を名乗り、妖よう魔ま界に住む妖狐なのだと言った。

　なんでも、妖魔界と人間界のあいだには結界があり、妖力の強い者だけが通れるのだそうだ。通り抜けるにはコツもいるそうで、それを知らずに通用口に下手に近づくと、大きなダメージを負うのだとか。そのため、結界に近づいてはいけないと大人から言われていたのだが、通れるほどの力が自分にあるとは思わず、興味本位で近づいたらうっかり通れてしまったらしい。藜はまだ幼く、通り抜ける際のコツを教わっていなかったため、ケガを負い、妖力的にもダメージを受け、動けなくなってしまったのだそうだ。

　それから五日もすると藜はすっかり回復し、妖魔界へ戻もどると言った。コツを教わっていないのに、ひとりで帰れるのか心配だったが、「いちど通ったら、もうわかった」と言い、無事に帰っていった。

　ひとりで見送った俺は、ちょっと、いやかなり、寂さびしい気分を味わったのを覚えている。

　だが寂しい気分を味わったのはいっときだけだった。

　以来藜はちょこちょこと俺の前に姿を現すようになったのだ。

　日にちや曜日は決まっていないが、週に一、二回は必ず来てくれる。

　俺は彼の訪おとずれをいつも楽しみに待っていた。正直、人間の友達と遊ぶよりも、彼と過ごすほうが楽しかった。それは、藜に妖力があり、人間にはできないことを披ひ露ろうしてくれるためだと子供の頃は考えていた。でも次し第だいにそうではないと気づいた。

　波長が合うとでもいうのだろうか。言葉にしなくても通じ合える空気が互たがいのあいだにあり、ただ彼といっしょの時間を過ごすだけでも嬉うれしいのだ。そう気づいたのはいつ頃だっただろう。高校受験を控ひかえて、受験勉強で忙いそがしくしている俺を見た藜が、遠えん慮りよしてあまり来なくなった頃だろうか。それから俺が遠方の大学へ行っていたあいだもなかなか会えず、寂しい思いをした。

　けれど祖父母の家を譲ゆずり受けたいまでは元通り、定期的に訪れてくれる。それが本当に嬉しい。

　子供の頃は人間の子供とおなじように遊んだりもしたが、最近はもっぱら縁えん側がわにすわり、いっしょにお茶を飲む仲だ。藜が滞たい在ざいしている時間はせいぜい一時間ほど。陽ひが暮れる前には帰っていく。

　多くを語り合うわけではない。ぽつぽつと互いの近きん況きようを語ったり、世間話をしたり。無言の時が流れることもしばしばだが、彼が相手だとそれも心地ここちいい。

　妖狐と言ったら人間を騙だましたりからかったりするイメージがあるが、藜は正反対で、まじめな男だ。以前、人間界のお金を手に入れるためにはどうしたらいいだろうと相談されたことがあり、葉っぱをお金に変えたらと冗じよう談だんで言ってみたら、それは妖よう狸りのすることだと真しん剣けんに諭さとされた。

　ついでにお金が必要な理由を訊きいてみたら、なかなか教えてくれず、どうにか口を割らせたところ、俺に贈おくり物をしたいからだというから、まったく、まいった。

　丁てい寧ねいな喋しやべり方だし、物もの腰ごしは柔らかいし、いつも穏おだやかに微笑ほほえんでいて、一見スマートそうだが、性格はちょっと不器用かもしれない。

　藜のそんなところがおもしろく、好ましいと思う。

　俺も気の利きいたことを言えない性格だし、おしゃべりも得意じゃない。それでもこうして通ってきてくれるということは、藜も俺と気が合うと思ってくれているのだと思う。それがわかっているから俺も無理することなく自然体でいられるんだ。

　ちなみにはたちになったいまの藜には、尻尾はない。

　お茶を淹れて縁側へ行くと、先にそちらへ向かった藜がふたりぶんの座ざ布ぶ団とんを並べ、そのひとつにすわっていた。いつもの流れだ。

　俺は藜にお茶と大福を勧すすめ、彼の隣となりにすわった。

「えっと、藜。成人おめでとう」

　改まって、祝いの言葉を述べる。

　妖狐たちもはたちで成人だそうで、藜の誕生日は先週だったのだ。

「例のごとく、プレゼントはないんだけど」

「祝いの言葉がなにより嬉しいです」

　藜が住む妖魔界に人間界のものは持って行けないらしい。なので彼の誕生日はいつも食事を振る舞う以外プレゼントはない。成人の祝いぐらいは、記念になるような贈り物をしたかったのだが。

「藜もはたちなんだよなあ。早いなあ」

「本当ですね」

「出会ったときは俺よりずっとちいさかったのに」

　それがこんなに大きく、逞たくましくなって。

　ちらりと横顔を盗ぬすみ見て、でもどきどきする前に視線を背そむけて湯飲みを手にとった。

「えっと……妖狐は大人になると、なにか変わったりするの？」

「なにか、と言いますと」

「妖力がパワーアップするとか」

　藜たち妖狐には妖力というものがあり、不思議なことができる。俺もたびたび藜の妖力を目にしているが、風を巻き起こしたり、飛んだり、遠くのものが見えたり、いろんなことができる。

「妖力は変わりません」

　曰いわく、妖力の程度には個人差があり、生まれたときから備わっているもので、努力や加か齢れいなどで変化するものでもないという。

「ふうん。まあそうだよね。人間も、はたちになったからって急に変化するわけでもないしね。成人式をして、すこしだけ自覚が芽生えるぐらいかなあ。あ、妖狐たちにも成人式があるんだよね」

　前回うちへ来たとき、はたちの誕生日に成人の儀ぎ式しきをすると話していたのを思い出した。

「どうだった？」

　尋ねても、返事がなかった。

　藜の横顔へ目を戻すと、彼は緊きん張ちようしたような、なにか思い詰つめたような様子でうつむいていた。

「藜？」

　藜の口がぎこちなく開く。

「それは、つつがなく終わりました」

　それは、の部分を強調した含ふくみのある言い方だ。

「ですが……その後、問題が」

「どうしたの？」

　言葉を選ぶような間が開く。

　藜らしくない。いつも端たん的てきな言葉を発する彼なのに、どうしたんだろう。

　そういえば、普ふ段だんならすぐに手を伸のばすお茶にも、今日は手をつけずにいる。

　不ふ審しんに思っていると、彼の重い口が開いた。

「じつは……望まぬ相手と婚こん約やくをしなくてはならない状じよう況きようになり……」

　は？

　俺は予想だにしなかった言葉を耳にし、一いつ瞬しゆん思考がフリーズした。直後、素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「婚約ぅっ？」

「はい」

「なんでっ」

「家の事情で、いろいろありまして」

　家の事情。

　住む世界が違ちがいすぎるので、たぶんきちんと理解できていないと思うのだが、妖よう狐こ族にとって彼が特別な存在だということは知っている。父親は妖狐族の族長をしていて、藜は次期族長なのだ。

　次期族長と言っても、父親は健在だし、妖狐の寿じゆ命みようは何千年もあるそうだから、藜が族長になる頃ころには俺はこの世にいないだろうけれども。

　それから代々続く旧家で、家には爺じいやや侍じ従じゆうがいるとも聞いている。

　妖狐の世界も人間といっしょで、家いえ柄がらだとか格式だとかしきたりだとか、面めん倒どうなしがらみがあるらしい。しかも現代日本よりも明確な身分格差もあるとか。

　人間の庶しよ民みんの俺には身分の高い妖狐の事情なんてわからないからなにも言えない。言える立場じゃない。と思ったが、もやもやしたものが胸に広がり、やっぱりひと言言いたくなった。

「望まない結婚なんて、よくないよ。相手にも失礼だし、いい結果にならないんじゃないか？」

　ちょっと待て。どうしても言いたくて口にしたセリフがこれなのか俺。他人がわざわざ言わなくても、藜自身が重々承知しているであろう陳ちん腐ぷなセリフじゃないか。おかしいな、俺、日ひ頃ごろ言葉を扱あつかう小説家のはずなのに、どうしてここぞというときに気の利いたセリフが出てこないんだ。

　ああそうか。とっさに素敵なセリフを言えないから小説家なんだな。言えていたら営業だとか広報だとか、高いコミュニケーション能力を必要とする職に就つけている。小説家なんて肩かた書がきは一見格好良さそうなイメージを持たれるけど、俺は就活に失敗してほかの職に就けなかっただけで、いつ売れなくなってもおかしくないこんなばくち打ちみたいな稼か業ぎようじゃ将来が不安で、って、あああ、いまはそんなことを考えている場合じゃなくって──。

「ええ、そう思いますよね」

　俺の脱だつ線せんした思考を遮さえぎるように、藜の同意する声が降ってきた。

「きっと遥人ならそう言ってくれると思っておりました」

　ほっとしたように息をつき、それまでとは一変したよどみない口調になる。

「じつは今日はそのことで、ほかでもない、遥人に折り入ってご相談と言いますか、お願いがあって参りました」

　藜が座布団から降り、姿勢を正して俺に向かい合った。

　いつにも増して真剣な表情。こちらもつられて姿勢を正す。

「な、なに？」

　緊張しつつ促うながすと、藜はとんでもないことを言いだした。

「遥人。俺の恋こい人びとになってください」

「……へ？」

　俺はまたもやフリーズした。　>>>♥

　恋人？　婚約の話はどこへ行った？

　唐とう突とつすぎて話の繫つながりが見えない。

　藜は俺の反応を窺うかがうようにすこしだけ間を置いたあと、言い直した。

「本当の恋人でなくていいのです。恋人のふりをしていただけないでしょうか」

「え、ああ、恋人のふり、ね」

　なんだ。びっくりした……。

「俺には恋人がいると説明し、婚約を断ろうと思うのです」

　なるほど。よくありがちで無難な戦法だ。

「でもなんで俺？」

「おなじ妖狐が相手だと言っても、きっとすぐに噓うそだとばれます。遥人は人間ですから、俺が人間の男性を選んだという意外性が、逆に信しん憑ぴよう性せいを持たせるのではないかと」

「うーん。うまくいくかな」

「俺があなたを父に紹しよう介かいします。あなたはただ、俺の横にいてくれるだけでいいです」

「てことは、俺も妖よう魔ま界に行くってこと？」

「はい」

「人間も行けるの？」

「俺といっしょならば」

　妖魔界。ちょっと怖こわい気もするが、行ってみたい気持ちも強い。

　でも俺が恋人なんて、うまくいくだろうか。

　相手を騙だまさなきゃいけないのだから、妖狐でなく人間の場合だって恋人のふりなんて大役は安やす請うけ合いできない。

　噓なんてつき慣れていないし、演技なんてしたこともない。とっさに話を合わせる機転もない。このはったりの利きかなさが就活に失敗した一因ではないかと思える俺だ。どう考えてもぼろをだして失敗しそうだ。

　俺の演技が下手なせいで藜の立場が悪くなったりしたら申し訳ない。

「協力してやりたいけど、俺、口下手だし……俺よりももっと、適任がいるんじゃないかな」

「口の巧うまさは必要ありません。むしろ巧いほうが怪あやしまれます」

「でもなあ」

　軽くＯＫできることじゃない。だが俺が力になれるなら、助けてやりたい。

　即そく答とうできず思案を続けている俺に、藜がべつの提案をしてきた。

「もし妖魔界に来ていただけたら、伝説の宝ほう珠じゆをいっしょに探したいとも思っているのですが」

「え」

　伝説の宝珠というのは昔から妖狐たちに語り継つがれているもので、妖魔界のどこかにあり、見つけだした者の願いを叶かなえてくれるのだそうだ。

　数年前にその話を聞いたとき、俺はおとぎ話だと思ったんだ。仏教の説話やいろんな物語に似たような宝珠が登場するけど、誰だれも実在するとは思わないだろ？　でも藜が言うにはそれは実話で、本当にあるのだそうだ。

　そんな便利アイテム、本当にあるのなら探しに行きたいなあと、俺はよく藜に話していたんだけれども。

「じつは、ありかの手がかりを入手しまして」

「ほんとっ」

「宝珠を探しに行きませんか」

「い、行きたいっ」

「では、そのついでに、俺の恋人のふりをしていただくというのはいかがでしょう」

　う。

　ついで、なんて言い方をしているが、これは実質、交こう換かん条件じゃないのか。

　宝珠探し、すごく行きたいなあ……。

「……行くとしたら、いつ出発？」

「遥人の都合がつくのでしたら、いますぐにでも」

　自由業で気ままな独り身。いつでも都合はつく。

　筆記用具さえあれば仕事はどこでもできるし、上じよう梓ししたばかりで次の締しめ切りはまだずっと先だ。次の作品の世界観に迷っていたが、妖魔界を見学したら、いいアイデアが浮うかぶかもしれない。

　仕事のためにも行きたいよなあ。

「でも……本当に俺が恋人役でいいの？」

「ぜひ」

「うまくできる自信なんてないけど」

「だいじょうぶです。失敗したら次の手を考えるだけですから、どうぞ気楽に」

「……わかった」

　しばし悩なやみ、しかし宝珠探しという餌えさにつられ、俺は首を縦に振ふった。










　さっそく出かける支し度たくをしようということになり、俺は湯飲みや茶ちや菓が子しの皿を盆ぼんに載のせて立ちあがった。

「恋人としてご両親に挨あい拶さつって場合、やっぱスーツかな。菓子折りでも準備したほうがいいか？」

「あちらに人間界の物は持って行けません」

「あ、そうだった」

「身につけているものも、結界を通り抜ぬけることができません」

「えっ！」

　てことは、裸はだかでご挨拶に行くのか？　そりゃまずいだろ。

　藜が立ちあがり、袂たもとから白い布を取りだした。

「代わりにこちらをお召めしください。これならば俺の妖力が備わっているので通過できますし、遥人の身を守ります」

　差し出されて広げてみると、藜が着ているのとおなじ水干だった。

　上衣と袴はかまの上下一式。こんなものが袂に入っているようには見えなかったのだが、妖力でどうにかしたんだろう。時々、彼の袂が四次元ポケットのようになるのは知っている。

　俺は湯飲みを片付け、着物を着て藜の待つ縁えん側がわへ戻もどった。

「よくお似合いです」

　俺の和装を見て、藜が楽しそうに目を細めた。

「まるで同族になったようです」

「そう？　着物なんて着慣れないけど、着方、間ま違ちがってないかな」

「問題ありません。ただ、眼鏡めがねを外していただきませんと。持って行けませんので」

　言われて初めて、眼鏡を持って行けないことに気づいた。

「え！　わあ、そうか！　でも俺、眼鏡がないとなにも見えないんだけど！」

「なにも見えない」は誇こ張ちようだが、俺はかなり強い近眼で、裸ら眼がんだと二十センチ先ぐらいまでしかピントが合わないため、眼鏡がないと生活が不安だ。なにはなくともこれだけは手放せない。

「承知しております。対処しますので、外していただけますか」

　言われて素す直なおに眼鏡を外した。すると藜がすぐそばに近づいた。

　肩かたを持たれ、ぼんやりとしか見えなかった彼の顔が急接近し、ピントが合うより早く唇くちびるに柔やわらかい物が触ふれると、それはすぐに離はなれていった。

　え……？

　俺は目を見開いたまま固まった。

　藜は一歩離れた場所で俺を見つめている。その綺き麗れいな顔は真顔だ。

　えーと。

　えーと。

　いまのって……キス……だよな？

　目が悪くてもさすがにわかる。キスしたことがなくたって、状じよう況きよう的てきにわかった。だが、なんでっ!?

「な、な、なに……なんで……っ」

　動転しすぎて疑問が言葉にならない。

　藜が微笑ほほえむ。

「視力は、いかがでしょう。変化はありませんか」

「え……あ！」

　言われて気づいた。目がよくなっている。

　藜が立っているのは二十センチ以上離れた場所で、これまでだったらぼんやりとしか見えない。それなのにいまは、はっきり見える。

「これ……妖力で？」

「はい。一時しのぎですが」

「……便利だね……」

　藜の妖力のおかげで視力が回復したらしい。眼鏡生活の不自由さから解放されて、ありがたいことである。しかしどうしてあんな方法で、とかは訊きけない。

　だって、なんか……冷静にこの話題を続けられそうにない。

　俺、藜とキスしちゃったんだ──と、そう思っただけで頰ほおが火ほ照てって頭が爆ばく発はつしそうになる。

　うわ……だめだ。

「遥人、どうしました？」

「……いや」

　ちょっといまは、キスされたことは考えないほうがいい。忘れておこう。でないと変に思われる。

「なんでもない。急によく見えるようになったから、ちょっとまぶしかっただけ。もうだいじょうぶ」

　心配そうに眉まゆをひそめる藜に、俺は再度だいじょうぶだと言って笑え顔がおを見せる。

「さあ、行こう。あ、その前に戸と締じまりしなきゃ」

　俺が元気に玄げん関かんのほうへ歩きだすと、藜もあとについてきた。

　草ぞう履りを渡わたされ、それを履はいて家の鍵かぎをかける。

「よろしいですか」

「ＯＫ」

「では、参ります」

　結界ポイントまで歩いて行くのかと思っていたら、いきなりひょいと抱だきあげられた。

「うわ」

　突とつ然ぜんのことで、当然俺は驚おどろいた。

「力を抜いて。俺に身をゆだねてください」

　そう言われてもな。

　こんなに身体からだが密着するのは子供の頃ころ以来だ。

　俺を抱かかえてもびくともしない逞たくましい二の腕うで、胸むな板いた。動どう揺ようするなというほうが無理だ。

　もう、いつのまにこんなに男になったんだよ。

　ああ、しばらく忘れておこうと思ったキスも思い出しちゃったじゃないか──。

「このまま跳とびます」

　藜が助走して、塀へいの手前で大きくジャンプした。塀を跳び越こえても藜の身体は地に着かず、空を飛ぶようにぐんぐん進む。

　うわあ。

　高所恐きよう怖ふ症しようというほどではないが、高いところは苦手だ。藜を意識していたことも忘れ、彼の胸にしがみつく。

　隣りん家かの屋根を越え、電線も越え、裏山のふもとにあるちいさな祠ほこらの前に降り立った。お稲荷いなり様さまの祠で、鳥居もある。

　この稲荷神社が妖よう魔ま界への扉とびらになっているのだという。藜が俺の家へ遊びに来るときは、いつもここを通ってきている。帰りはいつもふたりでここまで歩いてきて見送るのだが、彼が鳥居の前に立つとやがて姿が消えるのだ。

「俺も、ここからいっしょに行けるの？」

「はい。動かずにいてください」

　藜が静かに呼吸をした。ひとつ、ふたつ。そして一歩踏ふみだすと──ぐにゃりと視界がゆがみ、真っ暗になった。身体が不安定に浮うく感じがして、彼にしがみつく腕に力を込める。不安に襲おそわれ息を止め、目をつむったとき、川のせせらぎが聞こえた。と同時に藜の落ち着いた声。

「結界を越えましたよ」

　まぶたを開けると、目の前には川が流れていた。よくよく見まわすと、川の中の岩場に俺たちはいた。そこは山の上流のような急流で、辺りは竹が生おい茂しげっていて薄うす暗ぐらいが、木こ漏もれ日が差し込んでいる。ひんやりとした清せい浄じような空気に包まれている感覚。日本のどこにでもありそうな景色だが、俺はこんな場所は知らない。

「ここが、妖魔界？」

「そうです。妖よう狐こ族がいるのは、この先です」

「こちら側の結界には、鳥居みたいな目印はないんだな」

「ありますよ、その先に。この大岩にも目印がついてます」

　言われて見下ろしてみたら、俺たちの立つ大岩には複雑な模様が刻まれていた。それから川岸に、日本にあるのとおなじような赤い鳥居が立っていた。

　藜は八艘そう飛びのように岩から岩へと飛び移って川から離れ、脇わきの獣けもの道みちを下っていった。

「妖狐族って、どれぐらいいるんだっけ」

「四百ほど。ほかの種族と比べると、多いほうでしょう」

　やがて谷間にある開けた場所に出た。

　そこにはかやぶき屋根の家が建ち並ぶ集落があった。電柱や車などの近代的な物がない、昔話に出てくる日本の農村といった風ふ情ぜいだ。空は晴れて明るいし、妖魔界と言っても恐おそろしい雰ふん囲い気きは微み塵じんもない。

「もう自分で歩いていいかな」

　地面を見れば、俺でも歩けるような広く平らな道になっていた。

「このままでも俺はかまいませんよ」

「え、いいよ。人間はここを歩けないわけじゃないんだろ？」

　藜はなぜか残念そうに俺をおろした。なんでだ？　俺が自分で歩いたほうが藜も楽だろうに。

　ちょっと不思議に思ったが、妖魔界の景色に意識が行き、足を進めた。

「この一帯が妖狐族の縄なわ張ばりになります」

「ほかの種族はいっしょにいないんだったよな」

「ええ。それぞれべつの場所に縄張りを持っています。竜りゆう族は沼ぬま地ちに。妖よう狸り族はべつの山のふもとに。妖よう兎と族は平野に」

「竜と妖狐と妖狸、妖兎……あと、鬼おにもいるんだよな」

「はい」

「でも一いつ反たん木も綿めんはいない」

「そうです。鴉からす天てん狗ぐもいます。でも一反木綿というものはおりません。ろくろっ首というものもおりません」

　日本で知られている妖よう怪かいのすべてが妖魔界にいるわけではないのだそうだ。語られている特性も、実際とは異なる点があるという話は、以前から聞いていた。

「妖魔界には大まかに分けて八種族が住んでおります。分類できないごく少数の妖怪もおりますが」

「そうだったね。それと、普ふ通つうの動物もいるんだよね」

　妖魔界の基き礎そ知識を確かく認にんしながら集落の中へ入っていく。大きな通りを歩いていくと、ちらほらと着物を着た人の姿があった。玄関に打ち水をしていたり、鶏にわとりに餌えさをやっている様子は生活感に溢あふれ、人間と変わらない。ただ、みんな美形だ。それから髪かみが白はく髪はつの者が多い。灰色っぽい者もちらほらいるが、日本人のような黒髪の者は見かけない。

　藜以外の妖狐を実際に目にするのは初めてなので、新しん鮮せんだ。

「子供はみんな尻尾しつぽが生えてるね。耳がある子もいる」

「ええ。個人差はありますが、だいたい十歳から十三歳頃ごろに消せるようになります」

「藜も、尻尾がなくなったのは十歳だったね」

　いま自分は妖狐の住む世界にいるはずなのだが、いまいち現実味がない。

　とても牧歌的でのんびりした雰囲気で、妖魔界ではなく昔話の世界に紛まぎれ込んだというほうがしっくりくるせいだろうか。

　周囲を眺ながめながら歩いていると、道の端はしで遊んでいた子供のひとりがこちらに気づき、指差してきた。

「わあ、藜様だ！」

　そばにいた男性が慌あわてて子供の指差しをやめさせ、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。藜はそれに対して視線で返し、なにごともなかったように先へ進む。それからも、こちらに気づいた人たちが会え釈しやくをしてきたり、「藜様よ、素す敵てきねえ」などという話し声が聞こえてきたりした。

　藜はそれらの反応に慣れた様子で受け流しており、たいして気にとめていない。それよりも俺をエスコートすることに気を遣つかってくれている。

　藜が女性から素敵だと言われるのは納なつ得とくである。格好いい男だ、モテるだろうことは訊かずともわかる。だが、黄色い声だけでなく、やけに丁寧な反応が多いのが気になった。

　藜の父親が族長で、藜が次期族長という、こちらの世界では身分の高い家いえ柄がらであることは知っていた。

　けれども現代社会の庶しよ民みんの中で庶民として暮らしてきた俺は、妖魔界における族長の社会的地位のレベルというものがいまいちピンと来なかったので、以前に一国の首相みたいなものか？　と尋たずねたことがある。

『一族を預かるトップという点では似ているかもしれませんね。でも妖狐族の人数はせいぜい四百ですから、そこまで大規模ではないですよ』

　そんな藜の回答に、雲の上の存在というほどでもないのかなと見当をつけていたけれども、妖狐たちの反応を見ると、相当な権力者っぽい雰囲気じゃないか。たとえば戦国時代のお殿との様さまのような、絶対的で独裁的な権力があったりするのかも。

「……族長は世せ襲しゆう制なんだったね」

「いまのところは。ほかの種族もそうですね」

　これまで感じることのなかった身分というものを肌はだで感じたら、藜がすこしだけ遠い存在に思えて、妙みように胸の辺りが寒いような、心こころ許もとないような気がして俺は着物の襟えりをつかんだ。

　本当に俺が恋こい人びとのふりなんかしてだいじょうぶなんだろうか。不安だ。

　ところで、妖狐たちの反応で気になったことは、ほかにもある。

　俺のことだ。

「藜様の隣となりにいるのは……」とひそひそと話しているのが聞こえたり、警けい戒かいされているように感じるのだ。

　やっぱり人間が来てはまずかったんじゃないのか。不安を口にしようとしたが、それより先に藜が口を開いた。

「ここが俺の家です」

　示された道の前方に突とつ如じよとして現れたのは、城だった。堀ほりがあり、白しら壁かべがある、まさに日本の城。

「これまた、突然現れたね……」

　俺たちの前には高い城じよう壁へきがある。そこから建物までかなり距きよ離りがありそうなのに、城が見えるってどういうことだ。距きよ離り感かんがまったくつかめない。自然界の法則を無視してやいないか。

　俺の胸の内を察したように藜が言う。

「妖力で幻げん惑わくされていると思いますが、ここから建物までけっこうな距離があります」

「やっぱり妖力か」

「敷しき地ち内いたるところに妖力で施ほどこした仕し掛かけもあります。ですのでここからは徒歩だと厳しいですから、先ほどのように俺が連れていきます」

　すでに二、三キロは歩いており、日ひ頃ごろ運動不足な俺は疲つかれはじめていた。抱だっこされて恋人宅へ挨あい拶さつに行くってどうなんだと思ったが、妖力の仕掛けなるものに対たい抗こうしてまで歩く気力もなく、藜の申し出に素直に従った。

　藜は俺を抱くと、ぽんと城壁を飛び越こえた。そして空中を飛び、敷地の中央を目指す。

　眼下にはたくさんの平屋の建物が見えた。それらの建物は屋根付きの渡わたり廊ろう下かでつながっており、一番奥にひときわ大きな天守閣がある。また、庭園には動物のキツネがあちこちにいた。人、もとい妖狐の姿もある。

　やがて天守閣の手前にある平屋へ近づくと、扉とびらが自動で開いた。中へ入り、藜が降り立つ。そこで俺も腕うでから降ろしてもらった。

　室内は和洋折せつ衷ちゆうな大正ロマン風だ。建物の造りは武ぶ家け屋や敷しきっぽい感じなのだが、調度品は洋風で、中央にソファとテーブルがあり、絨じゆう毯たんが敷しいてある。照明器具はないのに適度に明るいのは妖力のなせる業わざだろうか。

「ここは？」

「俺の部屋です」

「へえ」

　藜の自室と聞き、俺は改めて室内を見まわした。藜の部屋ってどんなだろうと常々思っていたんだ。本人は「なにもない、普通の部屋ですよ」と言っていたのだが、たしかに必要最低限のものしかなく、壁かべ際ぎわの机の上にもなにも置いていない。モデルルームのように綺き麗れいに整いすぎていて、なんだかつまらない。

「あっちは？」

　部屋の奥に、続き間への入り口があることに気づき、俺はそちらへ向かった。

「あ、そちらはちょっと──」

　背後から、すこし焦あせったような声が追いかけてきた。なにか見せられないものでもあるのだろうか。好こう奇き心しんを刺し激げきされ、足早に入り口をくぐると、壁に飾かざられた巨きよ大だいな水すい彩さい画がが目に飛び込んできた。

　俺は足を止めた。びっくりして息も止まった。

　水彩画には、等身大の俺が描えがかれていたんだ。

　庭の桜の木の下に佇たたずみ、微笑ほほえんでいる。

　高校の制服を着ていて、当時かけていた眼鏡めがねも描かれているから、高校の頃ころの俺だろうか。

　顔立ちは本物よりも美少年に描かれているが、背景が俺の家だから、モデルは俺なんだろう。

　藜が横に並び、俺の様子を窺うかがうように見下ろしてきた。

「……これ、藜が描かいたんだよな……」

　藜がちいさく頷うなずく。

　藜の趣しゆ味みは水彩画なんだ。

　俺の家でもよく絵を描いて遊んだりしていたから、彼のタッチはよく知っている。とても写実的で、写真のようにリアルに正確に描くんだ。ただし、題材は草花や風景ばかりで、人物を描いてみせたことはなかった。

　人物は描かないのかと訊きいたら、うまく描けないからと言っていたんだが。

「すごい。めちゃくちゃうまいじゃないか。てか、これ、俺だよな？」

「すみません」

「なんで謝るんだ？」

「勝手に描いて、飾ったりして……」

「そんなのはべつに。ただ、俺はこんな美少年じゃないけど」

「そうでしょうか。俺には、あなたがこう見えます」

　まじめに返され、俺はええ？　とおどけて笑った。

「これ、高校生の頃か」

「ええ。描いたのは……あなたが大学に行ってしまってからですが」

　藜が絵を見つめ、ぽつりと言う。

「あなたの家に会いに行っても、会えなくて……、ずっと、会えない日々が続いたので……衝しよう動どう的てきに描いてしまいました。あなたとの思い出の品などなにひとつなく、あるのは記き憶おくだけでしたから」

　そうだった。

　入学する大学が決まってから引っ越し予定日までの期間が短くて、藜に引っ越し先を知らせるタイミングを逸いつしたまま、俺は遠方の大学へ行ってしまったんだ。

　あの時期は俺が受験勉強で忙いそがしそうだからと遠えん慮りよして、藜も来訪する回数を減らしていたんだ。

　俺から藜に連れん絡らくを取ることはできないから、タイミングよく藜が会いに来てくれないとどうしようもなくて。

　大学は実家から遠いところだったから、旅費を考えると、親のすねをかじる貧びん乏ぼう学生としては頻ひん回かいに帰宅することもできず。

　考えた末、神社の鳥居の裏に置き手紙を貼はっておいたんだが、風に飛ばされたか誰だれかにとられたか。けっきょく、藜と再会できたのは九ヶ月後。年末に帰省したときだった。

　俺がいなくなってからも、藜は俺がすぐに帰省すると信じて会いに来て、待っていてくれたらしい。

「本当にあのときは、悪いことをした……」

「いえ。あれは俺がうかつだったのです。行き先が決まる時期は教わっていたのに、もたもたしていたのですから」

　それにしても、誰もいない家の庭に藜がひとりで寂さびしく佇んでいた姿を想像すると、申し訳なく思う。

　妖よう魔ま界との通用口は、あの神社のみなのだそうだ。遠方の俺の新居まで遊びに来てくれとは言いにくく、俺も金銭的問題から年に二回程度しか帰省できなかったから、再会後も大学時代はろくに会えなかった。

　大学生活は充じゆう実じつしていたけれど、なにか満たされない気が常にしていた。卒業後地元に戻もどって、以前とおなじように藜とたびたび会うようになってから、ああ、あの大学生活には藜が足りなかったんだなと思った。

「これ、どう思いましたか」

　思い出に浸ひたっていると、藜が問いかけてきた。藜の視線は絵に向けられているので、「これ」というのは絵のことだろう。

「うん、すごいなあと思ったけど。趣味のレベルを超こえてる」

「ほかには」

「え……さっきも言ったけど、俺、こんなに美少年じゃないけどなって」

　棚たなの横に大きなスケッチブックが積まれているのが目にとまる。

「なあ、こっちも絵？　見てもいいか？」

　藜がまたもや焦る。

「や──それはもう……、そろそろ先へ行きましょう」

　スケッチブックにたどり着く前に、俺はふたたび藜に抱きあげられてしまった。

「なに。もしかしてあれも俺の絵だったり？」

「いや、まあ……それだけではありませんが……」

　しどろもどろになりながら目をそらす藜がおもしろい。帰りにでもまた見せてもらえるといいなと思っているうちに、藜の足は最初の部屋へ戻った。さらに奥にある廊下へ進もうとしたとき、べつ方向の入り口からバタバタと足音がし、老人が現れた。

「藜様！　お戻りでしたか」

「爺じい」

　藜が老人へちらりと顔を向け、そう呼びかけた。つまりこの人が藜の爺やか。

　十年以上前から話には聞いていたけれど、会うのは初めてだ。

　眉まゆが長く、顔中皺しわだらけではあるが、若い頃は美男子だったであろうと思われる顔立ち。白しら髪がを後ろで括くくり、水干を着ている。細身で、藜よりも小こ柄がらだ。瞳ひとみの色も濃こい。

「父上のところへ行く。部屋にいるか？」

　その藜の声に俺は驚おどろいた。声だけでなく口調も態度も、俺に対するときとだいぶ違ちがったから。ちょっと威い圧あつ的てきで怖こわい感じがする。俺に対するときは、もっと柔やわらかく優やさしい感じなのだが。

「天てん狐こ様ならいらっしゃるはずですが……その方は、もしや」

　爺やがおそるおそるといった感じで俺を見る。

「爺には話したことがあっただろう。遥人だ」

「……っ！」

　爺やの表情が強こわばった。

　俺は藜に抱だかれた格好のままだ。降りてちゃんと挨あい拶さつしないと、と思ったのだが、藜は俺を抱いたまま、爺やを置いてスタスタと歩きだしてしまった。

「爺やさんに挨拶は？」

「いいです。これから父のところへ行きます」

　藜は迷路のような廊下をよどみない足取りで進んでいき、やがて大きな扉の前で立ち止まると、俺を腕から降ろした。

　どうやらここに藜の父親がいるようだ。

　藜が床ゆかに膝ひざをついたので、俺も真似まねて、横に並んだ。

　藜が俺に目配せする。

「遥人。よろしくお願いします」

「う、うん」

　いよいよかと思うと、急に緊きん張ちようしてきた。

　うう、うまくできるだろうか。

　がちがちになっている俺を見て、藜がふっと笑う。

「そんなに硬かたくならないで。いつもどおりの遥人でお願いします」

「そう言われてもね」

「どうしたら肩かたの力が抜ぬけるでしょうね。また接せつ吻ぷんでもしましょうか」

「な……っ」

　彼の顔が俺のほうへ寄ってきた。びっくりして思わずのけぞる。

「冗じよう談だんです。そんなに嫌いやがらないでください」

　驚く俺を見て、藜が苦笑する。なんだ、本気かと思ったじゃないか。

「普ふ段だん冗談なんて言わないくせに、こんなときだけやめてくれよ……」

「すみません。そうだ、よかったらこれをどうぞ」

　藜が袂たもとからちいさな袋ふくろを取りだした。

「なに。御お守まもり？」

　渡わたされたのは白い絹の、ちいさな御守りだ。

「これを持っていると、心が落ち着くはずです」

「……そうなの？」

　そう言われると、そんな気もしてくる。俺は大事にそれを握にぎりしめ、それからなくさないように懐ふところにしまった。

　そんな俺を藜が優しく見つめる。

「では、行きますね」

　俺が頷うなずくのを確認し、藜が前を向く。

「父上。藜です」

　そう名乗ると、音もなく扉とびらが開いた。

　そういえば、いつ頃ごろからつきあいはじめただとか、そういった口裏合わせを一切していないぞ。全部藜が答えてくれるつもりなんだろうが、だいじょうぶだろうか。

　不安になるがいまさら打ち合わせもできず、藜に続いて室内に入った。

　こちらの部屋は畳たたみ敷じきで、家具も純和風だった。部屋の奥に文ふ机づくえがあり、こちらに背を向けるようにして男性がすわっていた。なにか書き物をしているようだ。部屋の隅すみには、男性がふたり控ひかえている。

　文机の前にすわっているのが藜の父親だろう。

　爺やは藜の父親のことを天狐と呼んでいた。

　妖よう狐このことを調べたことがあるのだが、天狐と言ったら妖狐のなかで一番妖力が強く、尻尾しつぽが四本生えているということだった。だが藜の父に尻尾はない。

　部屋の中程のところで藜が正座する。俺はそのすこし後ろにすわった。

「お話があります」

　藜の父親が筆を置き、こちらに身体からだを向けた。

　銀ぎん髪ぱつで、瞳の色も藜といっしょだ。藜が年をとったらこんな感じだろうかといった容姿。だが厳格そうな印象が強い。

　怖いな。

「どうした」

「俺の婚こん約やくの件です」

　藜がちらりと俺のほうを見て、隣となりに来るように手で示した。俺は緊張しながら膝行いざり、隣に並んだ。

　父親の視線が俺に向けられる。

「そちらは」

「井上遥人さんといいます」

　俺は軽く頭を下げた。

「はじめまして」

　言えた。たったひと言だが、声が震ふるえたぞ。

　藜の父親が訝いぶかしそうな顔をする。

「……人間、だな」

　藜とおなじ水干を着ているというのに、みんな、俺が人間だとひと目でわかるんだな。まあ、黒くろ髪かみだし。妖狐たちはみんな美形で、俺ほど鼻が低い者もいなかったしな。ほかにも、気配とか妖力とか、目に見えないなにかを感じとっているのかもしれない。

　藜が答える。

「そうです。俺の恋こい人びとです。人間ですが、俺はこの人に恋をし、いっしょになりたいと思っています。ですから、先日の婚約の話はなかったことにしていただきたいのです」

　部屋の隅に控えていたふたりが驚いたように息を吞のんだ。

　父親は冷静に腕うでを組み、藜の顔を観察するような目つきをした。　>>>♥

「たしか婚約を言い渡した日も嫌がっていたな。那な都つ希きのなにが不満だ」

「そういうことではありません。彼女が嫌なのではなく、いま言ったように、俺は遥人がいいのです。遥人に恋しているのですから、それ以外の者といっしょになるなど考えられません」

　藜が真しん剣けんに、俺に恋していると言う。

　もちろん噓うそだとわかっているが、なんだか妙みような気分になる。緊きん張ちよう感かんでいっぱいの場面だというのに、俺ひとりだけ、違う理由で胸がざわめきそうになる。

　いかんいかん、集中集中。

　内心で己おのれを叱しつ咤たした、そのとき、背後から泣き崩くずれるような声が聞こえた。

「藜様ぁあ～っ！」

　いつのまに来ていたのか、爺じいやが後ろからにじり寄り、涙なみだながらに藜に迫せまってきた。

「目をお醒さましください藜様。人間と言ったら、我々を食す恐おそろしい輩やから！　そんな相手と恋仲だなんて！　噓でございましょう！　噓だとおっしゃってください！」

「噓ではない。本当だ」

　藜の即そく答とうに、爺やは両手を頰ほおに当てて悲鳴をあげた。しかし気を取り直したようにふたたび言い募つのる。

「その人間が藜様を好きだと言ったのですか!?」

「そうだ」

「藜様、それはきっと騙だまされているだけです！　その人間は、あなた様が油断した隙すきに食べるつもりなのです！　人間が妖狐を好きだという意味は、食用として好きということ。それ以外考えられません！」

　うん？　人間は恐ろしい？　妖狐を食べる？

　なんだそれは。

　妖狐が人間に悪さをするという話なら聞いたことがあるが、人間が妖狐を騙したり食べるなんて話、聞いたことがない。

　しかし控えているふたりも爺やの熱弁にうんうんと頷いている。

　藜や父親は黙だまっているが、否定する様子もない。

「……人間が妖狐を食べるって……？」

　黙っていられなくなって、俺は呟つぶやいた。すると爺やがキッとこちらを睨にらんだ。

「ええ、食べるつもりなのでしょう！　昔から我々のあいだでは、そう言い伝えられているのです！　人間は妖狐が好物だと！」

「いや、ええと……それは誤解だと思いますけど……」

「噓です！　みんな知っているのです！」

　爺やが同意を求めるように控えのふたりのほうへ視線を向けた。するとその視線を受けたひとりが言う。

「ええ、私も知っています。人間は妖狐を粉々に砕くだいて白い粉末にし、それを水でこねて長細く切り、熱湯で茹ゆでるのだと」

　もうひとりが言う。

「そして子供たちやキツネは平らに潰つぶし、四角い形にして、成人の妖狐の残ざん骸がいの上に乗せるのだと……！」

「人間たちは、それを『きつね』と呼んで嬉き々きとして食べるのだと！」

　俺は説明されたことをぼんやりと想像してみた。

　えっと……。

　茹でた細いものの上に四角いものを乗せて……きつね……。

　…………。きつねうどんのことだろうか……。

「ええとですね……きつねうどんと呼ぶ食べ物はありますけど、原料はキツネでも妖狐でもなくて──」

「おお！　やっぱり認めましたね！　たしかに食べると！」

　俺の話を最後まで聞かず、爺やが叫さけんだ。

　おい、人の話をちゃんと聞けよ。

「藜様、私からも言わせてください！　その方はとても愛らしく見えますが、それはきっと我らを騙すために化けているのです。化けの皮を剝はいだら、恐ろしい本性が現れるはずです！」

「そうです！　藜様、その愛らしい外見に惑まどわされないでください！」

　控えのふたりも口々に説得しはじめる。

　なんなんだ。人間には化ける能力なんてないぞ。化けることができるのは妖狐のほうじゃないのか。

　それに俺が愛らしいって、どういうことだ。

　藜に限らず妖狐たちはみんな美形じゃないか。俺は童顔だが、愛らしいと評されるようなもんじゃない。美形の彼らから見たらカボチャかジャガイモじゃないのか。

「俺は遥人の外見に惑わされているわけじゃない」

「では、なぜ恋仲だなどと。まさか脅おどされているのですか」

　人間が妖狐を脅すなんて、そんなわけあるか。

　信じがたいが、どうも妖狐たちは、人間が妖狐をうどんにして食べると本気で信じているらしい。

　そういえば思い出した。出会ったばかりの頃ころの藜も、人間は妖狐を食べるのかと訊きいてきたことがあった。そんなわけあるかと俺は笑って答えて、彼の頭を撫なでたっけ。

　たしかにあの頃は藜にも警けい戒かいされていたな。ケガの治ち療りようをしてやったり、食事を食べさせてやったりしているうちに打ち解け、仲良くなっていったのだ。当時の藜は幼かったし、人間界に来たのも人間に会うのも初めてだと言っていたから、未知のものに対する警戒なのだと思っていた。まさか、人間がこれほど恐ろしいものだと思われていたとは。

　人間は妖狐のような妖力もない、無力な存在なのに。

「俺、藜を脅してなんか、いないです」

「人間が正直に『脅しています』なんて言うはずがない」

「いやでも本当に……」

「脅されているのでなければ惑わされているのか。いずれにせよ藜様が『めん』なるものにされてしまうだなんて……しくしく」

　うーん。俺がなにか言えば言うほど爺やが興奮するようだ。

　誤解を解きたいが、これ以上なにか言っても、聞く耳持ってもらえそうにないよなあ。

　藜を窺うかがうと、彼は父親のほうへ顔を向けていた。

「父上。俺は本気です」

「人間の男に恋だなんて、そんなふざけた話を真に受けると思っているのか」

「ふざけた話ではありません。真剣な話です」

「認められない。その人間は速すみやかに人間界へ帰すように。騒そう動どうになりかねない」

　藜の父親は不ふ機き嫌げんに言い切ると、俺たちに背を向けた。

「話はこれで終しまいだ。帰りなさい」

　文ふ机づくえに向かう背中に藜が言い募る。

「きっと反対されるだろうと思っていました。相手が人間だから、これまで言い出せませんでした。俺は天てん狐この名を継つぐ身だから、遥人のことは諦あきらめなければと何度も思いました。それでも諦めることはできなかったのです。父上、俺は」

「帰りなさい」

「父上、俺は天狐の名を継ぐことよりも──」

「帰れと言っているのが聞こえないのか」

　厳しい一いつ喝かつに藜が黙った。

　藜は父親の背中をしばし見つめ、それから静かに告げる。

「わかりました。では認めていただけるまで、ここには帰りません」

　藜が立ちあがる。

「遥人、行きましょう」

「あ……うん……」

　立ちあがると、藜が俺の腰こしの辺りに手を添そえて、出口へと促うながした。

「藜様、帰らないとは、しかし──」

　爺やのうろたえる声が追ってきたが、藜は部屋を出ると俺を抱だきかかえ、廊ろう下かの窓から空中へ飛び出した。
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　うまくいきそうにないと思っていたが、やっぱりうまくいかなかった。

　俺が人間だというのが逆に信しん憑ぴよう性せいがあるとか藜は言っていたが、無茶すぎたよな。人間というだけでこれほど反対されるとは知らなかった。人間が妖狐を食べるとか、本気であんな誤解をされているのも知らなかった。知っていたら恋こい人びと役なんて引き受けなかった。

「……力及およばず、ごめん」

　申し訳なくて力なく謝ると、藜もゆっくり飛びながら謝ってきた。

「あなたが謝ることはなにもありません。俺のほうこそ、申し訳なく思っています。不快な思いをしたでしょう」

「いや。変な誤解をされててびっくりしたけど、不快なことはなかったよ。でもやっぱり俺じゃなくて、妖狐族の誰だれかに恋人役になってもらったほうがよかったよな」

「いいえ、やはりあなたに頼たのんでよかったと思っています」

「ええ？　めちゃめちゃ反対されてたじゃないか。お父さんは信じてなかったっぽいし」

「恋人役が誰であっても、父は簡単に納なつ得とくしません。こうなることは予測済みです」

「でも、もう帰らないなんて宣言までして……どうするんだ」

　藜の瞳ひとみが考えるようにくるりと動く。

「そうですね……これで俺とあなたが消えたら、駆かけ落ちしたと思われるでしょうね」

「……駆け落ち……って、え？」

　予想もしていなかった単語に、俺はぎょっとした。

「俺と？　いまから？　本気で？」

　恋人のふりだけでなく、駆け落ちまでするのか？　ややこしい話になったとうろたえると、藜が微笑ほほえんだ。

「お願いしたら、俺と駆け落ちしてくれますか？」

「え……えっと、恋人のふりでってこと……だよな……？」

　駆け落ちという単語がドラマティックで非日常すぎるせいで思考力が鈍にぶり、つい、言わずもがなのことを訊いてしまった。

　頭の中では、同どう棲せいを歌った往年のフォークソングが流れ、古アパートで自分と藜が暮らしている図が浮うかんでしまう。動どう揺ようしすぎだ。これから大変なことになりそうなのに、そんな想像をしている場合じゃないだろ。脳みそ働け。

　藜が飛行を止め、宙に止まって俺を見下ろした。

「どうか、そんなに真しん剣けんに悩なやまずに。もちろん『ふり』です。実際には、宝ほう珠じゆ探しに行きます」

「あ」

「俺たちはこれから予定通り宝珠探しに行くだけです。それを、父たちには駆け落ちと誤解してもらえればいいかと思ったのですが、いかがでしょう。駆け落ちしたとなると、それだけ本気なのだと思ってもらえるでしょうから」

　そういうことか。

　俺はいっきに脱だつ力りよくした。

「じゃあ、駆け落ちのふりって言っても、関係者に遭そう遇ぐうしない限りは、宝珠探し気分でいいんだな」

「ええ。よろしいですか」

「うん、了りよう解かい。あ、まさか、宝珠探しに誘さそったのは、はじめから駆け落ちに見せかけるためだったのか？」

　藜が急いで首を振ふった。

「それは違ちがいます。駆け落ちはいま思いついただけです。元々、成人したら宝珠探しに誘うつもりでいたんです。成人するまでに手がかりを見つけようとも思っていて、運良く目にしたのですが……」

　そこに婚こん約やく話が重なってしまったのだと、悔くやしそうに続ける。

「話を切りだす順番が狂くるってしまいました。本当は、あんな誘い方もしたくなかったのです」

　あんな誘い方とは、宝珠探しの旅を交こう換かん条件みたいに持ちだしたことだろう。

「そうか。べつに、そんな気にしないでいいよ。俺たちが姿を消しているうちに、お父さんも態度を軟なん化かさせてくれるといいな」

　藜が頷うなずく。

「では、行きますね」

「ん。どこへ行くんだ」

「まず、天てん狗ぐの縄なわ張ばりです」

　藜が飛行を再開する。

「そこって遠い？」

「このペースですと、そうですね……二、いや三時間……日暮れまでには着きます」

「……三時間、ずっと抱っこ？」

「嫌いやですか？」

「藜が大変じゃないかなあと」

「だいじょうぶです。しっかり摑つかまっていてください」

　男ひとりを三時間お姫ひめ様さま抱っこし続けるだなんて、人間には無理だ。

「妖力ってすごいな。妖狐なら誰でもこんなことができるの？」

「いえ。妖力には個人差があるので、誰でも可能というわけではないです」

　いままでの俺だったら、ここで「へえ」と相づちを打って、話題を掘ほり下げることなく終わらせていた。藜に興味がないためじゃない。能力のレベルを訊きくというのは、おなじ男として遠えん慮りよがある。それからなにより比ひ較かく対象がいなかったから、具体的に訊いてもピンと来ないと思っていたためだ。でもほかの妖よう狐こ族と面識を持ったせいか、具体的に突つっ込んで訊いてみたくなった。

「妖狐族の半分ぐらいはできる？」

「いえ……どうでしょう。四、五名ぐらいでしょうか」

　わ、それってとてもすごいことなんじゃないのか。

　人間界への行き来も、誰でもできるわけじゃないらしいから、藜が有能な妖狐だということは薄うす々うす感じていたけれど、思っていた以上にすごい妖狐のようだ。

　そりゃそうだよな。

　藜は、妖狐族の誰からも敬意を払はらわれていた。それは次期族長だから、という肩かた書がきだけが理由じゃない。

　妖力なんてものがあるぶん、人間以上に実力主義でシビアそうな妖狐族の社会で認められているということは、それだけの実力があるということだ。

　俺みたいな普ふ通つうの人間と、どうして友達をしているのか不思議だ。

　まあ、ケガをしていたところを助けたからなんだろうけど。

　妖狐族の次期族長と、なんの取り柄えもない普通の人間の俺じゃ、釣つり合わないよな。恋人同士だなんて言って誰が信じるだろう。

　誰がどう考えても、恋に発展するような間あいだ柄がらじゃないよなあ……。

　当たり前のことを改めて思っていたら、なんだか気分が落ち込んできた。

　なので楽しいことを考えようと気持ちを切り替かえた。

「なあ藜。宝珠のありかの手がかりってやつが、天狗のところにあるってことなのか？」

　藜が頷く。

「宝珠についての言い伝えや古文書がいくつもあることは、お話ししましたね」

「ああ。そのどれもが似たり寄ったりの内容なんだよな。宝珠は偶ぐう然ぜん見つかって、願いを叶かなえるとどこかへ飛んで行ってしまって、行方ゆくえは誰もわからないって」

「はい。しかし先日、老ろう朽きゆう化かで取り壊こわしになった屋や敷しきから、新たな文ぶん献けんが発見されまして」

　宝珠に関連していると考えられる詩や歌がみつかったのだと言い、藜が暗唱しだした。

「我に投ずるに木李すももを以もつてす。これに報むくゆるに瓊けい玖きゆうを以てせん。報ゆるに匪あらざるなり。永く以て好よしみと爲なさん」

「え、えーと？」

　古語を口頭で滔とう々とうと話されても頭に入ってこない。戸と惑まどう俺に藜が解説する。

「これはある男に仙せん人にんと名乗る者が送った言葉です。瓊玖とは宝石を意味しますが、前後の文脈から察するに、宝珠ではないかと。要約すると、親切にしてもらったお礼に宝珠を贈おくると言っているのですが」

　それに続く詩として、べつの古文が紹しよう介かいされる。

「日は香こう炉ろを照らして五光を生ず。遥はるかに看みる波の底。霊れい雨う其それ君に零おつ。瓊玖出いでて願い叶かなうなり」

　藜がひと息つく。

「これは詩の形態をなしておりませんし、そのまま読むと意味不明ですが、宝珠のことを示しているように思われます」

「瓊玖って言ってるもんな。出でて願い叶うなり、とも」

　宝珠が現れるときや場所を言っているっぽい雰ふん囲い気きはある。

「はい。そして五光という表現もありますが、宝珠は願いを叶えるとき、五色の光を発します。じつは昨夜、強い光を天狗山の空高くで見たのです」

「え。ほんと!?」

「天狗の縄張り内に、コウロという呼び名の谷があります。字は違うのですが」

　コウロという地名に五光。それっぽいじゃないか。

「じゃあ、藜が見たその光が宝珠だったら、天狗の誰だれかが願いを叶えたってことか」

「かもしれません。天狗族に知り合いがいますので、その者のところへ行って確かく認にんしようと思っています」

「知り合いがいるんだ？　あれ、妖狐と天狗って仲良しだったっけ」

　たしか妖狐族と天狗族は仲が悪いと藜から聞いた覚えがある。

「天狗族とは、あまり仲がよくありません。敵対しているというほどでもないですが」

　縄張りが近いので、もめ事が起きてしまいがちなのだそうだ。

「次期族長が天狗の縄張りに行ってもだいじょうぶ？」

「香か具ぐ羅らという男がおります。その者に貸しがありますので」

　藜の説明によると、なんでも、天狗は竜りゆうの眷けん属ぞくである蛇へびを主食にしているため、竜族と仲が悪いそうな。主食ではないが、妖狐も蛇を食べるので、やっぱり竜族とは仲が悪いらしい。

　数年前のある日、天狗が竜に襲おそわれているのをたまたま助けたことがあり、それ以来その香具羅という天狗とは交流があるのだそうだ。

「大勢で行ったら問題ですが、俺が個人的に香具羅の下もとを訪おとずれるだけなら、だいじょうぶでしょう。もし宝ほう珠じゆ探しに進展がなければ、数日泊とまらせてもらってもいいかと考えています」

「泊まるって……えっと、その場合、俺もいっしょに、だよな」

「ええ。駆かけ落ちですから。あなただけ日帰りで人間界に帰したら、駆け落ちになりません」

「そ、そうだよな」

　藜が不思議そうに俺を見る。

「なにか不都合でも？」

　俺は頰ほおが赤くなりそうなのをごまかすように慌あわてて首を振った。

「いや、確認しただけ」

「居場所はすぐにばれるかもしれません。ですが仲の悪い天狗の縄張り内ですから、父も簡単に手をだせないはずです」

　恋こい人びとのふり、駆け落ちのふり。『ふり』だと思って気軽に了りよう承しようしたが、寝ね泊とまりも藜といっしょなのだと思ったら妙みようにどきどきしてしまった。

　意識しているのをばれたくなくて、俺は顔を隠かくすように地上へ目をやった。

　四方はちいさな山が連なっており、藜は山の樹木に沿うように飛んでいる。本当はもっと空高く、速く飛べるのに、俺が怖こわがらないように低くゆっくり飛んでいるような気がする。

　いちいち口にしないけれど、そういう心こころ遣づかいをする男だと知っている。

　まだはたちなのに、できた男だ。

　行く先の方へ目を向けると、ひときわ高い山があった。中国の水すい墨ぼく画がに描えがかれる仙人でもいそうな山だ。

　あそこが天狗族の集落だろうか。尋たずねると、頭上から「そうです」と返事があった。

　それから十分も経過しただろうか。その山頂へ接近し、まもなく降り立とうという頃ころ、大きな鳥が木から羽ばたき、こちらに近づいてきた。

　いや、鳥ではない。

　黒くて大きな翼つばさがあり、くちばしがあるが、人の姿をしている。

　あれが、天狗か。

　緊きん張ちようして見ているうちに、天狗が藜の前まで来た。

「やっぱり。藜さんじゃないか」

　天狗が喋しやべったが、くちばしは動かなかった。

「香具羅。久しぶりだな」

　この天てん狗ぐが藜の知り合い、香具羅のようだ。

　挨あい拶さつを交かわすと、香具羅の視線が俺のほうへ向けられた。

「ん？　おい、これは……」

　その目が驚おどろいたように見開かれる。

　皆みなまで言わせず、藜が言う。

「話がある。追っ手が来るかもしれんから、おまえの家に入れてくれ」

「追っ手だと？　藜さん、なにした。相手は？」

「それほどまずい相手じゃない。俺の父親だ。だから話はここでなく、家で」

　香具羅がゲッと呻うめいた。

「じゅうぶんまずい相手じゃねーか！　わかった。ついてきな」

　藜が父と言っただけでこの反応。ろくに事情も知らされていないのに、香具羅は速すみやかに身を翻ひるがえし、俺たちを案内してくれた。

　山の頂から斜しや面めんにかけて、木々と混在するように中ちゆう華か風ふうの朱しゆ塗ぬりの家が建ち並んでいる。

　香具羅の後を追って降りていくと、木の枝や屋根に座っていた天狗たちが驚いた顔をした。

「あれは……人間だ」

「おい、人間だぞ」

「人間を抱かかえているのは、あれは妖狐か」

「次の天てん狐こじゃないか。それにしても、人間が……」

　あちこちからささやき声が聞こえてくる。

　藜が次期族長であることは、天狗たちにも知られているようだ。それから人間である俺への関心も高そうだ。

　やがて朱塗りの家のひとつに案内された。

「ここは俺ひとりだけの家だから、遠えん慮りよしないでくれ」

　香具羅の家だというそこは、玄げん関かん扉とびらを開けると土間があり、その先に囲い炉ろ裏りのある居間があり、廊ろう下かのむこうに部屋がふたつ、奥に水場があるという。中華風の外見とは裏腹に、内装は昔の日本の民家風だ。

「その辺に適当にすわってくれ」

　藜の腕うでから降ろされ、草ぞう履りを脱ぬぐと、俺は囲炉裏の前にすわった。藜はその隣となり。香具羅は俺たちの向かいにすわった。

「で、話というのは──」

　香具羅は言いながらくちばしに手をやり、そして、それを外した。

　そう。くちばしを外したんだ。

　そしてなんと、外したくちばしの下には、人間とおなじ唇くちびるがあった。

　なんですと！　と思わず叫さけばなかった俺を褒ほめてくれ。

「あ、あの、あの」

　だが黙だまってはいられない。香具羅の手にあるくちばしを見つめながらどもっていると、藜が教えてくれた。

「あれは、マスクだそうです」

「マスクぅ？」

　香具羅が当然といった顔で頷うなずく。

「俺たち鴉からす天てん狗ぐは気管支が弱いんだ。飛ぶときはこれをつけて喉のどを保護するんだ」

　そ、そうなんだ……知らなかった。

　よく見ると、くちばしの両りよう端はしには紐ひもがついており、耳にかける仕組みになっている。

　くちばしマスクを外した香具羅の顔を改めて見ると、男らしい精せい悍かんな顔立ちをしていた。黒い短たん髪ぱつに黒い瞳ひとみ。年ねん齢れいは俺とおなじぐらいだろうか。

　身体からだは大きくがっしりしており、一見藜よりも強そうだ。言こと葉ば遣づかいも荒あらい。にもかかわらず、藜に対する態度には遠慮が窺うかがえる。藜が妖よう狐こ族の次期族長であり、恩人でもあるからだろう。

　香具羅は湯飲みに湯を入れて俺たちにだしてくれた。

「で、あんたの父親、天狐が追っ手というのは、どういうことなんだ」

　尋ねてから自分の湯飲みに口をつけ、視線で藜を促うながす。

　藜が澄すました声で答えた。

「駆け落ち中なんだ」

　香具羅が湯をぶほっと噴ふきだした。

「駆け落ちだってえ？　妖狐の御おん曹ぞう司しが？　まさか、この人間と？」

「遥人という」

　名を紹しよう介かいされ、俺は軽く頭を下げた。

　香具羅が心底驚いたように俺と藜を見比べる。

　そうか。天狗が聞いても驚くことなんだな……。

「噓うそだろ、おい。本当か」

「むろん」

「駆け落ちってことは、妖狐族を捨てるのか」

「どうかな。まあそんなわけで、数日かくまってもらえたらありがたい」

「かくまうって、えええ～」

　香具羅が頭を抱えてしまった。

　駆け落ちが偽ぎ装そうということを、藜は香具羅に話さないつもりのようだ。

　偽装と知られたら本気でかくまってもらえないかもしれないし、真実を知る者はできるだけすくないほうがいいと思うので、異論はない。けれども、そうなると香具羅の前でも恋人のふりをすることになるんだよな……。

　いま、香具羅は俺を見ている。藜の恋人と認にん識しきして見られているのだと思うと、どんな顔をすればいいのかわからなくなる。世せ間けん体ていを気にする典型的日本人である俺は、男同士ということについても、どう思われているか気にかかる。顔が赤くなるのを止められず、隠すようにうつむいた。すると、香具羅の口からため息が漏もれた。

「俺、人間って初めて見るんだが……はあ、すげえな、人間って。聞きしに勝まさるとはこのことだな」

　は？　なにが？

　顔を上げると、どこか熱気を帯びたような目つきとぶつかった。好物を目にしたときの顔、とでも言おうか。香具羅はいまにも舌なめずりしそうな表情をしていた。それからうらやましそうに藜に言う。

「その照れた顔なんて、たまらねえな。どうやって見つけてきたんだ」

「俺は妖よう魔ま界と人間界を行き来できる」

「ああ、そうだったな。うらやましいことだぜ。俺も誘ゆう惑わくされてえな。力を吸われるとわかっていても、いちどぐらいは手合わせしてみたいもんだ」

　なにを言われているのかさっぱりわからない。いやらしい顔で、誘惑だのなんだのと言われているのはわかっているが、なぜ俺を見てそんな言葉が出てくるのか。

　藜も怪け訝げんそうに眉み間けんを寄せた。

「力を吸われる？」

「おう。人間と交わると神通力を吸われるって言い伝えがあるだろ。人間は小悪魔的魅み力りよくを持っていて、その惹ひきつける力にふつうの天狗は抗あらがえないと。だから天狗は修行に励はげむんだ」

　俺は口を挟はさんだ。

「小悪魔的魅力……？」

　香具羅が頷く。

「いまあんたを見ていても、ムラムラしちまうな。藜さんがいるから我が慢まんしてるが、いなけりゃ押し倒たおしてる」

「……俺、男ですけど」

「性別は関係ないのさ。なあ？」

　なあ、と話を振ふられた藜は不ふ機き嫌げんそうに低い声をだした。

「遥人が魅力的なことは否定しないが。天狗のあいだで、人間がそんなふうに言われていたとは知らなかった。神通力を吸われるなんて、妖狐のあいだでは言われていない」

「へ、そうなのか？　んじゃ、神通力を吸われるって話はデマか？」

　香具羅が俺を見る。いや、俺に視線を向けられたって、知らないぞ。

「藜さんの妖力が衰おとろえてないってことは、そうなんだろうな。だったら俺も──」

「香具羅」

　藜が低い声で遮さえぎった。

「この人に手出しをしたら、容よう赦しやしない」

　ぞっとするほど冷たい声。びっくりして、思わず隣にある横顔をまじまじと見てしまった。

　藜は目を細めて香具羅を凝ぎよう視ししていた。視線で殺せそうなまなざしだ。

　なぜそれほど真しん剣けんに……？　と一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、恋こい人びとを守る演技なのだと気づき、納なつ得とくした。それにしても本当の恋人みたいに迫はく真しんの演技だな。

「わわ、冗じよう談だんだ。冗談だってば。怖こええなあ」

　香具羅が怯おびえたように身を引きながら、両手を上げる。

「わかってるって。俺も命が惜おしいからな、妖狐族の御曹司様が駆かけ落ちするほど惚ほれてる人に手出しはしねえよ。恐おそろしい」

　藜から殺気が消えた。香具羅がほっとしたように手で額を拭ぬぐう。

「しかしあんたほどの実力があれば、駆け落ちなんてまどろっこしいことをせずとも、なんとかならんのかね」

「妖狐族にも派は閥ばつやしきたりがあって、いろいろ面めん倒どうでな。言わばこれも、根まわしの一いつ環かんだ」

「ふうん。大変だな」

　偽装駆け落ちも根まわしなんて言っちゃうのか、と内心で突つっ込みを入れつつ、俺は湯飲みを手にした。

　中身はただの湯だと思ったが、飲んでみたらほのかに甘い。

　緊きん張ちようし通しだったから喉がからからだ。ひと口だけ飲むつもりがいっきに飲み干してしまった。

　しかし、なんなんだろうな。

　妖狐のあいだでは、人間は妖狐を食べる生き物だと言い伝えられていた。いっぽう天てん狗ぐのあいだでは、神通力を吸う小悪魔的魅力を持つ生き物と言い伝えられているとか。

　人間って、なんだと思われてるんだ。

　まあね。人間だって、妖狐や天狗について、本当のところを知りもしないくせに、さも本当のことのように勝手に言ってたりするもんな。

　天てん狐こには尻尾しつぽが四本あるって話だったけど、藜の父親には尻尾はなかったし。

　鴉天狗にはくちばしなんかなくって、くちばしに似せたマスクだったし。

　人の噂うわさ話ばなしはあてにならないよな。

「よかったらどうぞ」

　俺の湯飲みが空になったのを見て、藜が自分の湯飲みを俺のほうへそっと移動させた。

　おお、ありがたい。

　俺は藜のこういう気き遣づかい屋のところが好きだ。尊敬するし感心する。そんなに俺に気を遣わなくてもいいのに、疲つかれないかな、と心配になるときもあるけれど。

　俺が遠えん慮りよなく手を伸のばすと、藜は嬉うれしそうに微笑ほほえんで、その笑顔のまま、なにげない口調で切りだした。

「ところで香具羅。昨夜、不思議な光をこの辺で見かけたんだ」

　琥こ珀はく色いろの瞳が天狗の表情を見つめる。

「ちょうど、この山の上空だった。五色の光が輝かがやいていたが、知っているか」

　香具羅は屈くつ託たくなく頷いた。

「さすが千里眼の妖狐。よく見えたな」

「あれは」

「竜りゆうの首の玉らしい。大おお天てん狗ぐ様が言うには、願いを叶かなえる玉だとか」

　願いを叶える玉！

　竜の首の玉とか言っているが、それって、妖よう狐こ族に伝わる宝ほう珠じゆのことじゃないのか？

　俺は息を吞のんで身を乗りだした。

　藜が促うながす。

「それで」

「それがな、子天狗がどこからか見つけてきたみたいなんだが、願いを叶えられるって知ったとたん、『柿かきが食いたい！』って叫さけんでな、大量の柿が空から降ってきたんだ。この季節、柿なんてどこにだってなってるのになあ」

　香具羅がわははと笑う。

「それで、玉は」

「願いを叶えたら光ったんだ。その光をあんたは見たんだろうよ。そのあと、玉は光らなくなって、飛んでいっちまった。すごく速かったし、夜だったから誰だれも追えなかったな」

「飛んでいった方角は」

　ふと香具羅が口を閉ざし、正面から藜を見た。瞳ひとみにからかいの色が浮うかぶ。

「なんだ、藜さん。あんた、竜の首の玉に興味があるのか」

「妖狐の伝承にある、願いを叶える宝珠を探している。俺たちは竜の首の玉とは言わず、たんに宝珠と呼んでいるが、おそらく同一のものだろう」

「駆け落ちだけでなく、宝探しまでしてるのか。忙いそがしい御ご仁じんだな」

　香具羅があきれたような声を出し、鼻の頭を搔かいた。

「教えてやってもいいが、見返りになにかあるのか」

　彼はにやりと笑って、試すように藜から俺へと視線を移す。

「たとえば、その人とちょっといいことができるとか──わ、だから冗談だってばっ」

　藜の視線が怖こわかったのだろう。香具羅はすべて言い終える前に降参した。しかし未練がましく代だい替がえ案を言いだしてくる。

「あ、でもほかの人間ならいいか？　俺にも人間を紹しよう介かいしてほしいなあ」

　藜はしばらく黙だまり、そして静かに言った。

「機会があったら、考えておく」

　わお、そんな返事をしていいのか、藜。

　まあ、考えるって言っているだけだし、俺以外の人間に知り合いはいないはずだから、実質無効だろうけど。だが藜のことだから、まじめに考えてやりそうだな。

「やった！　約束だぞ！」

　香具羅は嬉き々きとして両りよう腕うでを振り上げ、天てん井じようまで飛び上がった。

　藜が上を見上げて催さい促そくの声をかける。

「それで、宝珠の行方ゆくえは」

　床ゆかに降りてきてすわり直した香具羅が、考えるように腕を組む。

「あー、ええと、西の方だったな」

「西の、どの辺りだ」

「吹雪ふぶき山やまと地じ獄ごく谷だにのちょうど中間かな。いや待て、ちょっとばかし、谷寄りだったかも」

　頼たよりない情報に、藜の眉み間けんが寄る。

「ほかに情報はないか」

「俺が見たのはそこまでだ。陽ひが出てから玉を探しに行った者もいるようだが、どうかな。見つけたっていう話はまだ聞かないな」

「おまえは探しに行かなかったのか」

「行くわけないだろ」

　香具羅が鼻で笑う。

「玉に叶えてほしい願いなんか、ねえもん。願いは自分で叶えるもんだ。だろ？」

「なるほど。他力本願は天狗の矜きよう持じに悖もとるか」

「おう。あんたは玉に叶えて欲しい願いがあるのか」

「そういうわけじゃない。探しに行くことが目的だ」

　香具羅は肩かたをすくめた。藜の返答を、はぐらかされたと思ったようだ。

「まあいいさ。事情はあらかた教えてもらったことだし、飯にでもしようや」

　香具羅が天狗料理を振る舞まうと言い、立ちあがった。

「あんたたちにも手伝いに来て欲しいが、隠かくれてなきゃいけないんだろうから、しかたねえ。風ふ呂ろでも入っていてくんな。家のものは自由に使ってくれ」

　食料調達のために香具羅が家を出ると、俺たちは顔を見合わせた。

「宝珠の話、どう思う？」

「つまらない噓うそをつく男ではないので、おおむね信用してよいかと思います」

「そうか。本当の本当に、願いを叶える宝珠ってあったんだな。すごいな」

「行方の情報が心こころ許もとないですけどね」

「まあね。でも情報を得られただけでもすごいじゃないか。また一歩前進できる」

　ポジティブに言うと、藜が柔やわらかく微笑んだ。

「西には広い平野があり、妖よう兎とたちが住んでいます」

「ヨウト……兎うさぎの妖よう魔まだっけ」

「はい。今夜はここへ泊とまり、明日、妖兎に聞き込みに行きましょうか」

「うん……ん？」

　頷うなずきかけたとき、唐とう突とつに視界がぼやけた。

　瞬まばたきをしても目を擦こすっても治らない。ぼやけているだけでほかの症しよう状じようはないので病気や体調不良ではなさそうだが。

「どうしました」

　隣となりにいる藜の顔もぼやけている。これは以前の近視の状態に戻もどってしまったということだろうか。

「視力が元に戻っちゃったんだけど」

　藜が合点がいったように頷く。

「妖力の効果が切れてしまったようですね。失礼しました。人の視力を操作することなど初めてだったもので、力加減がわからず」

　肩に、彼の手が置かれた。

「よろしいですか」

「よろしいって、え、あ……う、ん……」

　またキスされるのだと気づいた俺は、うろたえ、ぎこちなく頷いた。

　藜の顔が近づいてくる。緊きん張ちようして息が浅くなり、心臓が激しく鼓こ動どうしだす。

　藜の顔がはっきり見えるほど近づき、無意識に息を止めた。

　目を閉じるべきか。いやしかし、本当のキスじゃないんだから、閉じるのも変じゃないか？

　なかばパニックになりながら目が合わないように視線を下げたら、彼の唇くちびるがすぐ近くにあった。

　やや薄うすめで、引き締しまっているように見える。だが触ふれあうと予想以上に柔らかいことは、すでに知っている。

　唇も見えないほど近づき、彼の吐と息いきが俺の唇に触れる。

　重なるまで、あと二秒、一秒──。

　ああ、やばい。心臓が爆ばく発はつしそう。

　耐たえられないほど胸が苦しくなる。なんでこれほど苦しいんだ？　あ、そういえば息を止めていた、と気づき、緩ゆるく唇を開けて息を吸い込んだところで唇が重なった。

　今回も、ほんの一いつ瞬しゆん。

　うわ、と思ったとたんに離はなれていった。

　あああ……脱だつ力りよく。

「いかがですか」

　訊きかれて初めて、視力のほうに気がまわる。

「あー、うん。よく見えるよ……」

　視力を確かく認にんするふりで、藜から顔を背そむける。

「今度は、前回よりも長持ちする？」

「いえ。強い妖力を使うと、遥人の身体からだに負担がかかるので、前回とおなじ程度です」

「あ、そう……」

　てことは、また一日経たたずにキスすることになるのか。俺の心臓、持つかな……。

「俺と唇を重ねるのは、嫌いやですか」

　俺のよそよそしい態度をじっと見ていた藜が、真しん剣けんなまなざしで尋たずねてきた。

「え、いや、そういうわけじゃないっていうか、えっと……風呂に入ってこようかな」

　俺は逃にげた。

　だって、どう答えればいいんだ。嫌だともいいとも言えないだろ。

　キスしたくてするんじゃなくて、視力回復の手段としてしているんだ。無む駄だに心臓に負荷がかかるし平静を保つのが苦しいから、どちらかと言えば嫌かもしれないが、嫌だと言ったら誤解されそうだし。

「……いや。噓でも、キスぐらいなんでもないと言っておくべきだったかも」

　廊ろう下かに出て、風ふ呂ろ場ばらしき場所に着いたところで、そう気づいた。

　いまさら戻ったところでタイミングを逸いつしている。

　本当に俺、会話の機転が利きかないな。

　藜は俺の視力を回復させるために余計な妖力を使ってくれているというのに。キスなんてなんどもしたことあるんだ、ぐらいな態度でいないと、藜も気を遣つかう。

　ちょっと自己嫌けん悪おに陥おちいりながら風呂場を覗のぞき、身体を拭ふくものがないことに気づいて動きを止めたとき、背後に人の気配を感じた。

　はっとしてふり返ると、すぐ後ろに天てん狗ぐが立っていた。

　香具羅ではない、見知らぬ天狗だ。

　一瞬、香具羅の同居人かと思ったが、彼はひとり暮らしと言っていたと思い出す。

「おお、愛らしいのう……怯おびえることはないぞ。さあ、遠えん慮りよせずにわしの神通力を吸うとよい。いくらでもくれてやろう」

　腕を摑つかまれる。ものすごい力だ。

　そのまま抱かかえあげられそうになり、とっさに叫さけんだ。

「わああ！　藜！」

　俺が叫んだのと藜が姿を現したのは同時。いや、藜のほうが早かったか。

　藜の琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが鋭するどく輝かがやく。刹せつ那な、天狗が天井を突つき破って吹ふき飛んだ。

　天狗の悲鳴もその姿も空の彼方かなたへかき消えたのを確認すると、その場に尻しり餅もちをついていた俺の下もとへ藜が駆かけ寄った。

「だいじょうぶですか！」

「うん。平気」

　ほっとして頰ほおを緩ませると、強く抱だきしめられた。

「遥人……！」

　激情が[image: ]ほとばしるように名を呼ばれ、彼の香かおりに包まれる。

「くそ……あの天狗、とどめを刺さしておけばよかった……」

「とどめって、物ぶつ騒そうだな」

「なにを悠ゆう長ちような！」

　ガバッと身体を引きはがされ、強い視線で見下ろされた。

「天狗の危険な気配を感じないのですか。いまの者だけでない。あなたは狙ねらわれているのですよ！」

　いつになく強い口調。急いでやってきたのだろう、前まえ髪がみが乱れている。

「天狗がこれほど人間に興味を示すと知っていたら、連れてこなかった。俺はいま、ひどく後こう悔かいしています……！」

　いつも静かにお茶を飲み、柔らかく穏おだやかな笑え顔がおを見せてきた彼が、激しい感情をあらわにする。こんな一面があるのだと驚おどろくと同時に、納なつ得とくしている自分がいる。見たことはないはずなのに、その激しい部分もすでに知っていた気がする。

「恋こい人びとのふりなどさせて、それ以上の迷めい惑わくはかけないつもりでいましたのに、申し訳ありません」

　天狗に襲おそわれかけたことよりも、藜のこの態度のほうが、俺を動どう揺ようさせた。

　なんでそこまで……たしかに危ないところだったけど、命を狙われたわけでもない。本物の恋人だったらとどめを刺そうというのもまだわかるけど、俺は恋人じゃないんだし。

　責任感が強い男ということで片付けるには違い和わ感かんが残る。しかしそれは内心に留とどめ、俺は笑顔で首を振ふった。

「宝探しに行きたがったのは俺だし。いまもちゃんと助けてもらったんだし、そんなに気に病やまないで」

　藜を宥なだめ、俺は気を取り直して風呂を借りた。タオルは藜が用意してくれ、俺の入浴中は扉とびらの前で彼が見張ってくれた。

　風呂から上がると香具羅が戻っており、囲い炉ろ裏りで串くし焼やきをしていた。

「不ふ審しんな天狗が侵しん入にゆうしてきたぞ。天てん井じように穴が空いた」

「あー、そりゃなあ」

　藜の説明は簡潔すぎたが、香具羅はそれだけで事情を察し、俺を見た。

「天狗の振る舞まいは、仕方がないと諦あきらめて自衛してくれ」

「はあ……」

　俺は間の抜ぬけた返事をして香具羅の手元に目を落とした。香こうばしい匂においがするが、なんだろう。

　彼がにやりとする。

「うまそうだろ。いい蛇へびが手に入ったんだ」

　串焼きにされている物体は、蛇だった。

　天狗料理って、蛇の丸焼きか……。そういえば、天狗の主食は蛇だって聞いたな……。

　焼き上がると、藜も香具羅も躊ちゆう躇ちよなく食べはじめた。

　蛇など食べたことのない俺はそのグロテスクな外見に恐おそれをなしたが、覚かく悟ごを決めて食べてみると意外とうまかった。ウナギみたいな味だ。

　食べ終えると、奥の部屋へ案内された。普ふ段だんは物置にしている部屋だそうだが、いつのまに片付けたのか、室内はすっきりしていた。ひと組の布ふ団とんが畳たたんで置いてあるだけだ。

　そう。ひと組だけなんだ。

　このひと組を、ふたりで使えと香具羅は言う。

　部屋の中央に置いてある布団を見下ろし、俺は途と方ほうに暮れた気分になった。

「客用の布団なんてないから、借りてきたんだぜ」

「ありがとうございます……」

　突とつ然ぜん押しかけてきたのに、食事も風呂も用意してもらって寝しん具ぐの世話までかけて、感謝しきりである。

　だが贅ぜい沢たくを言えば、布団は二組用意して欲しかった……。

　いくら駆け落ちカップルだからって言ってもさ……。

　香具羅が姿を消すと、藜が難しい顔をして右手を前に差し出した。

　難しい顔をしているけれども、俺とおなじように布団問題に悩なやんでいるわけではないことは、じきにわかった。

　彼が目を閉じ、ふっと息を吐はきだしたとたん、彼の手の上に黄色い毛玉が現れたのだ。

　ふわふわの毛玉。それは十五センチにも満たない、ちいさな生き物だった。

「なに……キツネ……？」

　耳があり、ふわふわの尻尾しつぽがある。

　目を丸くする俺を見て、藜が微笑ほほえむ。

「キツネと妖よう狐この中間の存在でしょうか。俺の使し役えきで、小こ丸まると言います」

「使役……これが」

　初めて目にした。

　使役の存在は知っていたが、藜は邪じや魔まだからと言って見せようとしなかったし、俺もなんとなく怖こわそうな気がして、見たいと思わなかった。まさかこんなもふもふ生物だったとは。

「日本であなたに会うときは、使う必要がないし邪魔ですから、出したことはありませんでしたが。これのほかに、数匹ひきいます」

　近づいて覗き込んだら、小丸が顔を上げた。

　まん丸の大きな瞳。口の辺りだけちょっと尖とがっているけれど、おおむねふんわりと丸い輪りん郭かく。不思議そうに小首をかしげる仕草が愛らしい。

「用心のため、妖よう魔ま界にいるあいだ、あなたの護衛につかせます。小丸、遥人さんという」

「あい」

　小丸は幼児のような喋しやべり方で返事をした。

「喋れるんだ。すごい」

「簡単な単語程度です。妖力も微び々びたるものなので、護衛と言っても気休めですが」

「へえ……触さわってもいい？」

　手を伸のばしたら、小丸が怯えたように身を強こわばらせた。

「あの、あの、遥人様は人間なのでしゅか？　小丸を食べるのでごじゃりましゅか？」

「食べないよ！」

　なんたることか、使役という存在にまで人間に対する誤解が浸しん透とうしているらしい。

「そうじゃなくて、撫なでさせて欲しいだけ」

「本当でござりましゅか？」

「本当、本当」

「小丸。遥人はよい人間だからだいじょうぶだ」

　藜の口くち添ぞえもあって、小丸の警けい戒かいが消えた。

　そっと背を撫でてみると、ふわふわのもふもふ。ぬいぐるみのようだった。

「うわー。なんだこれなんだこれ……！」

　本物の動物の背中って、ふわふわに見えても撫でると硬かたいものだが、小丸は見た目通りだ。小丸も撫でられると気持ちが良いらしく、猫ねこのようにグルグルと喉のどを鳴らし、俺の手に身体からだを押しつけてきた。

「これから、よろしく。小丸」

「あい！」

　小丸は短い前足をピッと上げて返事をすると、ふわっと飛びはねて俺の肩かたへ乗った。

「うわー、尻尾、ふわっふわだ……！　あは、くすぐったい」

　尻尾を撫でると、小丸も嬉うれしそうにじゃれついてきた。それを見ていた藜がなぜか不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

「なに？」

「そんなにお気に召めしましたか……？」

「うん。尻尾もふもふ。気持ちいい～」

「尻尾……が、それほど……？」

　俺の興奮が、藜にはいまいち理解しがたいようだ。持つ者は持たざる者の気持ちがわからないのだな。

「ちいさい頃ころの藜も、もふもふの尻尾があったよね。あれ、よく触らせてもらってたよね。成長してなくなっちゃったの、残念だったんだよな」

「……いまも、出そうと思えば出せますが」

「え！　そうなんだ？」

　藜がひと息吐くと、彼の上衣の下から尻尾が出現した。

　銀色で大ぶりの、ふさふさの尻尾だ。

「うわー、久しぶりだ！　尻尾も成長してる？」

「触りたければ、遠えん慮りよなくどうぞ」

「わー」

　俺は嬉き々きとして藜の尻尾に触ふれた。

　小丸の毛並みよりも上質な手触りだ。これにくるまったら冬は掛かけ布団いらないよなあ、ぐっすり眠ねむれそうだなあ、などと他愛のないことを想像しつつ、頰ほおずりする。　>>>♥

　ひとしきり触りまくってから、尻尾といえど藜の身体の一部なのだと思い至り、手と頰を離はなした。

　いくらなんでも無遠慮に撫でまわしすぎた。不快にさせてないか心配になったが、藜は嬉しそうというか、俺よりも満足そうな顔をしていた。

「ありがとう。ごめん、なんか、無遠慮に触って」

「もっと触ってかまわないのに。もうよろしいのですか」

「うん。ありがとう」

　藜は尻尾をしまうと小丸に俺の護衛を再度命令し、湯を浴びてくると言って部屋を出て行った。

　部屋に残された俺は、小丸をもふもふしながら、ぼんやりと今日一日のことをふり返った。

　脳みそが処理しきれないほどいろいろありすぎた。

　恋こい人びとのふりをして、藜の故郷へ来て、偽ぎ装そう駆かけ落ち、宝ほう珠じゆ探し、二度のキス。

　それだけじゃない。こちらへ来てたった半日で、藜のいろんな面を見られた。それから藜の父親や爺じいやにも会えた。

　でも婚こん約やく者しやには会ってないな。

　藜の婚約者って、どんな妖狐なんだろう。藜が拒きよ否ひする相手。どうして藜は──あれ、そもそも、藜が婚約を拒否する理由をちゃんと聞いてなかったな。

　家の事情でってことだったから、相手は好きでもない相手なんだろうと俺は勝手に考えたけど。

　でも藜は妖狐族の御おん曹ぞう司しで、己おのれの立場もわきまえている。好きじゃないから嫌いやだって駄だ々だこねるタイプじゃないんだよな。

　本当に恋人でもいない限り、藜って、こういうことを受け入れそうじゃないか……？

　心臓がどくんと跳はねた。小丸を撫でる手が止まる。

　藜……もしかして、本当に恋人がいるんじゃないか？

　己の思いつきに衝しよう撃げきを受け、息をするのを忘れかけた。

　でも待て。恋人がいるのならば、その本人を親に紹しよう介かいするよな。そう、俺なんかに恋人のふりなんて頼たのまないだろ。

　でもでも、本人を紹介できない事情がある可能性も……。

　想像を巡めぐらせて一いつ喜き一いち憂ゆうしているうちに藜が戻もどってきた。俺は反射的に顔を上げた。

「問題ありませ……どうしました」

　俺の表情を見た藜が声を鋭するどくした。なにごとか起こったと思われたようだ。

「いや、なんでもない」

「なんでもないことはないでしょう」

　藜が俺のすぐ目の前に膝ひざをつき、視線を合わせてくる。

　銀ぎん髪ぱつは濡ぬれて額に張り付いており、滴しずくが上気した頰を伝って落ちていく。長いまつげも濡れていて、いつも以上に色っぽい。吸い込まれそうなほど綺き麗れいな瞳ひとみは真しん剣けんで、純じゆん粋すいに俺のことを心配しているのが伝わってくる。風ふ呂ろ上がりの男の色気にときめいている自分の心がとてもよこしまに思えてくる。

　藜が俺の手に乗っていた小丸に視線を落とす。

「小丸、なにがあった」

「藜様。小丸、遥人様と、もふもふ、もふもふ、しただけ」

　小丸は正しく伝えたのだが、藜は納なつ得とくしかねた顔で俺を見る。俺はよほど思い詰つめた顔でもしていたのだろうか。

「いや、本当になにもなかったよ。ただ、ちょっと気になったことがあって、考えていただけ。変に誤解させてごめん」

「気になったこと、とは」

「あー、えっと」

「教えてください。俺では相談相手になりませんか」

　ちょっと訊ききにくい。しかし気になる。視線をさまよわせ、さんざんためらった末、上うわ目め遣づかいに見上げた。

「藜ってさ……じつは本物の恋人がいたりしない？」

　藜が驚おどろいたように目を見開き、息を吞のんだ。

　そのまま数秒、固まってしまったようにじっと俺を見つめる。

　なんだよ、そんなに驚くことを訊いたか？

「藜？」

　藜の口が、錆さびた鉄のようにぎこちなく動く。

「……なぜ……そんなことを訊くのです……？」

「婚約を拒こばんでる理由は、そういうことなのかなと思って。あるいはまだ正式な恋人じゃないけど、それに近い相手がいるとか」

　琥こ珀はく色いろの瞳が揺ゆれた。その奥で、苦く悩のうに満ちた色が広がる。それと同時に激情が[image: ]ほとばしり、それらが混ざって渦うずを巻く。

　その様子に俺は驚きつつも、見つめてしまった。そうだ。いつも穏おだやかなのに、じつは激しい感情を持つ男だと気づいていたのは、たまにこんな目をするからだ。

　藜はその感情を抑おさえるように目を伏ふせ、俺の視線から逃にげるように横を向いた。そして低い声で断言する。

「……そんな相手はおりません。いたら、あなたに恋人のふりなど頼んでおりません」

　ではいま覗のぞかせたものはなんだったのだ、とは思ったが、本人が言うことももっともだった。

「でも、じゃあなんで、婚約を拒むんだ？」

「ここに来る前に、あなたがおっしゃったとおりですよ。心のない結婚をしても、不幸なだけですから」

「それだけ？」

「じゅうぶんな理由ではないですか」

「まあそうだけど。ぶっちゃけ、婚約者がきらいな子だったとか、友達の彼女だったとか、ほかにも理由があるんじゃないかと思ってさ」

「そういうことではないです。相手の女性はとても素す敵てきな方ですし」

「……そうなの？」

　俺は首をかしげた。

　恋人はおらず、婚約者は素敵な人。ならばなにが不服なんだ。親の決めた婚約だって、立派な出会いと受けとめていいのではないか。

　納得できずに黙だまっている俺から藜は離れ、布ふ団とんを敷しきはじめた。そして速すみやかに布団の準備を終えてふり返る。その表情は、いつもの穏やかな藜だった。

「さあ、できました。今日は疲つかれたでしょうから、休んでください」

　藜は当然のように俺に布団を譲ゆずる。でもそれはフェアじゃないと俺は首を振ふった。

「えっとさ。掛け布団と敷き布団、それぞれ一枚ずつあるから、ひとり一枚使おうか」

「俺は妖よう狐こですよ。布団などなくてだいじょうぶですから、遥人が使ってください」

「妖狐だって関係ないだろ。年上の提案を吞もうよ」

「年配者は敬えとしつけられておりますので」

「年寄り扱あつかいするなよ」

　互たがいに遠慮しあい、しかしけっきょく俺が布団を使うことになった。藜の優やさしさに甘えっぱなしで、どちらが年上かわからなくなる。

　相手がなんとも思っていない男だったら、ふたりでいっしょに寝ねようと俺は提案していたかもしれない。

　でも相手は藜なのだ。

　俺は布団に横たわった。小丸は枕まくら元もとに丸くなり、藜は部屋の隅すみであぐらをかき、壁かべに寄りかかるようにしていた。

　天てん狗ぐの神通力か妖狐の妖力か、照明が自然と暗くなったので、俺は目を閉じた。

　すると今日一日の出来事が脳のう裏りに浮うかび、芋いもづる式に思いだした。藜の俺に対する言動の数々を。

　くそ、できるだけ考えないようにしていたのに、なんで思いだすんだ。

　誤解するなよ俺。魅み力りよく的てきだとかなんだとか言われたけれども、あれらはみんな、恋人のふりをしただけだ。

　変に意識するな。藜は友達だ。俺は友達として藜を好きなだけで、それ以上なんかじゃない。そうだよな。

　そりゃ、多少は意識していることは認めよう。だけどそれは藜が妖狐という特別な存在で、しかもまれに見る美形だからであって、これは恋じゃない。

　自分に繰くり返し諭さとすように念じるも、まぶたの裏ではキスの映像が再生され、鼓こ動どうが勝手に速まってしまう。

　身体からだが熱くなりそうだ。

　ああもう、忘れろ。この部屋に藜がいることも、思いだすなよ。ますますどきどきして眠ねむれなくなるだろ──って、あああ、眠れそうにないっ！

　感情が昂たかぶりすぎてとんでもないことを叫さけんでしまいそうな恐おそれを抱いだき、それを阻そ止しするために俺はガバッと起き上がった。

　と、そのとき。部屋の引き戸が開いた音がした。

　またもや天狗かと身を強こわばらせると同時に室内が明るくなり、引き戸を開けた者の姿が照らし出される。

　そこにいたのは白しら髪がの老人。藜の爺じいやだった。

「藜様、こんなところにいらっしゃったのですな」

　爺やは膝行いざって室内へ入ってくると、こちらに向き合うように正座した。

　藜は俺の斜ななめ前に片かた膝ひざをつき、俺を守る体勢でいる。

「爺、ひとりか」

「はい。ひとりで参りました」

　俺は思わず呟つぶやいた。

「……もうばれちゃったんだ」

　爺やが当たり前と言わんばかりに鼻を鳴らした。

「妖狐の千里眼を馬ば鹿かにしないでくださいませ。そしてわたくしは藜様にお仕えする身。藜様の気配ぐらい感じとれます」

　藜が警けい戒かいを緩ゆるめたように腰こしを下ろす。

「ずいぶん早くやってきたな。居場所がわかっても、すぐに押しかけてくることはないと思っていたが」

「わたくしの独断で参りました。ことが大きくなる前に、どうかお戻りください。どうか、早急に」

「この人との仲を認めてもらえれば、すぐにでも戻もどる」

「またそんな戯ざれ言を」

「戯れ言などではない」

「藜様が出しゆつ奔ぽんされたこと、那都希様にも伝わってしまいました。那都希様、泣いていらっしゃるそうですよ。早く慰なぐさめに戻ってください」

　藜が興味なさそうに言う。

「それこそ戯れ言だな」

「藜様もわかっておいででしょう。わがままを言っている場合ではないのだと。婚こん約やくも致いたし方ないこと。那都希様は多少気がお強い方ではありますが、お美しく妖力もすばらしいお方ではございませんか。那都希様がお相手ならば、誰だれもが納得するのです。加か茂も家も口出しできません」

「那都希が不満なのではない。結婚などせずとも加茂家などどうにでもなる」

「加茂家を黙らせ、結婚もしない。となると、他勢力、とりわけ那都希様側が黙っておりません。藜様、酷こくなことですが、これは政治です。藜様に妖狐のすべてを黙らせる器量が備わっていないとは申しません。藜様ならば婚こん姻いんという手段をとらずとも、おひとりで一族を纏まとめあげるでしょう。時間さえあれば」

　時間がないのです、と爺やは重ねて訴うつたえた。

「ご承知の通り、猶ゆう予よはございません。一刻も早く天てん狐こを継つぐためには、婚約をすることが一番です。まさか天狐を継ぐ気もないとはおっしゃらないでしょう？」

「……天狐は継ぐ」

「ならば、爺の言っていることはおわかりでしょう」

「わかっているが、たとえ政局が難しくなったとしても、俺は遥人がいい」

「聡そう明めいな藜様がそのようなことをおっしゃるはずがございません。爺には到とう底てい信じられません。恐ろしい人間にそこまで入れ込むだなんて、噓うそです。本気ならば騙だまされているだけです」

「噓でもないし、騙されてもいない」

「ならば証しよう拠こをお見せください」

　爺やが毅き然ぜんとして言う。

「本当に恋こい仲なかならば、いまここで抱だき合ってみせてください」

　……は？

　難しい話をしていると思って黙って聞いていたら、急にふざけた要求が飛びだしてずっこけそうになった。

「ここで抱き合えと……？」

「そうです。むろん、たんなる抱ほう擁ようの意味ではございませんぞ。契ちぎりを交かわしてお見せください」

　おいおい、耄もう碌ろくしてるのか、爺や。

　抱き合ってみせろって、契りって、つまり爺やの目の前でエッチしろって言うのか？

　ばかなことを言うなよ。本当に恋人だったとしても、他人が見ている前でそんなことできるか。

　当然藜も、話にならんと一笑に付すと思った。だが、なぜか苦しい言い逃のがれをはじめた。

「遥人は体調が悪い。いまは無理だ」

「健康そのもののように見えますが」

「爺、老眼が進んだんじゃないのか」

「針の穴から千里先までしっかりくっきり見えておりますよ。藜様、さあ、四の五の言わず抱き合ってごらんなさいませ。それもせずに口先だけで恋人と主張されても、到底認められませぬ」

「抱き合って見せたところで、認めないつもりじゃないのか」

「そんなことはございません。おふたかたの本気をお見せいただければ、爺は邪じや魔まをいたしませんし、天狐様にきっちりご報告いたします」

　爺やの鋭するどい眼めが俺を見る。

「あなた様もわかっておいででしょうな」

「な、なにをでしょう……？」

「妖狐族は恋仲になると、承しよう認にんを得るために、親族の前で契りを交わす儀ぎ式しきをおこなうのです」

　爺やは真顔だ。冗じよう談だんを言っているふうではない。

　俺は確認のために藜を見上げた。

「妖狐たちは……他人が見ている前でするのか？」

　藜が苦々しい面おも持もちで頷うなずく。

「毎回ではありませんが。結婚した初夜ですとか、お披ひ露ろ目めのときは、します。いまのように、自分たちは恋人だと主張したい場合もそうです。証拠を見せろと言われて抱き合わないのは、恋人ではないと言っているも同然です」

「人前で……恥はずかしくないの？」

　爺やがぴしゃりと言う。

「神聖なる愛の行こう為いなのに、なぜ恥ずかしいのですか。誇ほこらしいことではありませんか！」

　公衆の面前でも恥ずかしくないのか……。知らなかった。

　妖よう狐こたちも人間とおなじようにセックスして子供ができるということは聞いていた。だからそれに付ふ随ずいする諸もろ々もろも人間の常識とおなじだと勝手に思い込んでいた。

　驚おどろく俺の前でふたりの攻こう防ぼうが続く。

「爺。遥人は人間だ。人間に妖狐の常識は通用しない」

「そんなことはないでしょう。藜様は以前、爺にお話しくださいましたな。日本には、れんたるしょっぷなるものがあると。そこにはたくさんのカップルの契りを撮さつ影えいしたものがあり、大人なら誰でも鑑かん賞しようできるのだと。おなじことではございませんか。映像を使って不特定多数に公開するなど、そこまでは妖狐だってしませんが」

　違ちがう。うまく言えないけど、違うんだ爺や。

　なんでＡＶなんて知っているんだ藜。って、昔、レンタルショップに連れていったことがあったな……あのとき、ＡＶコーナーについて質問され、適当に濁にごして逃にげた覚えがあるが……。

「あのー、爺やさん、映像に出演している人たちは、本当の恋人じゃないんですよ。演技なんです」

「演技？　人間は愛してもいない相手と行為をするというのですか。言い伝え通り、人間はなによりも快楽を欲ほつする生き物なのですな」

「遥人は違う」

「藜様、まだおっしゃるのですか。いま本人が証言したではございませんか。その愛らしい容姿は快楽至上主義ゆえ。いずれ藜様も騙して愛もない契りをし、食すつもりだと」

　いや、爺や。俺はそこまで言っていないだろ。どこからなにが聞こえてきたんだ。

　人間がなにより快楽を欲するなんて言い伝えがあるとか、いろいろ気になるし突つっ込みたいが、俺がいまここで誤解だと訴えたところで、聞いてもらえない気がするのでとりあえず保留だ。

　それよりも現状を打破することを考えなければ。

「爺に証拠を見せる必要などないだろう。俺は父上の承しよう諾だくを求めているんだ。父上が証拠を見せろと言うならば考えるが、それにしても遥人は体調が優すぐれないのだから、いまは無理だ」

　藜が爺の要求を突っぱねているのは、俺たちが本当の恋人じゃないからだ。藜も妖狐。公開エッチをよしとする種族の一員なのだ。つまり、俺が本当の恋人だったら抱き合ってみせるのかもしれない。

　藜の立場としたら、ひとりでも味方がいたほうがいいのは言わずもがなであり、もしここで爺やに認めてもらえたら、心強いはずだ。

　俺としても、せっかく藜が俺を恋人役に選んでくれたのに、役立たずのまま終わるのは申し訳ないし、ちょっと悔くやしい気がする。

　わざわざ妖よう魔ま界まで来たのだから、もうすこし役に立って帰りたいではないか。

　俺は迷ったが、覚かく悟ごを決めて藜の袖そでを軽く引いた。

「藜……俺、すこしなら、してみせてもいいよ」

「……え……？」

　藜が驚きよう愕がくし、絶句する。

「ええと……その、体調的に、そう、体調的に最後までは無理だけど。すこし、なら……。俺たちは恋人だと認めて欲しいし、してみせれば邪魔しないと言うんだし」

　ほかの相手だったら触さわられるのもぞっとするが、気心の知れている藜なら、すこし身体からだを触りあうぐらい、できそうだと思うんだ。ただ、最後までする覚悟はさすがにないけど。

「……。しかし……あなたにそこまで……」

「平気だよ。たいしたことじゃない。藜は人前でするのは恥ずかしくないんだろう？　俺はちょっと恥ずかしいから、任せるよ」

　藜が真意を探るように俺を見つめてくる。その瞳ひとみが「本気か？」と尋たずねてくるので頷いてみせるが、藜はためらいが強いようで動かない。

　打ち合わせをしたいが爺じいやの目があるので難しい。俺は藜にキスをするふりをして抱きつき、耳元でささやいた。

「爺やさんが言ったとおりさ。人間にとって、性行為はそんなたいそうなものじゃない。好きでもない相手とも平気でするんだ。だから気を遣つかわなくていい」

　藜も声を潜ひそめる。

「しかしあなたは違うでしょう」

　もちろん俺は童どう貞ていだ。キスしたのだって今日が初めて。しかしここで認めてしまったら、先ほどの二の舞まいだ。キスの返事を逃げて、きっと気を遣わせた。またおなじ失敗をしたくない。これぐらいたいしたことじゃないんだと、今度こそ言わないと。

　藜の躊ちゆう躇ちよを払ふつ拭しよくするため、俺はできるだけあっけらかんと首を振ふった。

「ううん。俺も、したことあるし」

「……え……」

「好きでもない相手と、したことある」

　藜が俺の肩かたをつかみ、俺の顔を真正面から覗のぞき込んだ。

「それ……本当ですか」

「うん。本当だよ。だから藜ともできるし、しようと誘さそってるんじゃないか。いままで藜は昼間しかうちに来なかっただろ。だからたまたま誘ったことがないだけ」

　藜の瞳が信じられないと訴うつたえてくる。

　ちょっと言いすぎかなと思ったが、いまさら噓だとも言えない。

「噓だと思うなら、抱いてみろよ。ほら、早くしないと爺やさんに怪あやしまれる」

　藜の瞳に最初に浮うかんでいたのはまさかという不信と驚愕。しかし徐じよ々じよにそれだけでなく、なにかを堪こらえるような色合いを帯び、怒いかりとも欲よく望ぼうともとれるような、様々な感情が交こう錯さくしはじめた。

　俺は思い切って藜に唇くちびるを寄せた。

「……っ」

　唇が重なると、藜は呻うめくような息を漏もらし、そして豹ひよう変へんした。

　俺の背を強く抱だきしめ、堰せきが壊こわれたように唇を求めてくる。

「遥人……っ」

　堪えきれないような、切なそうなかすれ声が俺の名を呼ぶ。

「……っ、ぁ……」

　唇を強く押しつけられたと思うと甘く吸われ、痺しびれるような快感を与あたえられる。思わず唇を開くと熱い舌が侵しん入にゆうし、内側を舐なめられた。

　舌が触ふれあい、その熱くぬめった感かん触しよくに驚いて引っ込めたら、彼のそれが追いかけてきて絡からんできた。深く強く、濃のう厚こうな口づけ。

　強い緊きん張ちようと興奮で、早くもわけがわからなくなりつつある俺は、必死に藜にしがみついた。

「爺、小丸。気配を消せ」

　藜がいったん唇を離はなし、そう言うと、部屋の照明も消えた。

　気配を消せという藜の命令は俺への配はい慮りよかもしれないが、彼らの気配など、俺にはよくわからない。

　明かりが消え、彼らの姿が視界に入ることがなくなったのはありがたい。

　藜がふたたび口づけながら、俺の水干の紐ひもに手をかけた。

　上衣の胸むな元もとがはだけ、素す肌はだにひやりとした外気が触れる。そこに、男の手のひらの感触。高めの体温に感じられたが、すぐに俺の体温も追いついた。鎖さ骨こつから胸を撫なでられ、乳首をつままれる。

　刺し激げきにびくりと震ふるえたら、押し倒たおされた。素直に布ふ団とんへ横たわると、上に被かぶさってきた彼に、舌先で乳首を舐められた。

「……っ、……」

　声が漏れそうになり、とっさに唇を嚙かみしめて耐たえる。　>>>♥

　暗くて見えないが、爺やと小丸に見られていると思うと、声などだせない。

　唇に含ふくまれて軽く吸われ、舌先で弄もてあそばれると、刺激でそこが硬かたく立ち上がってきたのがわかった。乳首だけでなく、触られていない腰こしのあたりまでぞくぞくしてきて、じっとしていられない。

　それ以上舐められると、どうにかなりそうだ。我が慢まんしていられなくて彼の頭へ手をやると、すこし強めに吸われてしまって、

「ん……っ」

　と、耐えていた声が漏れてしまった。

　うわ、恥ずかしい……！

　羞しゆう恥ちと刺激に内心で悶もだえていると、彼の手が下腹部にまで伸のびてきた。

　思わず身体を強こわばらせてしまう。しかし予想に反し、彼の手はさほどそこを攻せめずに去って行った。代わりに、藜の下腹部が押しつけられてきた。

　藜のそこが硬かたく猛たけっていることは、衣服越ごしにもわかる。

　その猛々しさに、俺は我に返った。最後までは無理だと言ったつもりだが、俺の意思は伝わっているだろうか。どの程度まで進むつもりなのだろう。もし最後までするつもりになっていたら。土ど壇たん場ばに来て俺が拒こばんだりしたら、爺やに悪い印象しか与えないけど……だいじょうぶだよな……？

　俺が若じやつ干かん不安になっているあいだに、藜がゆっくりと身体を動かし、擦こすりあわせはじめた。それがすこしスピードを上げたとき、外で鳥の羽ばたく音が聞こえた。ぎくりとするほど大きな音だ。

　俺はもちろんのこと、藜も動きを止めた。

　ただの鳥ではなく天てん狗ぐかもしれないと気づいたときには、藜の身体は俺から離れていた。

　外で「誰だれだ」と問う香具羅の声がし、続けて言い争うような声がし、やがて静かになった。

　まもなくして廊ろう下かを歩く音が響ひびいた。戸の向こうから香具羅の声がかかる。

「藜さん、だいじょうぶか」

　心配して様子を窺うかがいに来てくれたようだ。

　藜が潜めた声で爺やに言う。

「──爺。もう、このぐらいでいいだろう」

「まだ契ちぎってはおらぬようですが」

　暗いし気配もわからないが、爺やの声がはっきりと聞こえた。

「ここは天狗の家だ。これ以上は遠えん慮りよしておくべきだろう」

「しかし、これでは納なつ得とくいたしかねますな」

「では、父上にもそう伝えればいい。ただ、邪じや魔まが入らなければ続けていたはずだということは忘れるな」

　ふたりのあいだに沈ちん黙もくが落ちる。

「藜さん？」

　戸の向こうから香具羅がふたたび問いかけてきた。

　爺やが渋しぶ々しぶ立ちあがった気配がした。

「本日は爺ひとりで参りましたし、天狗の領域で事を荒あら立だてるつもりもございません。ひとまず帰りましょう。藜様の気が変わることを願っております」

　爺やは香具羅がいるのと反対側の窓からひっそりと去って行った。

　藜が香具羅にだいじょうぶだと答えているあいだに、俺は身を起こし、はだけた胸元を直した。

　香具羅の気配が去ると、俺はほっとして藜に声をかけた。

「助かったな」

　タイミングよく香具羅が来てくれてよかった。爺やに味方になってもらえなくて残念ではあるが。

　そのとき、空中にふっとなにかが現れた。

　暗いのですぐにわからなかったが、照明がつき、はっきり見えるようになった。それはキツネの姿をしていた。小丸かと思ったが、小丸よりも尻尾しつぽが大きく、色が濃こい。

「ぱねえっス、ぱねえっス！」

　騒そう々ぞうしくわめきながら、空中をちょこまかと飛びまわる。

「中なか丸まる」

　藜が落ち着いた声をかけた。敵ではなさそうだ。

「俺、やりやしたぜ！　藜様！　うまくいったでしょう！」

　江え戸どっ子のような口調がかわいい外見に不ふ釣つり合いだ。

「……使し役えき？」

「はい。中丸と言います。中丸、遥人に挨あい拶さつを」

　藜が中丸に俺を紹しよう介かいする。

「知ってます！　知ってますっスよ！　遥人様、エロい！　エロすぎるっス！　俺を誘ゆう惑わくして食うつもりっスね！」

　藜が舌打ちする。

「もういい。中丸、消えろ」

「そんな！　俺、活かつ躍やくしたのに！　遥人様、いまの、俺がやったんスよ！　ああ、俺もモフってほしかったのに！」

　中丸は騒さわがしくそう言いながらも、瞬しゆん時じに姿を消した。

　なんだったんだ。

「いまの、中丸がやったって……？」

　俺の疑問に小丸が答えた。

「庭で、天狗のまねをしたのでござりましゅる。藜様の命令で、香具羅をおびきだしたのでしゅ」

　外で聞こえた鳥の羽音。てっきり天狗が侵入してきたのかと思ったが、あれは中丸の仕し業わざだったのか。

　つまりは藜の仕業だ。そうだよな。偶ぐう然ぜんにしてはタイミングがよすぎた。

　俺は藜に言った。

「ありがとう。なにはともあれ、助かった」

「いえ」

　藜の返事は感情の乗らない声だった。ちいさく息をつき、俺から離れて壁かべ際ぎわへ戻もどる。

　俺とおなじように危機を回かい避ひできて安あん堵どしていると思ったのに、違ちがうのだろうか。爺じいやに味方になってもらえなかったことが不満なのか。それともしたくもない演技をして疲つかれたか。

「爺やさん、ひとまず帰るってことは、また来るつもりなんだよな。そうしたら、またこんなことしなきゃならないのかな」

　俺の発言に対する藜の返事はなかった。ふたたび照明が消える。

　やっぱり疲れているのだろうか。気にしつつも、俺は布団に横たわった。小丸の居場所を確かく認にんし、掛かけ布団を引き上げて、目をつむる。その一いつ拍ぱく後、ためらいがちな声が耳に届いた。

「本当に……本当ですか」

「なに」

「好きでもない人と、したことがあると……」

　俺は正直に答えるか迷った。

　男としてのちっぽけな見栄とプライドが、二十五にしていまだ童どう貞ていだと告白することをためらわせた。

　黙だまっていると、その沈黙を藜は肯こう定ていと受け止めたらしい。呻うめくような低い声で告げられた。

「……あなたがそんな人だったとは、知りませんでした……」

　その言葉に軽けい蔑べつの響きを感じとり、俺は慌あわてた。

「ち、違う、違う。あれは噓うそだよ。ああ言えば、藜も遠慮しないで演技してくれるかなと思っただけ」

　返ってきたのは沈ちん黙もく。疑われてる様子に、俺は言葉を足した。

「ええと、いま、すぐに答えなかったのは、かっこつけただけ。妖よう狐こはどうだか知らないけど、二十五にもなって童貞とか、言いにくいんだよ」

　見栄もプライドもなくあけすけに弁明すると、ようやく藜は信じてくれたらしい。深々としたため息とともに密ひそやかな声が届いた。

「……なんだ……そうか……そうですよね」

「そうですよねって、なに。俺、そんなに童貞っぽいか」

　俺がムッとした声を出すと、藜は「いや、まあ」と言葉を濁にごして笑った。

「妖狐は他人に行こう為いを見せますが、それ以外では、行為に対して厳格なんです。あなたがそういう人だとは思っていなかったので、驚おどろいたんです」

　藜の態度はそれだけとも思えないが、馬ば鹿かにしたのでないなら、まあいい。

　藜がまたためらいがちに言う。

「しかし……そういうことでしたら……もし俺が暴走して、本気で契ろうとしたら、どうしたんです」

「困っただろうな。でも、それはないんじゃないか？」

　内心ではちょっと不安がよぎっていたことは隠かくし、俺は笑った。

「どうしてそう思うのですか」

「だって、俺たち恋こい人びとじゃないし。妖狐は行為に厳格だって、いま言ったじゃないか」

「……。信しん頼らいしていただけて、なによりです」

　その返事の前に、なにか言いたいことを吞のみ込んだような奇き妙みような間が空いた。なんだ？　とは思ったが、俺はそれをスルーした。藜と触ふれあったことを改めて思い出し、そのことで頭がいっぱいになっていたから。

　藜に触れられた場所が、熱い。

　触さわられた胸むな元もとに自分の手を置いてみたら、さらに鮮せん明めいに思い出し、ふたたび興奮しそうになった。忘れようとして布ふ団とんをかぶったが、その夜はなかなか寝ね付つけなかった。








三









　俺は十歳のとき、クラスメイトの女子に告白されたことがある。

　その子はとある難病を発はつ症しようし、ある日入院した。俺はクラス委員をしていたから、クラスの代表でお見み舞まいに行ったんだ。そのときに、突とつ然ぜん告白された。

　俺にとってその子はクラスメイトのひとりという認識でしかなく、それまでろくに話したこともなかった。

　そのときの俺は「そう……どうも」みたいな言葉を口の中でもごもごと言っただけだった。

　それから四日後、彼女が治ち療りようのために遠くの病院へ転院し、学校も転校したことを担任の先生から伝えられた。

　その後、彼女について知らされることはなかった。

　彼女はもう俺と会えなくなるとわかって、純じゆん粋すいに気持ちを伝えたいと思い、行動しただけだ。悪いことじゃない。彼女に罪はない。

　けれども、なんて言うか……決別する相手からもらった言葉の重さってさ。これってけっこう重いもんだ。

　好きでもなんでもない、普ふ通つうに小学校を卒業していたら今いま頃ごろは名前も思い出さないだろう相手なのに、彼女のことが、いまだに俺の心に引っかかっている。ガキだから仕方がなかったとしても、もうちょっとうまいこと返してやれたらよかったのにといまだに悔くやむ。

　彼女の病気が無事に治り、いまでは結けつ婚こんして幸せに生きている、などとわかれば、俺の気持ちも軽くなるんだろうけど、知るすべもないし。

　だから俺は、こう思う。

　好きになった相手に気持ちを伝える場合は、慎しん重ちように。

　たとえば、もし俺が藜のことを好きになったりしたら、自ら気持ちを伝えることはないだろう。

　妖狐である藜は何千年も生きるだろう。人間の俺の寿じゆ命みようなど、藜からしたらほんのわずか。

　藜にとって俺は、すぐに死に行く者だ。

　そんな俺から気持ちを打ち明けられたら、藜はどう思うだろう。

　意に介かいさないでくれたらいい。けれども気に病やませるようなことになったら、嫌いやだ。

　死んでいく者の想おもいなど、伝えたところでなんになる。それが生きていく者への希望になり、明日への糧かてとなるのであれば喜んで伝えよう。けれども足かせにしかならないのであれば、伝えるべきじゃない。

　玉ぎよく砕さいしてもいい、気持ちを伝えてすっきりしたいっていうのは、相手の気持ちを考えていない、自分本位な考えだ。

　伝えたいという衝しよう動どうのままに伝えたら、自分の気持ちはすっきりする。しかし自分の胸が軽くなった分量だけ、相手の胸に重くのしかかるんだ。

　そんな自制心のない行動を俺はしたくない。相手が大事な存在であればあるほど、想いを伝える行為は慎重にすべきだと思うんだ。

　だから俺は、もし藜を好きになったとしても、告白するつもりはない。

　まあ、俺も藜も男同士。人間と妖狐と種族が違い、しかも身分違いときている。そんな相手を好きになるはずがないんだけどな。










　翌朝、藜はいつも通りの穏おだやかな微び笑しようと物もの腰ごしを取り戻していた。

　彼が昨夜の出来事などなかったかのように振ふる舞うので、俺もおなじように振る舞った。

　でもいままで以上に藜のことを意識してしまって、平常心でいるのが難しい。ちょっと身体からだが近づいただけでも肩かたに力が入ってしまう。笑え顔がおもぎこちなくなっていやしないか、自信がない。

　とにかく必死に宝ほう珠じゆのことだけを考えることにした。

　今日は西へ出発するのだ。

「遥人。今日は遠いので、これに乗っていきます」

　香具羅に別れを告げたあと、藜がそう言って袖そでから取りだしたのは油あぶら揚あげだった。

「油揚げ？」

「これは飛行する道具です」

　藜がそれに息を吹ふきかけると、畳たたみ二畳じようほどの大きさになった。俺の膝ひざ辺りの高さで浮ういている。

　俺の肩に乗っていた小丸がぴょんと乗った。

「空の旅っ、空の旅っ」

　小丸が乗っても、それは地に落ちず、浮き続けている。

　どうぞと促うながされ、おそるおそる乗ると、その後ろに藜が乗る。ふたりともすわると、それはふわりと浮ふ上じようした。

「あのさ。藜は油揚げって知ってる？」

「……妖狐の子供とキツネで作った、平べったい──」

「違ちがう違うっ。見せたことなかったかな。油揚げは豆とう腐ふを揚げたものだよ。で、これってその油揚げに見えるんだけど」

「そうなのですか。では今度、爺じいにそう教えておきます」

「あー、爺やさん……なんか、さらなる誤解を生みそうな気がする」

　そんな会話をしているうちに油揚げは魔ま法ほうの絨じゆう毯たんのように進みはじめた。

　けっこうな速度で飛んでいるようなのに、風を感じない。妖力のおかげだと思ったが、それだけでなく、風に乗っているためだということだった。

　触ると油っぽいのが難点だが、安定感は抜ばつ群ぐんだし、ふわふわして乗り心地ごこちはいい。

「小丸、そんな端はしにいたら落ちちゃうぞ」

「平気。小丸、落ちないでしゅ」

　小丸が先頭に立ち、嬉うれしそうにぴょこぴょこ跳はねる。

「落ちても、藜様が助けてくれるので心配ないのでござりましゅ」

　たしかに、万が一なにかあってもきっと藜が助けてくれるだろうとは思う。でも俺は怖こわくて動けないぞ。

　俺の身体が強こわばっていることに気づいたようで、藜が声をかけてきた。

「速度を上げていますが、だいじょうぶですか」

「あ、平気だよ。乗り心地いいし。だいじょうぶ」

「本当ですか。でも高度もありますし……」

「平気、平気」

　こんなとき、女の子だったら素す直なおに怖いと言うんだろうな。抱だきついたりしても、許されるんだろうな。でも男の俺がそんなことしたら、気持ち悪いだけだ。

　抱きあげられていたときはどさくさに紛まぎれてしがみつけたが、いまはちょっとな。

　そう思って気き丈じように返事をしていたら、背後から、独り言のような声が届いた。

「こんなときぐらい、もっと甘えて頼たよってくれたらいいと思うんですけど……」

　それはどういう意味だ。

　俺は藜にものすごく甘えてるし頼ってるけど。現に、天てん狗ぐに襲おそわれかけた昨夜、とっさに藜の名を呼んだ。藜だってそれはわかっているはずだ。

「俺……かなり甘えてないか？」

「そうでしょうか。俺の都合で、強引に見知らぬ世界に連れてこられたのに、いつも以上に遠えん慮りよしているように思えます」

　それは……たぶん、これまでにない接せつ触しよくとか、いろいろあったせいじゃないだろうか。

「普ふ段だんも、あなたは頑がん張ばりすぎです。俺に遠慮しすぎです。朝から夜よ更ふけまで仕事漬づけで、しょっちゅう徹てつ夜やして、身体を壊こわさないか俺は心配です。徹夜明けでも俺がやってくると疲つかれた顔も見せずに来客対応で、よそよそしくて悲しくなります」

「よそよそしくしたつもりはないけど……」

　そう言われても俺としては、せっかく来てくれた藜に疲れた顔を見せたくないし、藜に会えて嬉しいから張り切ってるだけなんだが……。

「そうして案の定、身体を壊して寝ね込こんでいることが増えておりますでしょう。ひと月前も、俺が訪問したとき、熱を出して寝込んでいたでしょう。なのに俺を見たらお茶や菓か子しの準備をはじめて。そんなことはしなくていいと言うのに」

「それはだって……熱って言ってもたいしたことないし……それに横になってると、藜ってばトイレ介かい助じよするとか風ふ呂ろ介助するとか言いだすから……」

　俺は大人になってからたびたび風邪かぜをひくようになったが、それは頑張りすぎではなく、たんに自じ堕だ落らくな生活をしているためだ。自己管理ができていないだけなのに病人ぶるのは恥はずかしい気がするんだ。しかも微熱ぐらいで、藜にシモの世話なんて頼たのめるか。

「去年足を捻ねん挫ざしたときだって、肩も貸させてくれない」

「それは、藜、背が高いから……」

　高い位置にある藜の肩を借りるより、その辺の家具や壁かべを支えにしたほうが歩きやすいんだから、仕方ないじゃないかと思う。

　俺の言い訳など聞き流し、藜が不満そうに続ける。

「大学で遠くに行っていたときもそうです。遠いからという理由で遠慮して、下宿先へ呼んでくれなかった。俺に遠慮していただけだとあとで知りましたが、てっきり、俺が行ってはいけない場所なのだと思っていました。ひと言誘さそってくれたら、俺は喜んで飛んでいったのに」

　それは俺も、遠慮しなければよかったかもとちょっと後こう悔かいしたけれど。

「お願いですから、俺に遠慮しないでください」

　懇こん願がんの声はやや掠かすれて低く響ひびき、なぜか男の色気を感じてしまった。

「俺は、頼りにならないでしょうか……」

　更さらには語調を弱めてささやかれ、俺は妙みようにどきどきしはじめた。

「ええと、そんなことはないよ。俺は藜のこと、すごく頼りにしてる」

「だったら、もっと甘えてください」

　なお甘えろとは……。これ以上甘えたら、友人の一線を越こえそうじゃないか。

「もっとと言われても……」

　本当に、どういうつもりでそんなことを言っているんだ藜。なぜそんなことを言いだすんだよ。

　もし俺が女性で、いま、後ろから抱だきしめられでもしたら、友人の一線を越えたいという意味だと、俺だってわかる。でも俺は男だし、藜はそんなそぶりをしない。

　困こん惑わくしていると、藜が自じ嘲ちよう気味に笑う気配がした。

「……すみません。いまのは俺のわがままです」

　そう言って話題を変える。

「妖よう兎とのところへ到とう着ちやくするのは、日暮れ頃ごろになるでしょうか。昼頃にいちど休きゆう憩けいをとる予定です」

「うん……」

　なんだったんだろうな、いまのは。

　しばらく飛んでいると、前方の空になにかが飛んでいるのが見えた。こちらに向かってきているようだ。

　天狗だろうか。天狗の縄なわ張ばりからは遠ざかったはずだが、と思いながら見ていると、徐じよ々じよにはっきりとしてきた。

　パラグライダーのようにも見えるが、ちょっと違う。

「藜。あれは？」

「妖よう狸りですね」

　やがて俺にもはっきり見えるところまで来た。

　藜は妖狸と言うが、狸らしさは見た目ではわからない。ひとりの男が、大きな布の端を手足で摑つかんで飛んでいるのだった。まるで忍にん者じやがムササビの術をしているようだ。

　向こうもこちらに気づいていたようで、睨にらみながら近づいてきた。

「妖よう狐この次期族長が人間を連れてきたという噂うわさは本当だったんだな」

　男は俺を見て、どこか怯おびえる顔をした。

「くそ……卑ひ怯きようだぞ！　妖狐！」

　油あぶら揚あげは飛行速度を落とさず進んでおり、妖狸の前を通り過ぎた。藜が横目で見ながら答える。

「おまえたちには関係ない」

「噓うそをつくな！　俺たちをソバというものにして、その人間に食べさせるつもりなんだろう！」

　……今度はソバ……。タヌキだから……？

　ぼんやりしていると、妖狸がうおおっと雄お叫たけびをあげて俺に突とつ進しんしてきた。

「ソバになんか、なってやるものか！　俺が成敗してやるうう！」

　ひえ、誤解だ！

　妖狸の勢いに息を吞のんだが、藜の腕うでが俺の前へ伸のびてきた。そしてその手のひらから閃せん光こうが放たれる。

「っ！」

　光が強すぎて、なにが起きたのかわからなかった。

　光が収まると、布で簀す巻まきにされた妖狸がいた。

「いまここで食べられたくなければ、おとなしくしていろ」

「わああっ」

　藜が冷れい酷こくに言い放つやいなや、浮ふ力りよくを失った妖狸は地上へ落ちていった。

　いまいるのは山より遥か上空である。こんな高さから落ちたらいくら妖狸でも命がないのではないか。

「だいじょうぶです。死にはしません」

　心配して下を見下ろす俺に、藜が優やさしい声で言う。

　妖狸に対するときはとても冷酷そうだったのに、打って変わった態度である。

「妖狸と妖狐は古くから敵対関係にありまして、こうして遭そう遇ぐうしてしまうと、なにかと因いん縁ねんをつけられます」

　人間の俺がいたから特別喧けん嘩かになったわけではない。だから気にせずに、と言う。

　俺に対するときの藜は常に優しく、ほっとさせてくれる。友人として、とても好ましく思う。

　こちらに来てから、他者に対する態度を初めて目にし、正直、すこし怖いと思う。けれども、男らしく毅き然ぜんとしていて格好いいとも思う。

　藜のそばにいて、どきどきすることが増えたような気がする……。

　いまもなんだか、どきどきしている。

　なんだろうな、これ。

　藜はいい男だ。男がそれを認めたって、変じゃないよな。

　恋こい……じゃない、はず。

　恋に恋する思春期の乙女おとめだったら、動どう悸き息切れがするだけで恋と決めつけるのだろうが、それはいかにも短たん絡らく的てきじゃないか。

　ここへ来てから藜との肉体的な接触が急激に増えたから、脳が混乱しているのかもしれない。日常に戻もどったら元に戻るのでは、などと考えていると、視界がぼやけてきた。

　小丸の感かん触しよくを膝ひざに感じて見下ろすが、ピントが合わない。

「藜様。遥人様が、変なのでしゅ」

　自己申告するより先に、小丸が報告してくれた。

「遥人、どうしました」

「目が……」

「見えなくなりましたか」

「うん」

「ではちょうど昼ですし、休憩がてら、降りましょうか」

　油揚げがゆっくりと高度を下げ、山中に降りた。

　地面に到着すると、藜が俺に顔を寄せてきた。

　ふいに昨夜の情事を思い出してしまう。濃のう厚こうなキスを交かわし、身体からだにも触ふれられた。

　思い出すと羞しゆう恥ちで身体が熱くなる。

　火ほ照てった身体とよくわからない感情をもてあましているうちに唇くちびるが触れあい、すぐに離はなれていった。

　はあ……。

　何度しても慣れない。

　これはキスじゃないと自分に言い聞かせ、なんでもない顔をするのも大変だ。

　こっそりとため息をつき、気を紛まぎらわすように香具羅に用意してもらった弁当を広げた。蛇へびの丸焼きだ。

　それを食べながら、藜がこのあとの旅程を話してくれる。

　予定通り日暮れ頃に着きそうだとか、どこそこで休憩を入れるつもりだとか、アバウトな内容だ。その話を聞き、ふと、今日のことだけでなく今後の見通しについて気になった。

　この旅はいつまで続けるつもりなんだ？

　昨夜の藜と爺じいやの会話によると、藜は婚こん約やくは拒きよ否ひしているが、天てん狐こになることは拒こばんでいなかった。天狐は継つぐ、と言っていたのだ。そして爺やは時間がないとも言っていた。

　藜が次期族長になるのはずっと先の話だと思っていたのだが、どうも、近日中になるのかもしれない。

　この宝ほう珠じゆ探しが終わったら、藜は族長になるのだろうか。

　でも宝珠が見つからなかったらどうするのだろう。いつまで経たっても婚約破は棄きを認めてもらえなかったらどうするつもりだろう。

　どこかで見切りをつけるのだろうか。

「なあ、藜。この宝珠探しの旅だけど、いつまで続けるつもりなんだ」

　向かいにすわっていた藜が視線をよこす。

「できれば見つけるまで続けたいですけどね。遥人の都合もありますし、見つからないようなら、ある程度のところで見切りをつける必要はあるでしょうね」

「うん。俺の都合だけじゃなく、おまえの都合もあるだろ。婚約の問題もあるし」

「ええ……そうですね」

　藜は考えるような顔をした。しかし胸中を語ることなく、ひょうたんに入れた水を飲みはじめた。飲んだあとも、景色に目を流して語ろうとしない。

　俺は蛇を咀そ嚼しやくし終えると、すこし突つっ込んで尋たずねた。

「あと何日ぐらい、とか目算はあるの？」

「そうですね……婚約の件については、あと三日。それまでに俺のほうから一歩歩み寄ってみようかと思っていたのですが……ちょっと考えが変わってきました」

「というと」

「考え中です」

　藜が苦笑した。

　考えが変わってきたということは、なにか、心境の変化でもあったのだろうか。

　三日という数字を藜が口にしてきたことも気になる。

　そもそも婚約破棄したい理由についても、俺は納なつ得とくできずにいるのだが。

「……あのさ。恋こい人びとはいないって話だったよな。それらしい相手も」

「ええ」

「でも、そういう相手もいないのにここまでするって、やっぱり腑ふに落ちないんだけど。好きな人とかいるんじゃないのか」

「ええ、それはおりますよ。振ふられましたけど」

「……。……え？」

　あまりにもあっさり軽く告げられて、己おのれの耳を疑った。

「藜を振った人がいるの？」

「ええ」

　信じられない。性格も容姿も家いえ柄がらも、文句のつけようのないこの男を振る人がいるなんて。

「相手はそのことを忘れていますけどね。ということはそれだけ、相手にとって俺の存在などたいしたものではないのでしょう。でも俺は、諦あきらめられないんですよ」

　藜が自じ嘲ちようするようにちいさく笑う。

「どうしても、諦められないんです……」

　呟つぶやくように想おもいを吐と露ろされ、俺はなにも言えなくなってしまった。

　藜もはたちで、好きな人ぐらいいたって不思議じゃない。むしろいない方が不自然じゃないか。そう思うのに、なぜだか衝しよう撃げきを受け、妙みように落ち着かなくなってしまった。

　休きゆう憩けいを終えて飛行を再開してからも、俺はそのことに囚とらわれ続けた。

　藜から告白されたことも振ったことも忘れるだなんて、いったいどんな神経の持ち主なのだろうか。

　それでも諦められないだなんて、藜は相手の妖よう狐こが相当好きなのだろう。淡たん々たんと語るから、余計に想いの深さが窺うかがい知れる。

　考えれば考えるほど、気持ちがどんよりと沈しずむ。

　なぜだろう。たぶん、そんなに想っている相手がいることを、これまで藜に打ち明けてもらえなかったことがショックなんだろうな。きっとそういうことだと思っていたら、小丸に指し摘てきされた。

「遥人様。悲しんでるのでござりましゅか」

　俺が、悲しんでる？

　俺はうろたえて否定した。

「な、なんで？　そんなことないよ」

　そう。べつに悲しいわけじゃ……。

　藜に好きな人がいたって、べつに……。

「だって、鼻水がたれてましゅ」

「あー……、風邪かぜ引いたかな」

　すこし寒かったかもしれない。しかし鼻水たれてるのも気づかないなんて、俺、自分の神経も疑うぜ。洟はなをすすったら、背後から腕うでが伸のびてきた。

「本当ですか」

　頷うなずくより先に抱だきしめられていた。

「上空は気温が低いですから……気がつかず、すみません」

「え、いや……」

　くっついていれば温かくなるということなのだろうけれど、好きな人がいるのなら、こういうことはしないほうがいいんじゃないだろうか。

　暖を取るにはこれしか方法がないわけじゃない。妖力で上着をだすことだってできるだろうし、もっと低空を飛べばいいのかもしれないし、自分たちの周囲だけ暖かくすることだってできそうじゃないか。なんでよりによって、この方法をとったんだ。

　誤解してくれと言っているようなものじゃないか……。

　妖狐だからわからないのだろうか。

「遥人様、顔、赤いでしゅ」

　余計なことを言うんじゃない小丸。

「熱が出てきましたか」

　さらに強く抱きしめられ、胸の中にすっぽりと包まれてしまった。

　ああもう、またどきどきしだした。

　なんでこれほど、どきどきしちゃうんだよ……困ったな。

　そんな状じよう況きようだというのに、精神的に疲つかれがピークに達していたのか、俺はいつのまにか眠ねむってしまっていた。昨夜、さほど眠れなかったせいもあるだろう。

「遥人。もうすぐ着きますよ」

　藜の声で目覚めると、見み渡わたす限りの平野に降りていくところだった。

　平野には、妖狐の集落とおなじようなかやぶき屋根の家がたくさんある。田畑もある。

　ただし、そこにいる人々は妖狐とは異なっていた。みんな、頭に耳が生えている。

「妖よう兎とたちとは、仲がいいの？」

「はい。とくに利害関係もありませんので」

　油あぶら揚あげは低空飛行のまま集落を進み、中央にある大きな屋や敷しきの門前で止まった。

　油揚げから降り、藜が油揚げをちいさくして袂たもとにしまう。その数分のあいだにも、道にいた妖兎たちが周囲に集まってきた。

「次期天狐……と、人間？」

「人間！」

「人間!!」

　みんな、目を輝かがやかせて俺に注目している。

　妖狐や天てん狗ぐのところでも関心を持たれたが、それ以上に興味を持たれている雰ふん囲い気きだ。しかもどの視線も好意的に感じる。妖狐たちのように警けい戒かいされていないのが嬉うれしくて、たまたま視線があった男性に笑え顔がおで会え釈しやくをしたら、とたんにその妖兎がぶほっと鼻血を噴ふきだした。さらにその周囲にいた数人も次々と、

「ほげっ」

「はぶっ」

「まんぐーすっ」

　と鼻血を噴きだし、股こ間かんを押さえて地面に突っ伏ぷしてしまった。

「え、あ、あの？」

　なんだ？　いったいどうしたんだ。

「おおう、なんたる破は壊かい力りよく……！」

　驚おどろいていると、門の近くにいた老妖兎が進み出てきた。

「玉ぎよく兎と様に会いにいらっしゃったのですな。この者たちのことはお気になさらず、さあ早く、混乱が生じる前に、中へお入りなさいませ」

　なんだかよくわからないが、急せかすように言われて、藜とともに大きな門をくぐった。そのまま老妖兎に案内されて、屋敷の一室に通される。畳たたみ敷じきの、十畳じようほどの部屋だ。

　老妖兎は主人を連れてくると言ってどこかへ行った。

「藜、いまの、なんだったんだ」

　妖兎たちの反応について、隣となりにすわる藜に尋ねると、彼は顔をしかめた。

「これまでとは異なる反応でしたね……」

「俺を見る目は、好意的な感じだったけど」

「好意……。たしかに、悪意は持ってなさそうでしたが」

「俺が会釈したとたん、倒たおれちゃったりしたよな。人間を見たら具合が悪くなっちゃうなんて、あるのかな」

「どういうことなのか……嫌いやな予感しかしませんが……」

　勉強不足で申し訳ありませんと藜が謝罪してくる。

「他種族と人間の話題になることなどなかったので、人間に対する認にん識しきが、種族によってこれほど異なるとは知りませんでした。妖狐とおなじだとばかり思っていました」

　そうだよな。話題にのぼらなかったら知らなかったことって人間でもけっこう多い。自分の周囲で統一された認識のものは、日本全国どこでもおなじだと思い込んでたりしちゃうんだよな。はんぺんだとか、不ぶ祝しゆう儀ぎ袋ぶくろの色だとか、驚いたことは俺もいろいろある。

　まもなくして中年の妖兎が部屋にやってきた。

　藜と面識はあるようで、親しげに挨あい拶さつして俺たちの前に腰こしを下ろした。

　妖兎族の族長で、玉兎という方だと紹しよう介かいされた。俺のほうも、藜の恋人で駆かけ落ち中と紹介された。

「なるほど。藜殿どのの恋人か……それは残念、あ、いや」

　玉兎が俺を見て鼻の下を伸ばした。しかし藜の鋭するどい視線に気づき、視線を泳がせた。

　藜がすかさず質問する。

「玉兎殿。妖兎たちの、遥人への反応が不思議なのですが。人間はどういったものだと伝えられているのか、お伺うかがいしたい」

「存在そのものが淫みだらではれんち」

　玉兎は言い切った。

「私も伝説上の生物である人間を目にするのは初めてなのだが、本当にそのとおりなのだと実感している。それから、人間の精力をもらうと妖力が増すとも言われている」

「では、門前で倒れた者たちは」

「むろん、遥人殿の魅み力りよくにやられたのであろう」

「つまり……遥人の笑顔を見たために、興奮しすぎて鼻血を出したり、倒れたりしたと？」

「そういうことだな。遥人殿の笑顔など見たら、私もどうなるかわからん」

　俺の魅力にやられた……だと？

　俺はただ、ちょっと笑って会釈をしただけなのに。

　玉兎は軽く言ってるけど、鼻血を出して倒れるって相当なことだぞ。

　俺よりも隣にいる藜のほうがよほど美形なのに、いったい俺のどこにどんな魅力を感じるって言うんだ。理解できない。しかも、人間って伝説上の生物だったんだな……。

　いろいろと突つっ込みどころが満まん載さいで頭を抱かかえたくなるが、要約すると、昨日以上に気をつけろってことなんだろうな、きっと。

　とんでもないところに来てしまったな……。

　藜もおなじように頭を抱えたくなっているのかもしれない。うつむき、眉み間けんに指を押し当てていた。しかしすぐに気を取り直したように顔を上げ、宝ほう珠じゆについて尋たずねた。

「はて、一昨日おとといの夜？　空に光か。私は見なかったし、そういう報告も受けていないな」

　玉兎は知らないと言う。その顔をしばらく見つめた藜は、慎しん重ちような声でこう切りだした。

「そうですか。それは残念です。しかしきっかけがあれば、なにか思い出したりしませんか？」

「ほう。そうかもしれぬなあ。最近物忘れが激しくてな。しかし、どうだろうか」

「物忘れには、大きな刺し激げきが効果的と聞きます。たとえば……この遥人と握あく手しゆをしてみるとか」

「なんと……」

　玉兎が目を輝かせて身を乗りだしてきた。

　藜が申し訳なさそうに俺を窺うかがう。

「すみません遥人……よろしいですか」

「え……うん。握手、だろ？」

　握手ぐらいはなんでもない。俺が立ちあがると、玉兎がうろたえた。

「い、いいのですかなっ!?　本当にっ!?」

　俺が玉兎に右手を差し出すと、彼は恭うやうやしく俺の手を取った。そして、

「ぶほっ」

　と、鼻血を噴きだした。

　えええっ？

　なぜ握手で鼻血を出すんだ？

「だ、だいじょうぶですか……？」

「おおう、平気じゃ。これぐらい、平気じゃ」

　玉兎は俺の手を放すと、手て拭ぬぐいで鼻を押さえた。そして藜に言う。

「空の光だな。目もく撃げき者しやはいないか調べてみよう。情報をつかむまで、こちらに滞たい在ざいしているとよい」

「ありがとうございます」

「うむ、全力で取り組もうとも。その代わりと言ってはなんだが、ちと、遥人殿とふたりきりで、その──や、なんでもない」

　藜のひと睨にらみで、玉兎は言葉を濁にごして愛想笑いを浮うかべた。そして俺に言う。

「その、成果があれば、また握手を」

「……考えておきます」

　俺は曖あい昧まいに頷うなずいた。

　握手ぐらいどうってことないけど、こんな反応をされると、なんか怖こわい……。

　その後、久々に次期天てん狐こが訪問したということで歓かん迎げいの席が設けられ、大広間へ移動した。

　野菜メインの食事に酒が振ふる舞まわれ、妖よう兎とたちの踊おどりが披ひ露ろうされる。踊りの演目は「てんてこ舞い」と「きりきり舞い」だそうな。

　俺はそんなに酒に強くないのだけれども、踊りの鑑かん賞しよう中は玉兎に酒をつがれ、踊りが終わると、総勢三十人の演者たちがいっせいに酒を注ぎに来た。

　ひえ、襲おそわれる、とビビったが、

「皆みなの者、一列に並ぶのだ」

　と玉兎が仕切ってくれて、大事には至らなかった。が、延々と酒を飲まされて、ふらふらだ。

「遥人。だいじょうぶですか」

「もう、無理……」

　さすがに見かねた藜が玉兎に声をかけ、俺を部屋へ連れ帰ってくれた。はあ。

「水を持ってきましょう」

「悪い」

　藜はすぐに戻もどりますと言って退室したのだが、十分経たっても戻ってこない。広い屋や敷しきだからなあと思い、横になって酔よいを覚ましていたら、

「ここか」

「おう、ここだ」

「遥人様」

「遥人様」

　わらわらと妖兎たちがやってきた。てんてこ舞いを踊ってくれた者たちだ。

「温泉に行きましょう。屋敷裏に露ろ天てん風ぶ呂ろがあるのです」

「露天風呂ですか……？」

「ええ、とてもよい風呂なのです。湯につかれば酔いも覚めるでしょう。さあさあ」

「え、ちょっ」

　無断で部屋を離はなれるのは不安だったが、歓迎の意はひしひしと伝わってくるので無下にもできないとためらっていたら、「わっしょーい」と大勢に胴どう上あげされながら、部屋から連れだされてしまった。

「いや、でも、あの、藜に言わないと……っ」

　小丸もいっしょについてきているが、小丸はＧＰＳ代わりになるのだろうか。

「藜様も、こちらへお連れする予定です。ほかの者が迎むかえに行っております」

「そうなんですか……」

　妖兎たちの無む邪じや気きな笑え顔がおに悪意はなかったし、藜も来るならと俺は油断した。そしてあれよあれよというまに露天風呂まで連れられた。

　辺りは暗く、灯とう籠ろうのほのかな明かりが頼たよりだ。広い岩風呂から立ち上る湯気が、その奥にある竹林を幻げん想そう的てきに見せている。たしかに気持ちのよさそうな露天風呂だ。

　脱だつ衣い所じよなんてものはなかったが、洗い桶おけは風呂の縁ふちに置いてあった。

「脱ぬいだ衣服はそちらの木にでもおかけになって」

「あ、はい……」

　胴上げから俺を降ろすと、彼らは建物のほうへ戻っていった。

　強引に連れだされたときはちょっと怖かったが、けっきょくなにもされず、風呂に連れてこられただけだった。強引だが親切なのかな……。

　せっかくなので風呂を使わせてもらうことにし、水干を脱いだ。

「小丸も入るか？」

「小丸、熱いの苦手なのでしゅ」

　肩かたに乗っていた小丸は、木の上に飛び移った。

「じゃあそこで待っていてくれ」

「あい」

　全ぜん裸らになって桶で湯をくみ、身体からだにかける。熱い湯が気持ちいい。

　藜もすぐに来るのだろうか。いっしょに露天風呂というのもいいな。

　桶を置き、ほっとひと息ついたとき、背後で足音が響ひびいた。

　藜ひとりの足音ではない。複数だ。

　ふり返ると、大勢の妖兎が全裸で走ってくる姿があった。それは先ほどの妖兎たちだった。

「遥人様！」

「我らもご一いつ緒しよいたしますっ」

　彼らは帰ったのではなく、風呂に入る支し度たくをしていただけだったらしい。

　ぎょっとして固まる俺に、次々と手が伸のびてくる。

「遥人様、お身体を洗いますっ」

「え、いや、自分でできますからっ」

「そう言わず、我らに任せてくださいっ」

「いや、いいから、わあ！」

　身体に泡あわを塗ぬりたくられ、あちこちを触さわられる。もみくちゃにされて尻しり餅もちをついても男たちは引かない。抵てい抗こうしても封ふうじられてしまう。

「遥人様の精力をいただければ、人間界へ行けるほど妖力が増すやも」

「おお、そうしたら我らも、憧あこがれの人間とあばんちゅーる！」

「あばんちゅーる！」

　ついには股こ間かんを握にぎられた。

　や、やばい！

「あ……」

　半べそになって藜を呼ぼうとしたとき、大きな風が吹ふき、妖兎の数人が飛ばされた。俺のそばに残っていた妖兎も背中を吊つられるように宙に浮く。その背後には藜が立っていた。

　藜は次々に妖兎を俺から引きはがし、露天風呂へ投げ入れていく。

「おまえら……！　誰だれに手出しをしているのか、わかっているのか！」

　いつも静かな藜が怒ど鳴なり声を上げた。

「この人は、俺の恋こい人びとだ」

　全員を投げ入れた藜は、片かた膝ひざをついて俺を抱だき寄せて、妖兎へ宣言した。

「おまえたちが触ふれていい相手ではない」

　俺の、恋人──。

　藜の片かた腕うでに抱かれている俺は、胸が震ふるえるのを感じた。

　しかし直後に苦しくなり、ぎゅっと目を閉じた。

　これまでにも聞いてきた、藜の恋人宣言。偽いつわりなのに、まるで本心から言ってるような、迫はく真しんの演技だ。それを聞くたびになぜかむなしくて悲しくて、やりきれない気分になる。

「も、申し訳ございません！　どうしても、その方の魅み力りよくに抗あらがえず……っ」

　藜がチッと舌打ちし、俺を呼ぶ。

「遥人」

　目を開けて見上げると、怒いかりに満ちた瞳ひとみとぶつかった。

「あなたから誘さそったのですか」

　藜の怒りとその質問に驚おどろき、すぐに返事ができなかった。するとさらに藜の瞳が怒りで燃えた。

「誘ったんですね。昨夜俺を誘ったように。やっぱり本当は、誰でもいいのでは」

「あ、いや、違ちがう」

　慌あわてて否定したが、藜は質問をぶつけてくる。

「どこまで触さわらせましたか。もう誰かと契ちぎったのですか」

「してない！　それに、俺は誘ってない！　強引に連れてこられて……！」

　きっぱり否定しても、藜は疑いの目で俺を見る。

「……小丸。遥人は誘っていなかったか」

　木の上にいた小丸が首を振ふった。

「誘っていたのでござりましゅ」

　わあ、小丸！　噓うそをつくなよ！

「さ、誘ってなかっただろ!?　抵抗してたじゃないか！　てか、小丸、なんで助けてくれなかったんだよ！」

「小丸、待機を命じられたのでしゅ」

　たしかに待ってろと言ったけれども！

「それに遥人様、エロい身体。誘ってるようにしか見えないのでござりましゅ。抵抗もしてないでしゅ。妖兎を挑ちよう発はつしてるようにしか見えなかったでしゅよ」

　エロい身体って、なんだよそれは！　小丸まで俺をそんな目で見ていたのか!?

　藜が俺を見ながら、冷たい声で小丸に質問する。

「遥人は、妖兎たちと契っていたか」

「よく、わからないでしゅ。でも、股間をいっぱい触らせていたのでしゅ」

　怒りのために、藜の額に血管が浮うき出る。堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたと言わんばかりに、彼の手が乱暴に俺の両りよう肩かたをつかんだ。

「あなたという人は……！」

　藜は俺をひと睨にらみすると、そのまなざしを妖よう兎とたちへむけた。

「おまえたちは、そこで見ていろ。この人は、俺のものだ」

　言うなり、俺に口づけた。

　荒あら々あらしく嚙かみつくようなキス。痛みを伴ともなうそれに反射的に逃にげようとすると、背中にまわされた彼の腕に強く抱きしめられた。

「俺からは、逃げるんですか。妖兎には触らせたのに」

　至近距きよ離りから睨まれる。そしてあぐらをかく彼の膝を跨またぎ、向かい合う格好ですわらされる。

「さ、触らせたんじゃなく、触られ──」

「言い訳無用です。ここを触らせたのですね」

　ここと言いながら、前を直じかに握られた。

「……あ、ちょっ！」

「どんなふうに、触らせたんですか」

　彼の手が、そこを緩ゆるくしごきはじめた。

「触らせて、精をだしたんですか」

「だ、だしてない……っ」

　なぜこんなことになっているのか。藜の怒りを目まの当たりにし、急所を触られている状じよう況きようではろくに考えることもできない。パニックに陥おちいりながらも必死に否定するが、攻せめる手は緩まない。

「それから、後ろも」

　もう一方の手が尻しりの割れ目を伝い、すぼまりを探り当てる。

「あ……っ」

　中指で、そこをぐっと押される。

「中も、触らせたんですか」

　さらに圧をかけられ、指を中に入れられた。

「ああ……っ」

　未知の感かん触しよくに身体が強こわばる。そんな場所に指を入れられたことなど初めてで、どうしたらいいのかわからない。下手に動くこともできなくなり、目の前にある胸にすがりついた。

「抵抗しないんですね」

「だ、だって……」

「もっとして欲しいんですか」

　俺は首を振った。けれども指はさらに奥へと進んでくる。指は奥まで入るとゆっくりと戻もどり、そしてふたたび中へ入ってくる。

「中、すごく柔やわらかいんですね……やっぱり、中も触らせた？　それとも、指じゃないものも入れさせた？」

「してな……そんなこと……っ、あ……っ」

「本当ですか？　慣らしてないのに、これほど柔らかいなんて」

「ほんと、に……」

「本当だというなら、よほどいやらしい身体からだということなんですね……やはりあなたも人間。気持ちいいことが好きなんですね」

　もう一本、指が入ってきた。二本同時に抜ぬき差しされたかと思うと、ばらばらに動いて、中をあちこち刺し激げきしてくる。

「あ、あ……、あっ！」

　奥を弄いじっていた指がとある場所を擦こすったとたん、電流のような刺激が背筋を突つき抜けていった。

「ここ？」

　指が確かく認にんするようにもういちどそこを擦る。すると強きよう烈れつな刺激に腰こしが甘く震えた。

「あ、あ……、あ」

「ここが気持ちいいですか」

　返事などできない。与あたえられる快感を受け止めることに必死だ。

「すごい。中、トロトロになってきました。前も」

　言われて初めて、俺の中心が硬かたく勃ぼつ起きしていることに気づいた。

「あ、や……」

　こんな痴ち態たいを藜に見られているだなんて、顔から火が出るなんてさわぎじゃない。とんでもないことだと思う。けれども与えられる快感が強すぎて、抗あらがうこともできない。

　前と後ろを同時に刺激されて、わけがわからなくなるほど気持ちがよかった。

　こんな快感は知らなかった。自じ慰いするのとは比べものにならないほど興奮する。

「あ……」

　ふと、俺の内うち腿ももに硬いものが当たっていることに気づいた。藜の袴はかま越ごしに感じるそれの正体に気づいたら、身体の熱がさらに上がった。

　自分だけでなく、藜も興奮している。自分のこの痴態を見て欲情しているのだろうかと思ったら、わずかに残っていた理性も消えた。

　このままいっしょに溺おぼれたい。溺れさせて欲しい。

「あ、あ……っ、……っ」

「もっと、欲しいですか？」

「あ、ん……ぅん……」

　ギャラリーがいることももはや念頭にない。さらなる誘ゆう惑わくに浅ましく頷うなずいている自分がいた。

「俺が、欲しい……？」

　ゴクリと藜の喉のどが鳴った音が聞こえた。

　顔を上げると、興奮して目元を赤く染めた藜の顔がすぐそこにあった。

　彼の瞳ひとみに映る俺は、欲情して潤うるんだ目をしていた。キスして欲しいと言うように唇くちびるが濡ぬれて軽く開いている。　>>>♥

「遥人──」

　後ろから指が引き抜かれる。藜が熱に浮かされたようなまなざしをして、ゆっくりと顔を近づけてきた。

　キスの予感。まもなく唇が重なるというとき、藜がかすれた声でささやいた。

「……好き、です……」

　耳を疑った。ちいさな声だったから聞き間ま違ちがいかもしれないと思った。でも、たしかに「好き」と聞こえたような……。

　まさか……。

　藜が、俺を……？

　驚おどろきと混乱で息が止まる。

　なにを言ったのかちゃんと確認したい。そう思って口を開きかけた、そのとき、

「藜様！　見ているだけなんて無理です！」

　妖兎の声にはっと我に返った。ふり返れば、妖兎たちが興奮しきった様子で風ふ呂ろから上がり、俺たちに迫せまってきていた。

「ぜひ我らもご一いつ緒しよさせてください！」

　わあ、冗じよう談だんじゃない！

　俺に乱交する趣しゆ味みはないんだ。ここできっちり言っておかないと、また襲おそわれかねない。恐きよう怖ふを覚えた俺は、妖兎たちにむけて叫さけぶように言った。

「藜以外の相手なんて、無理です！　俺は藜の恋こい人びとなんです！　藜だけが好きなんです！」

　藜だけが好きなんだと、俺は連呼した。必死だったんだ。

「藜が好きなんだ！　藜、婚こん約やくなんてしないでくれ！」

　夢中で叫んだ。それは演技で恋人のふりだった。とにかく妖兎たちの思惑を阻そ止しするために必死だったから、なにも考えずに口にしていた。

　藜の胸が大きく息を吸い込む。

「遥人……」

　藜の声がかすれ、震ふるえていた。見上げると、藜はたまらないというように眉まゆを強く寄せていた。俺を見下ろす琥こ珀はく色いろの瞳は、なにかを耐たえるような苦しみの色と、抑おさえきれない激情が交こう錯さくしていた。そして俺と目が合うと、抑えつけていたものがいっきに溢あふれだした。

「好きです……好きだ、好きだ……！」

　息もできないほど強く抱だきしめられる。

「あなたは、俺のものだ……ずっと、俺のそばに……」

　訴うつたえる声は切なげで、とても演技とは思えない。本気で言われているような錯覚を覚え、胸からなにか、熱いものが沸わき上がってきそうだった。

　そんな俺たちを眺ながめていた妖兎が、ひそひそと会話する。

「……どうも、ご一緒できそうにないですね」

「そのようだな……残念だ」

「しかたないですね。我らは帰りましょうか」

　妖よう兎とたちはぞろぞろと引き上げていった。

　彼らの姿が見えなくなると、藜は急に俺から腕うでを離はなした。そしてもぎ離すように俺を膝ひざから下ろし、顔を背そむけながら立ちあがった。

　藜の広い胸に包まれていた俺の身体が夜の空気に触ふれ、体温がひどく上がっていることを自覚する。身体が熱くて、力が入らなくて、立ち上がれない。

　妖兎たちが無事に去ってくれて、本来ならそのことに安あん堵どするべきなのだが、いまの俺はそんなことなどどうでもよくなっていた。

　それよりも、藜の告白。

　聞き間違いなどではなかった。

　藜が、俺を好きだとなんども言った。

　とても演技だとは思えない態度で。

「あの、藜……いまのって……」

　俺はどきどきしながら彼を見上げた。

「好きって……まさか、その……」

「演技ですよ」

　藜が俺を見下ろした。

「遥人も、演技なのでしょう？」

　そう聞き返され、俺は熱くなっていた頭に冷や水をぶっかけられた気がした。

　そうだ。たしかに俺は、演技で藜を好きだと言った。妖兎たちを追い払はらうために。

　藜も、おなじように演技だったのか。

　それはそうだ。あの状じよう況きようで本心を告白するなんて、そんなはずはないじゃないか。

　藜は本気で怒おこっていた。怒いかりの理由は、俺への嫉しつ妬とではない。

　俺は藜の恋人ということになっているのだから、その俺にちょっかいをだされるというのは、次期天てん狐この威い厳げんに関かかわることだろう。怒るのも不思議ではない。

　俺に触さわってきたのも、好きだと言ったのも、妖兎に見せつけるための演技だ。うん、それはそうだよな……。

　納なつ得とく。納得、だけど……。

「藜……演技うまいんだな。なんていうか、すごく……迫はく真しんの演技で、俺、びっくりしちゃって……」

「……。すみませんでした。つい、カッとして……いろいろ……やり過ぎました」

　すこし申し訳なさそうな、いつもとおなじ口調。それはまるで自分を取り戻もどそうとしているようにも聞こえた。

　その態度から、やっぱり演技だったのだと思えた。それと同時に、ひどくがっかりしている自分に気づいた。

　なんだろう、この虚きよ脱だつ感かん。

　藜に演技と言われてがっかりしているということは、つまり。

　俺……、藜に好きだと言ってもらいたかったのか……？

　そうなのか……？

「……そうなのかも……」

　俺は自覚した気持ちをうっかり呟つぶやき、慌あわてて口元を手で押さえた。

　幸い藜の耳には届かなかったようだが、それでも気づいてしまった気持ちに俺は動どう揺ようを抑えられなかった。

　俺も、演技のつもりで藜を好きだと言った。だがあれは、本当に演技だったか？

　婚約なんてしないでくれと口走った、あれも、演技だったか？

　──いや。

　演技のつもりだったが、あれは俺の本心だ。

　そうだ。

　俺、藜のことが、好きだ。

　好きなんだ……。

　いま初めて気がついたが、気がついてみれば、ずっと前から自分は彼が好きだったのだと腑ふに落ちた気がした。

　これまでずっと認めてこなかったが、俺は、本当はずっと、藜のことが好きだったんだ。

　でも、どうしよう。

　気づいてしまったこの気持ち、いったいどうしたらいいんだ？

　がっかりしていちどは引いた熱が、動揺によりふたたび戻ってきた。

　心臓がどきどきしだす。自覚したことでいろんな感情が湧きだし、混乱し、整理がつかない。もちろん彼のほうを見ることなどできない。

　藜に刺し激げきされた身体からだはいまだに熱く、頭もぼうっとしている。

　冷静になれ、俺。

　いろんなことがあって疲つかれているはずなのに、今夜も眠ねむれそうにない。
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　翌日、玉兎が俺に会いに来て、露ろ天てん風ぶ呂ろでの妖兎たちの行動について謝罪してくれた。

「藜殿どのの大事な方だと周知させてあったのだが。本当にすまないことをした。お詫わびに宝ほう珠じゆ探しに全力で協力させていただこうと思う」

　今日はすべての妖兎に聞き込み調査をおこない、宝珠の目もく撃げき情報を集めてくれるという。

「それからな、昨夜思い出したのだが、我が妖兎族に伝わる古書にこんな一節がある」

　玉兎が手にしていた和わ綴とじの書物を開いた。

「五色の泡あわ、龍たつ欲ほつするも、手に入れることなし。泡は玉となり、天の帰する国を住すみ処かとするも、その帰しところをいまだ誰だれも──そのあとの文章は紙が破れて読めないのだが」

　玉兎が本を閉じ、藜に目を向ける。

「これは貴き殿でんたちが探している宝珠についての記述ではなかろうか」

　竜りゆう、五色、玉。断言はできないが、藜や香具羅から聞いたキーワードとおなじ単語が入っていることから、関連性があるように思える。

「昔、我ら妖兎のあいだでは、香こう炉ろ地方を天の国と呼んでいた時期があった」

　聞き覚えのある単語に藜が反応する。

「香炉？」

「うむ」

「では、天の帰する国というのは」

「そう、香炉のことではないかと思う」

　玉兎が本とともに持参してきた地図を広げた。

「香炉というのは、このあたりの海岸のことだ」

　妖よう魔ま界にも海があるらしい。

　そして香炉と言えば、謎なぞの古文に出てくる単語じゃないか。

　俺も地図を覗のぞき込んだ。

　そこは妖兎の縄なわ張ばりである平野の、西の外れだった。

「遥人。行ってみますか」

「うん」

　さっそく行ってみようということになった。

　玉兎の強い勧すすめにより、案内役と称しようする妖兎三名も連れていくことになり、彼らを従えて徒歩にて出発となった。

「遥人様、遥人様」

　屋や敷しきを出るなり、妖兎のひとりが話しかけてきた。

「遥人様は、人間界ではどのような存在なのですか」

「どのようなって……」

「藜様は遥人様に丁てい寧ねいな言葉を使ってらっしゃいます。ということは、人間の中でも尊いお方なのですよね」

　もうひとりの妖よう兎とも言う。

「そうそう、なにしろ次期天狐である藜様が選ばれたお方」

　俺は質問には答えず、逆に聞き返した。

「藜が丁寧に話すのって、珍めずらしいのですか」

「妖兎の中では、玉兎様のみです」

　藜の地位の高さは妖兎族にも知れ渡わたっているようだ。その彼が丁寧に接するのだから、妖兎たちが俺も身分が高いと思うのも無理はない。

「うーん。タメ口でいいって言ったんだけど」

　昔なんどか言ったことがあるのだが、恩人だからと言って、頑かたくなに直さない。妖よう狐ことはそんなもので、誰にでも丁寧語を使うのかと思っていた。そうではなかったことはこちらに来て初めて知った。

　ちらりと藜を見上げると、彼は肩かたをすくめた。

「あなたは恩人ですし。それに、あなたが俺にとって大事な人だと、他人にもわかりやすいでしょう」

　妖兎がなるほどと手を打った。

「たしかにそのとおりでございますな！　おふたりの関係を知らなくとも、藜様が敬語を使うような相手と思えば、うかつに手をだす輩やからもいないでしょう。や、昨夜、うかつな輩どもがおりましたが、それは遥人様の抗あらがいがたい魅み力りよくゆえ」

「ほほう、さすがです。つまりは遥人様をいずれこの地へ連れてくることも、駆かけ落ちすることも見み越こして、布石を打っていたというわけですね」

　駆け落ちを見越してってことは絶対ないと思うけどな、と内心で思いつつ、聞き流す。

　恋こい人びとになったきっかけは、出会いは、などと妖兎たちに質しつ問もん攻ぜめにされながら集落を歩いていく。

「しかし駆け落ちとは、思い切りましたな」

「藜様が天狐になったら、人間界には行けなくなるでしょうからな。おふたりともご決断されたのでしょう」

「うん？　そりゃあ天狐様になったら人間界には行けなくなるでしょうけど、しかし現在の天狐様はご健在でしょう。藜様が天狐を継つぐのは、まだ先のことでは」

　妖兎たちのその会話に、俺は立ち止まった。

「え……なに、それ」

　妖兎のひとりが首をかしげる。

「はい？　なにかおかしなことを我々は言ったでしょうか」

「人間界に行けなくなる……って……」

「はあ。天狐を継いだら行けなくなるという話は我ら妖兎のあいだでも有名ですが。そうではないのですか？」

　そんな話は初耳だ。

「藜、どういうこと」

　俺は半歩先にいた藜を見上げた。

「天狐になったら人間界に来られなくなるって……」

　そんなことないよな？

　そんな大事なこと、本当だったら俺に伝えているだろう？

　妖兎たちのおかしな誤解であってほしい。そんなわけないでしょうと否定してほしい。

　しかし藜は困ったようなまなざしをして、俺を見下ろすだけだった。

　まさかと思いながら、おそるおそる口を開く。

「そう……なのか……？」

「……ええ」

　藜が苦しげに頷うなずいた。

　噓うそだろう。俺はしばし呆ぼう然ぜんとした。

　妖兎たちはまだ知らないようだが、藜はまもなく天狐になるはずだった。

　そしてその猶ゆう予よは、以前の会話では三日という話じゃなかったか。

「あと三日って話……つまりあと二日したら、お別れなのか」

　藜は黙だまっている。

　その無言は肯こう定ていだ。

　あと二日で、お別れ……？

　もう二度と会えなくなるのか……？

　唐とう突とつに知らされた決別に、俺は混乱した。

「……なんで……」

　なぜ教えてくれなかったんだ。ふいに怒いかりが湧わき、藜を責める言葉がのど元まで出かかった。しかし彼の瞳ひとみを見たら、その感情を凌りよう駕がする深い絶望に襲おそわれ、言葉を発する気力さえ失った。

　藜はわかっていた。それなのに、俺に伝えようとしなかった。俺がこうして驚おどろいていても、慌あわてていない。困ったような静かな瞳で見つめてくるだけだ。

　藜がなにを思って俺に伝えなかったのか知らないが、今後、会えなくなることは変えようのない事実であり、彼はそれを受け入れているのだ。

　怒おころうが悲しもうが、どうにもならないのだと俺は悟さとった。

　絶望とは、身を切られるような痛みだった。そして、自分を構成する細さい胞ぼうのすべてが崩ほう壊かいしていく感覚がした。

　視界がぼやける。視力が戻もどったせいではない。涙なみだが溢あふれて止まらなくなったせいだ。涙るい腺せんが壊こわれたようにあとからあとから涙が溢れ、頰ほおを伝う。

　涙を拭ぬぐう気力もない。泣いているのを見られて恥はずかしいと思う心の余よ裕ゆうもない。俺は言葉もなく、静かに泣き続けた。

「おまえたち、案内はもういいから、帰ってくれ。ふたりで話したいことがある」

　藜に言われ、妖兎たちが来た道を戻っていく。

　その逆方向へ、俺は歩きはじめた。どうして先へ進もうと思ったのか。止まっていると、その場に頽くずおれそうだったせいか。その場から逃にげることで、現実逃とう避ひを図はかろうとしたのか。もはや自分でもよくわからない。泣きながら、黙もく々もくと歩いていく。その後ろを藜がついてくる。

　悲しくて悲しくて、死にそうだと思った。

　歩いても歩いても、悲しみは消えない。心は落ち着かず、思考もまとまらない。

　一時間以上歩き続けただろうか。そのうち道の両りよう脇わきにあった民家が見えなくなり、代わりに椰や子しのような木々と、大きな岩が見えはじめた。道も緩ゆるやかな上り坂となる。

　潮の匂においを感じながら坂を上り切ると、そこには青く静かな海が広がっていた。

　俺が立ち止まると、その横に藜が立った。

「なぜ、それほど泣くのか、理由を教えていただけますか」

　静かな声とその言葉に、無性に悲しみがこみ上げてきた。

「……わからないのか。悲しいからに決まってるだろ」

　藜の琥こ珀はく色いろの瞳が、俺の心を見み透すかそうとするかのように見つめてくる。

「それは、俺が友人だからですか」　>>>♥

　違ちがう。

　友人でも、会えなくなると知ったら悲しくなるだろう。だがこれほど悲しくはならない。

　藜に特別な感情を抱いだいているから、これほど悲しいんだ。

　昨日初めて自覚した想おもい。だが本当はずっと前からわかっていたんだ。

　中学生の頃ころから毎年、俺の誕生日には必ず会いに来てくれた。妖魔界から人間界へ物を持って来られないから、誕生日プレゼントは鳥居の近くに咲さいていた花束。高価なものではないけれど、親からもらうプレゼントよりもずっと嬉うれしかった。

　藜の誕生日にも会いに来て欲しいと頼たのんだら、都合のつく限りやってきてくれた。プレゼントは食べられるものがいいと思い、毎年悩なやみ、悪あく戦せん苦く闘とうしながら料理を頑がん張ばった。十代の頃はクッキーやパウンドケーキ。歳を経るにつれて凝こった料理を振ふる舞まえるようになった。喜んで食べてくれる藜を見るのが嬉しかった。

　クリスマスイブやバレンタインデーも、こちらに遊びに来るように誘さそいたかった。誘い文句も考えたんだ。友達は彼女持ちばかりで、でも俺は彼女もいなくて、こんな日をひとりで過ごすのは寂さびしいから独り身の男同士傷をなめ合おうとかおどけた調子で。でもけっきょく、誘えなかった。

　なんだかこれじゃあ、恋こいする女の子みたいじゃないかと思って、後ろめたい気分になったから。

　後ろめたく思う時点で、藜を友達以上に思っている証しよう拠こだ。これで自覚がないなんて、噓だ。

　そう。出会った頃からずっと、俺は藜が好きだった。

　好きで好きで、たまらなかった。

　どうしようもなく惹ひかれていた。藜が来るのを毎日心待ちにしていた。会えた日は気持ちが浮うき立ち、優やさしく微笑ほほえまれると、それだけで胸がときめいて、今日も会えてよかったと幸せになれた。

　でも、俺は自分の身の程ほどを知っている。俺と藜じゃ釣つり合わない。小学生の頃のトラウマもあって恋に臆おく病びようだったから、好きにならないように気持ちにストッパーをかけていた。自己暗示のように、好きじゃないと言い聞かせていた。

　会えるだけで満足しようと、無意識に思っていたんだ。

　でも会えなくなるなんて、これからどうしたらいい。

　大学時代はほとんど会えなかったけれど、実家に戻れば会えるとわかっていたから、寂しくても頑張れた。

　今度は、永遠の決別になるのか。そんなこと、想像したこともなかった……。

「遥人」

　藜が俺の瞳をじっと見つめる。

　宝石の採さい掘くつ人にんが、求めていた石のかけらを土中に垣かい間ま見みたときのような、そんなまなざしを藜はしていた。

　俺の中からなにを見つけようとしているんだ。俺は藜の視線から逃のがれるようにうつむき、坂を下りはじめた。するとこれまでと異なり、地面が岩でごつごつしていた。履はき慣れない草ぞう履りでもあり、俺は滑すべって転んだ。

「わっ」

「遥人！」

　尻しり餅もちをついた俺の横に藜が膝ひざをつく。

「いてて……」

　倒たおれかけたとき、変に力を入れたのがいけなかっただろうか。右の足首を捻ひねったようで、痛い。

「だいじょうぶですか」

「……ちょっと捻ったかな」

　歩けないほどではないと思ったが、体重をかけると痛みを覚えた。そういえば去年捻ねん挫ざをしたのはおなじ右の足首だ。癖くせになっているのかも。

「見せてください」

　藜が俺の右足に両手でふれ、状態をチェックした。それから袂たもとから薬草と包帯をだし、患かん部ぶに薬草を当てた。

　俺の目の前で、銀ぎん髪ぱつが潮風に揺ゆれる。

　静かな波の音。そよ風に葉が揺れる音。空は青く晴れやかで、その下にふたりきり。

　穏おだやかな無言の時間が流れる。

　悲しみは癒いえないが、パニックになっていた心がすこし落ち着いてきたのを感じた。

　藜が俺の足を包帯で固定しながら、ぽつりと言う。

「こうしていると、思い出します。俺もあなたに、こうして手当てしてもらいましたね」

「……うん。藜は切り傷だったよな。結界を抜ぬけるときにケガしたんだったな」

「興味本位でつい足を踏ふみ入れてしまいましたが、そのおかげで、あなたに出会えた」

　藜は包帯を巻き終えると、顔を上げた。

「遥人」

　俺の方が坂の上方にすわっているので、彼が見上げる格好となった。

「天てん狐こになったら、これまでのように人間界に行けなくなること、黙っていてすみません。旅のあいだに、自分の口から言うつもりだったのですが……」

　藜が神しん妙みような口調で言い、俺の表情を窺うかがってくる。

「ほかにも、あなたに伝えたいことがあります」

　藜の静かなまなざしに、やや緊きん張ちようが滲にじむ。

「……なに」

「あなたは以前、人から告白されたことで、トラウマになったということを話してくださいましたね」

「ああ……うん」

　小学生の時、告白してきた女子が転校したという、あれだ。ほかの誰だれにも話していないが、藜には話した覚えがある。

「俺も、安易にあなたに気持ちを伝えて、あなたを傷つけるまねはしたくない。想いを伝えるときは、機を見て慎しん重ちように、と思っておりました」

　藜が片膝をつき、姿勢を正す。

「これ以上機を窺いすぎると、言えそうにないので」

　息を吸い、まっすぐに俺を見る。

「俺の、本当の恋こい人びとになっていただけませんか」

　静かに、しかしはっきりと告げられた。

「あなたを愛しています」

　その真しん摯しな言葉は緊張と情熱を孕はらんで俺を包んだ。

　俺は一いつ瞬しゆん、己おのれの耳を疑った。

　藜の告白は、この数日でなんどか聞いてきた。どれも演技だ。

　これも演技だろうかと、まず疑った。

　しかし、ここにいるのは自分たちと小丸のみ。演技をする必要はないはずだ。

　ということは、演技ではないということになるが……。

「宝ほう珠じゆ探しの旅に誘ったのも、あなたが喜ぶだろうと思ってのことですが、それだけでなく、旅のあいだにすこしでも俺のことを好きになってもらえればと思ったのです。しかし、嫉しつ妬として必要以上にあなたに触ふれたり、暴走してしまい……こんな態度では好きになってもらえるはずがないと毎夜反省しておりましたが」

　切々と想いを語られている最中だったが、俺はどうしても確かく認にんしたいことがあり、口を挟はさんだ。

「あの……好きな人がいるって……振られたって話は」

「あなたのことです」

　即そく答とうされ、俺はうろたえた。

「え、いや、でも。振った覚え、ないけど」

「出会ってまもなくの頃です。ケガが完治し、妖よう魔ま界へ帰る日に言いました」

「それって、十二年も前……それにしても……」

　出会ってまもなく、告白されただろうか。記き憶おくを探るが、思いだせない。当時のことはよく覚えているはずなのだが。

「そのときも、好きだって言ってくれた？」

「俺と契ちぎってくださいと言いました」

「ちぎって……」

　俺は絶句した。

「思い出してくださいましたか」

「いや……ごめん……。八歳で契ってくれって……？」

「妖よう狐この告白の、常じよう套とう句くです。しかしあなたは俺の告白には答えず、目の前にあった紙を破ってみせたのです。告白されて紙を破くのは、拒きよ否ひの意味」

　思いだした。たしかにそんな出来事があった。

　突とつ然ぜん、ちぎってと言われたんだ。机の上にメモ用紙があったから、それをちぎって欲しいという意味かと思って、一枚ちぎったんだ。

「それは……俺、契るの意味がわからなかったんだよ……」

　俺は十三歳。かたや藜は八歳である。告白されているだなんて、思わないじゃないか……。人間は告白するときに「契る」なんて言いまわしはしないしさ……。

「思いだしたよ。俺、それが妖狐流の告白だと気づかなかったんだ……」

「そうだったのですか」

　藜が驚おどろいた声を上げた。

「俺は、振ふられたわけではなかったと……？」

　振られたって話は、そのことだったのかよ……。

　俺は脱だつ力りよくしつつ頷うなずいた。

「振ったつもりはないよ」

　そう言ってから、事実に気がついた。

「てことは……藜、そのときから俺のことを……？」

「はい」

　よどみのない返事に、胸がざわめく。

「数年経たっても諦あきらめきれず、もういちど想おもいを伝えたかったのですが、あなたの重荷になるのではと考えると、なかなか口にできませんでした」

　俺が語ったことで、彼をためらわせていたとは夢にも思わなかった。

「そうか……」

「言葉にできない代わりに、態度で伝わればいいと思っておりました」

「うん……すごく、優やさしくしてくれたよな……」

　彼のまなざしが熱っぽくて、それが移ったように俺の頰ほおも熱くなる。

「返事を聞かせていただいてもよろしいですか」

　藜の声に熱意が増す。

　俺も藜が好きだ。本当の恋人になれたらいいと思う。

　そう返事をしようと思ったが、その前に思い出した。俺たち、あと数日でお別れなんじゃなかったか。

「でも……藜、人間界に来られなくなるんだろう？」

　藜が慎重に口を開いた。

「あなたが、こちらに来ていただくことはできませんか」

「それって、藜がちょこちょこ俺のところに来てくれたみたいに？」

「いえ。できれば、いっしょに暮らしたいと思っているのですが」

「いっしょに……？」

　それはつまり、俺も妖魔界に住むということか？

「えっと……それは……」

　さすがに即答できることではなく、口ごもる。

「無理ですか」

　俺のためらいを察し、見上げてくるまなざしが切なそうな色を帯びた。

　そんな、捨てられそうな子犬みたいな顔をしないでくれよ。

　藜が視線を落とし、そっと俺の手を取る。

「俺は、あなたと暮らせたら夢のようです」

　そう言って、手の甲こうにくちづけた。

　わあ、なんてまねをするんだ。

　俺は爆ばく発はつ的てきに顔が熱くなるのを感じた。そしてその瞬しゆん間かん、ためらいを捨てた。

「わかった」

　藜の目を見て、告げる。

「俺、藜と暮らす。ここに住むよ」

　本当は、すこし考えさせてほしいと言うつもりだった。だが考えさせてほしいというのは、覚かく悟ごするための時間がほしいというだけのことだ。

　俺は藜が好きで、離はなれたくないんだ。つまり答えは出ている。

　俺の返事を聞いた刹せつ那な、藜が目を大きく開けて見上げてきた。期待に満ちた瞳ひとみ。

「よろしいのですね」

「うん」

「……よかった……」

　彼は安あん堵どしたように呟つぶやくと、顔中に喜びが広がるように華はなやかな笑えみを浮うかべた。そして俺の手を強く握にぎりしめる。

「遥人も、俺とおなじ気持ちだと思ってよろしいのですね」

　俺ははにかみながら頷きかけた。そのとき、俺たちの頭上に中丸がぽんと姿を現した。

「弁当っス。お届けに来たっス！」

　中丸は風ふ呂ろ敷しき包づつみを抱かかえていた。それを藜に差しだそうとしたが、藜の殺気を感じて後ろへ飛びすさった。

「あ、もしかしてお邪じや魔まっスか？」

「……その通りだ。現れるときはもうすこし気を遣つかえ」

　藜が不ふ機き嫌げんをあらわにして、乱暴に風呂敷を取りあげた。

「申し訳ないっス。すぐ退散するっス！　あ、でも」

　中丸が俺を見て飛んできた。

「遥人様、ぱねえっス！　今日もエロいっス！　俺を食う気っスね！」

　手を伸のばし、尻尾しつぽを撫なでてやると、中丸はアフンと言って腹をだした。

「中丸。もう消えろ」

　藜が鋭するどく睨にらんだら、中丸は怯おびえた顔をして姿を消した。

　藜は中丸が消えた空中をしばらく睨み、それからため息をついて俺へ顔を戻もどした。

　中丸のせいで、先ほどまでの甘い空気はかき消えていた。藜が諦めた顔で風呂敷を岩場に下ろした。

「……食事にしましょうか」

「ハハ……そうだね」

　中丸が持ってきた弁当は妖よう兎とが作ってくれたようで、おにぎりと煮に物ものが木の弁当箱に入っていた。

　俺たちは並んですわり、海を眺ながめながら弁当を食べた。

　俺は藜の告白で頭がいっぱいで、弁当の味などわからなかった。宝珠探しのことも、頭から抜ぬけてどこかへ行ってしまっていた。

　食べ終えたあとも海を眺めながら藜とのことを考えていたら、ふと、海の変化に気づいた。

「なあ。海、光ってないか」

　陽ひが傾かたむき、光の加減が変わったら、海の水面が宝石のようにきらきらと輝かがやきだしたのだ。

　藜に抱えられて波打ち際ぎわまでいき、空中から海の中を見ると、見たことのない小魚がたくさん泳いでいた。その背びれが日光を反射してきらめいていた。

「きれいだな……」

「ええ……様々な色に光って……」

「あ。あれってなんだ？」

　小魚の輝きとは微び妙みように異なる光が海の中に見えた気がして、指を差した。

「どれです？」

　しかしその光はすぐに見えなくなった。

「あれ……ごめん。気のせいだったかな」

　反射の加減で、違ちがうように見えただけかもしれない。そんなことはすぐに忘れ、美しい光を眺め続けた。

「なあ。ここって、香炉？」

「そのはずです」

　俺たちは顔を見合わせた。

「古書の、五色の玉って……これじゃないよな……？」

「おなじことを思っていました。これのことかもしれませんね」

　この海岸に宝ほう珠じゆはなさそうな気がしてきた。

「でも、綺き麗れいなものを見られてよかった……」

　こんな素す敵てきな海岸で、好きな人から告白されて、一生忘れられない思い出ができた。










　しばらく海岸で過ごしたが、宝珠らしきものは見つからなかった。

「どこに行ったんだろうなあ」

　そもそも妖兎族の縄なわ張ばりにあるのか。香具羅からの情報は西の方角というだけだったのだ。

「妖兎族の縄張りよりずっと先に飛んで行っちゃったのかな」

「ここより先というと、竜りゆう族のいる沼ぬまがありますが」

「竜族か……」

　香具羅の話だと、天てん狗ぐたちは宝珠のことを竜の首の玉と呼んでいる。そして玉兎の古書にも、龍たつ云うん々ぬんと書かれていた。

「竜が関係するのかな……でも妖よう狐この言い伝えには、竜は出てこないんだよな」

「ええ」

「ええと、なんだっけ、あの古文」

「日は香炉を照らして五光を生ず。遥はるかに看みる波の底。霊れい雨う其それ君に零おつ。瓊けい玖きゆう出いでて願い叶かなうなり」

　いちど聞いただけでは覚えられなかった謎なぞの古文を暗唱してもらい、俺はおさらいした。

「香炉に五光。波の底。これはやっぱりこの海岸っぽいよなあ。でもそのあとの霊雨……霊雨ってなんだろ？」

「恵めぐみの雨という意味では」

　俺、小説家なのに、妖狐の藜に言葉の意味を教えてもらうって、どうなの。恥はずかしいことだが、ひとまずそれは置いといて、だ。

「言葉通りなら……宝珠が出現する時期は、久しぶりに雨が降ったときなのかな？」

「そういえば俺が光を目もく撃げきした日も、ひと月ぶりに雨が降った日でした」

「じゃあ、雨が降るのを待てばいいのか？」

「その前に日照りが続かないと恵みの雨になりませんが」

「そうだな……」

　しかし日照りが続くのを待つほどの猶ゆう予よは俺たちにはない。

「竜と雨も関係が深いですが……玉兎からの情報を待ってから、今後どうするか考えたほうが賢けん明めいでしょう」

　正直、いまの俺は宝珠探しよりも今後の藜とのことで頭がいっぱいになっているので、むやみに動くよりもここに滞たい在ざいしてじっくり考え事にふけるのも悪くないと思ったりする。

　宝珠について藜と話しながら玉兎の屋や敷しきに戻ってくると、出かけようとしていた妖兎の若者たちと鉢はち合あわせした。彼らは俺を見るなり興奮した面おも持もちで駆かけ寄ってきた。

「宝珠を見つけると、遥人様といいことができるとお聞きしました！」

「絶対見つけます！」

「待っていてくださいね！」

　いいことって……どんな噂うわさが広まっているんだ？　俺はそんなことを了りよう承しようした覚えはないんだけど。

　若じやつ干かん不安になりながらも、無む邪じや気きに手を振ふって出かけていく彼らを見送った。

　部屋へ戻ると、なんだかものすごく藜を意識してしまった。

　俺ははっきり言葉にして「好きだ」と言ったわけではないけれど、藜といっしょに暮らすと言ったのだから、好きだと言ったも同然。気持ちは伝わっている。

　夜になったらどうしよう。

　昨夜は布ふ団とんを二組並べて寝ねたのだが、朝方まで眠ねむれなかった。

　今夜はさらに、眠れない気がする。

　視力のほうは、朝キスをされたので、まだだいじょうぶだが、もし寝る頃ころにキスすることになったりしたら……どうなってしまうだろう。

「遥人。それほど硬かたくならずに」

　俺が硬くなっていることに気づいたようで、藜が苦笑交じりに優やさしく声をかけてきた。

「俺は玉兎のところに行ってきますので。中丸も置いていきます」

　藜は宝珠探しの状じよう況きようを聞きに、部屋から出て行った。

「遥人様！　お茶をお持ちするっス！」

　姿を現した中丸が、さっそく賑にぎやかに動きまわり、俺にお茶を持ってきてくれた。

　俺はありがたくそれをいただいた。

「遥人様！　今度こそ、俺をしっかりモフるっス！」

　中丸が俺の前で仰あお向むけに寝転ぶ。撫でてやると、「うひょー」と嬉うれしそうな奇き声せいをあげた。

　それを見た小丸も隣となりに寝そべる。

「中丸、ずるいでしゅ。遥人様の係は小丸なのでしゅ」

「てやんでい！　役に立つもんが褒ほう美びをもらえるんでい！」

「遥人様、小丸も、もふもふ」

「あー、はいはい」

　小丸も撫でてやる。

「藜はあまり撫でてくれないのか？」

「しないっス！　してくれないっス！　どれほどがんばってもご褒美をくれない藜様は鬼き畜ちくっス！　あ、いや、いまのは冗じよう談だんっス。優しいご主人っス」

　憤ふん慨がいした中丸だが、言い過ぎたと思ったようで訂てい正せいしていた。

　両手で二匹ひきを撫でてやりながら、俺は藜とのことを考えた。

　海辺では、藜と離はなれたくない一心で、いっしょに暮らすと言ってしまった。だが妖よう魔ま界で暮らすことを冷静に考えると、ちょっと不安になってきた。

　国際結けつ婚こんして地球の裏側へ行く、というのとは訳が違うのだ。

　やっぱりすこし考えさせてなんて、いまさら言えない。

　考える猶予をもらえたところで、あと二日しかないわけだし。

　妖魔界で暮らすことを断ったら藜とお別れになるのだろうから、それが嫌いやなら覚かく悟ごを決めるしかないのはわかっているが……。

　気がつけば使し役えきたちは俺の手から離れ、二匹でじゃれあっていた。

「遥人様、どうしたでごじゃりましゅか」

　俺の視線を受けて、小丸が尋たずねてきた。

「うん……。妖狐族は、人間が怖こわいんだよな」

「あい」

「もし俺が、妖魔界で暮らすなんて言ったら、どうなるかな」

「みんな、怯おびえるでしゅ。大変なことになりましゅ」

「だよなあ」

　俺自身が不安なだけでなく、妖狐たちも不安だし嫌だろうな。

　中丸が驚おどろきで目を丸くした。

「ぱないっスよ！　みんなうどんにする気っスか！」

「しないよ。仲良く暮らすつもりだよ」

「暮らすっスか！　決まりっスか！」

「うーん……そういう方向ではあるけれど……」

　小丸が俺の膝ひざに飛び乗った。

「難しいでしゅ。でも、平気でござりましゅよ。遥人様なら」

「なんで俺なら平気なんだ」

「小丸、遥人様のこと、よく知らないでしゅ。でも、藜様が選んだ方でしゅから。だからだいじょうぶでござりましゅ」

　そう言われると、希望も見えてくる。しかしそれだけでは不安を払ふつ拭しよくできない。

　どうしたものか。小丸を撫なでながらぼんやりしたとき、天てん井じようのほうから音がした。

　バキッという大きな音。続けてミシミシと建物が揺ゆれたかと思うと、部屋の半分ほどの天てん井じよう板いたが吹ふき飛んだ。

「うわ」

　木き屑くずがばらばらと落ちてくる。とっさに頭をかばい、立ちあがった。

　青空が見える、ということは屋や根ね瓦がわらも飛んだようだ。そこから誰だれかが降りてきた。

　小丸と中丸が俺の前に立ち、毛を逆立てて警けい戒かいする。

　降りてきたのは、綺き麗れいな女性だった。白はく髪はつで細ほそ面おもてということは、妖狐だろうか。足元にはちいさなキツネが一いつ匹ぴき。使役だろうか。ぼんやり見とれていたら、庭のほうから障子を開けて藜がやってきた。そのあとから妖よう兎とたちもわらわらとやってくる。

　藜は俺をかばうように立ち、美女を睨にらむ。

「なにをしに来た」

「あなたが駆け落ちしたという噂を聞いたから、やってきたのよ」

　美女の視線が俺に注がれる。

「その人間が相手？　男じゃない。本気じゃないんでしょ」

　藜は無言で、まっすぐに美女を見つめる。その視線で悟さとった美女が、唇くちびるをかむ。

「どこがいいのよ」

「他人の家の屋根を破は壊かいしないところだな」

「おもしろくないわね」

　美女が不ふ愉ゆ快かいそうに藜を睨む。

「くだらない遊びなんかしてないで、帰るわよ。そして私と婚こん約やくするの」

「遠えん慮りよしておく」

「……私が誰よりあなたにふさわしい相手よ。誰もが認めてる。私と結婚することは、妖よう狐こ族のため。そうでしょ」

「いいや。一番肝かん心じんの、俺が認めていない」

　双そう方ほうが睨みあう。

「あなたが駆け落ちなんて言いふらしてるから、妖狐族に異変があるとあちこちから嗅かぎ回られてるのよ。わかってるでしょ。さっさとやることしなさいよ」

「おまえに指図される覚えはないな。俺が本気で怒おこる前に帰れ」

「なによ……」

　藜の語調がすこし和やわらぐ。

「おまえのことは、きらいじゃない。好きでもないがな。いまのおまえは名めい誉よに目が眩くらんでいるだけだろう。いずれ目が覚めたとき、後こう悔かいするぞ。すこし頭を冷やせ」

　そのとき、どたばたと乱入する者があった。

「藜様ぁあっ！」

　爺じいやだ。藜の前でひれ伏ふす。

「わたしは藜様の味方でございます。しかしながら今回はお庇かばいすることはできませぬううっ」

　さらには見たことのない妖狐が何人も乱入してきた。

「那都希様！　乱暴はいけません！　そのようなことだから藜様も──」

「きっと藜様は、那都希様におしとやかになってほしくて、このようなことを──」

「藜様、さあ、とりあえず城へ戻もどろうではありませんか」

「藜様、玉兎様は──」

　外野が多すぎる。これ、収しゆう拾しゆうつくのだろうかと様子を窺うかがっていると、俺の背中をつつく者がいた。

　ふり返ると、老妖兎がいた。

「遥人様は、席を外されたほうがよろしいかと」

　俺も、妖力の使えない人間がここにいるのは危険な気がする。藜は爺やや美女と言い合っている最中だ。小丸と中丸は美女の連れてきた使役を威い嚇かくしている。俺は老妖兎に促うながされてこそこそと廊ろう下かへ向かった。

「おおう、遥人様がお近くに」

「人間の香かおり……いい香りじゃ」

　しかしそちらには野次馬の妖兎たちがうじゃうじゃいて、俺が近づくと興奮して騒さわぎだした。

「ちょっとあなた、逃にげる気!?」

　こっそり抜ぬけ出すつもりだったのに、美女に気づかれてしまった。しまった、と足を止めた瞬しゆん間かん、美女が俺へ向けて腕うでを伸のばした。すると突とつ風ぷうが音を立てて俺に襲おそいかかった。

「っ！」

　そのときの俺は藜から離れていた。小丸や中丸とも離れていた。そのため藜の対応は間に合わず、俺は吹き飛ばされた。

　俺の周りにいた妖兎たちも飛ばされ、壁かべに激げき突とつする。

　背中から後頭部にかけて強い衝しよう撃げき。息ができず、畳たたみに頽くずおれる。

「遥人！」

　藜に抱だき起こされるが、返事をする余よ裕ゆうはない。息はできるようになったが、めまいがする。

　藜がふり返り片手を上げた。とたん、美女が悲鳴を上げた。

「那都希様！」

　妖狐たちがざわめいている。顔を上げてそちらを見ると、美女がうずくまっていた。藜がなにかしたのかもしれない。

「あ、藜様、これはさすがに……」

　藜が俺を抱きかかえながら、ゆっくりと立ちあがる。

「この人に手をだした報むくいだ。この程度で済んで、命拾いしたと思え」

　妖狐たちを見まわし、藜のものとは思えない低い声で告げる。

「おまえたち全員、那都希を連れて帰れ」

　妖力やら気配やらにとんと疎うとい俺でも、藜の身体からだから尋じん常じようでない怒いかりのオーラが漂ただよっているのがわかった。よくよく見れば、藜の周囲の空気が、ほのかに赤く発色している。これは妖力が滲にじみだしているのだろうか。

　妖狐たちがうろたえる。すぐさま顔を見合わせて頷うなずきあう。

　美女がよろよろと立ちあがった。どこかダメージを受けているようだが、見た目からはわからない。

　お供らしき妖狐が彼女の身体を支えようと手を伸ばしたが、邪じや険けんに振ふり払はらった。

「藜……」

「那都希様、帰りましょう。帰ってケガの手当てを」

「わ、私は──」

「言いたいことはおありでしょうが、ひとまず、ひとまずです……！」

　美女はなおも訴うつたえようとしていたが、複数の妖狐に身体を抱かかえられ、飛び去っていった。爺ややほかの妖狐たちも藜に一礼してあたふたと引き返していった。

　俺は彼らを見送ると、緊きん張ちようの糸が切れたように意識を手放した。










　目が覚めると、俺は布ふ団とんに寝ねていた。枕まくら元もとには藜がおり、あぐらをかいた姿勢でうたた寝をしている。小丸と中丸の姿はない。

　辺りは暗い。

　背中が痛むが、動けないほどではない。俺はそっと身体を動かし、身を起こした。

　先ほどの出来事が思い出され、自然とため息が漏もれる。

　藜と妖よう魔ま界で暮らすのって、前ぜん途と多難そうだよな。

　俺と藜がそう決めたって、周りが簡単に納なつ得とくしそうにない。

　小丸がだいじょうぶだと言っていたように、根気よくふたりの気持ちを伝えていけば、いずれ認めてもらえるのだろうか。

「難しそうだな……」

　ひとりで悩なやんでいても、どうしようもなさそうだ。

　藜が目を覚ましたら、俺の気持ちを打ち明けよう。俺も好きなのだときちんと言おう。その上で、妖魔界に移住するのは不安であること、すぐに覚かく悟ごは決められないことを話し、今後、どうしたらいいかいっしょに考えていこう。

　そう決めたら気持ちが楽になった。抑よく圧あつしてきた感情をようやく解放し、気持ちを伝えることができる。そう思うだけで幸せな気分になれた。

　気持ちを伝えるのは慎しん重ちようにしなければならないと思ってきたが、慎重にしすぎるのもよくないのかもしれないなと、今回のことで思った。じつは両思いだったのに、相手に気を遣つかって言えなかったんだ。これでもし俺が壁にぶつかった拍ひよう子しに死んでたりしたら、俺、成じよう仏ぶつできそうにないぞ。

　藜が目覚めたら、なによりもまっさきに、気持ちを伝えたい。

　藜はまだ眠ねむっている。彼が起きる前にトイレに行っておこうと思い、俺はひとりで部屋を出た。

　ひとりで行動するのはやや不安なので、急いで廊下を進む。でも右足が痛むので時間がかかった。

　妖狐は引き上げただろうし、妖よう兎とたちも、俺に手をだしたら藜が黙だまっていないことを知っただろうから、だいじょうぶだとは思うのだが。

　一いち抹まつの不安を抱えながら用を済ませ、さあ部屋に戻ろうというとき、視界がぼやけた。

「あー。そんな時間か」

　妖力が切れたか。

　よりによってひとりきりのときに、ついてない。とはいえ誰だれかを呼ぶほどのことでもない。ぼんやりとした視界と記き憶おくを頼たよりに、俺はそろそろと歩みを進めた。

　廊下をまっすぐ進むだけなので道に迷う心配はないのだが、部屋の扉とびらがどれもおなじに見えるので、どれが俺の部屋だったか。心こころ許もとない足取りで進んでいくと、暗い廊下の先に人ひと影かげが見えた。

　誰だろう。近づいていくと、髪かみが銀色っぽいことがわかった。ということは妖よう狐こだ。

　藜、だろうか。体形も藜っぽいが……。向こうもこちらに気づいてするりと近づいてくる。

　さらに近づいてみると、髪の色は銀ではなく白だった。ということは藜ではない。では、誰だ。

　警けい戒かいし、身体に力を入れたとき、俺の周囲に複数の男が現れ、素す早ばやく俺を拘こう束そくした。

「なにす──」

　声を出そうとしたら、急に口が開かなくなった。妖力だろうか、手足を動かすこともできなくなった。

　男のひとりが俺を担ぎ上げると、素早く外に出て空を飛んだ。

　俺は助けを呼ぶこともできず、拉ら致ちされてしまった。










　長い飛行は夜明けまで続き、やがてたどり着いたのは白く大きな建物だった。俺の記憶とぼんやりした視界とを照合すると、藜の父のいる城と思われる。

　城内へ入ると、複数の妖狐が待ち構えていた。

「急げ。藜様が追いつくぞ。そこまで来ている」

　俺を担いできた者がそう言って力ちから尽つきたように倒たおれた。リレーのように俺を担ぐ者が途と中ちゆうで何度か替かわっていて、この男でたしか五人目だったはずだ。

「細工したのではなかったのか。五人がかりならさすがに藜様も敵うまいと言っていたではないか」

「眠らせることには成功したが、俺たちの妖力では、長時間は無理だ」

　彼らの話によると、藜が眠っていたのは術をかけられていたらしい。しかし追いかけてきているようだと知り、すこしほっとする。

　俺の身体はべつの者に運ばれた。

「ご苦労」

　運ばれた先には、藜の父親が待っていた。最初に面会したときとおなじ、広い部屋だ。

　部屋の奥にすわっているので顔はぼんやりしているが、声で父親だとわかった。

　俺を誘ゆう拐かいしたのは藜の婚こん約やく者しやか、それとも政敵かと考えていたのだが、父親だったのか。

「手て荒あらなまねをしてすまなかった」

　俺の手足と口が自由になり、畳に下ろされた。

「そなたに聞いてほしい話がある。そこにすわってくれるか」

　部屋には複数の妖狐がすわっていた。控ひかえの者とは違ちがい、父親の近くにすわっていることから、身内か重臣かもしれない。藜の婚約者らしき美女の姿もあった。

　抵てい抗こうできない空気を感じとり、その場に腰こしを下ろそうとしたとき、背後の扉が乱暴に開いた。

「遥人！」

　藜だ。彼は俺の下もとへ急いで駆かけ寄った。

「だいじょうぶでしたか」

　藜の父親──天てん狐こが声をかける。

「遅おそかったな。もっと早く来ると思っていたが」

　藜が俺をかばうようにして天狐に顔を向けた。

「父上、遥人をどうするつもりですか！」

「その人に、すこし聞いてほしい話があってお連れしただけだ。おまえ、天狐になることは話したか？」

「話しました」

「そうか。そのことについて、私からも話しておきたいと思ったのだ。話も聞けないということはあるまい？」

　藜が黙る。

　天狐の顔が俺のほうへむけられた。

「さて。話というのは私のことだが、いいかな。私は現在、妖力が急速に衰おとろえている」

　俺たちがその場にすわると、落ち着いた声で話しはじめた。

「病ではない。原因はわからないが、妖力の衰えがいっこうに回復しないのだ」

　そう聞いても、俺としては「そうなんだ」ぐらいの感想しかない。ぼんやりとした俺の反応を見て、天狐が付け足す。

「人間のそなたにはわからないだろうが、大変なことなのだ」

　妖力は生まれたときから備わっているもので、努力や加か齢れいなどで変化するものでもないという話は藜から聞いていた。

　それなのに、妖力が衰えているという。

　妖力なんてものを持たない人間の俺にはピンとこないが、わざわざ拉致までして話そうというのだから、相当深刻なのだろう。人間で言ったら末期癌がんだとか難病だとか、そんな感じなのだろうか。でも病気じゃないんだよな。

「妖力が衰えたことは、一個人としてはさほど大きな問題ではないのだが」

　天狐はそこでいったん話を切り、小首をかしげた。

「藜はそなたに、こちらの世界の種族の話などをしたかな」

　いきなり話が飛んだ気がして、俺は目をぱちくりさせつつも頷うなずいた。

「はい。天てん狗ぐや妖兎、妖よう狸り、竜りゆう……そのほかにもいろいろいると聞いています」

「そう。大まかに分けて八種族ほど。その勢力関係は拮きつ抗こうし、均きん衡こうを保っている」

　天狐は頷き、妖魔界についての話を続けた。

　八種族は、人間界の国家間の関係とおなじように、仲がいいグループがいれば悪いグループもいたり、仲は悪いけど利害は一いつ致ちしていたり、いろんなパワーバランスがある中で、平和を保っているという。

「八種族の勢力関係には様々な要素が絡からんでいるが、族長の妖力の強さもそのひとつだ。つまり、私の妖力が弱ったことで、妖よう魔ま界のバランスが崩くずれてしまう」

　中年の持病話のようなものが、にわかに大きな話になってきて、俺はこれまでとは違う緊きん張ちようを覚えつつ耳を傾かたむけた。

「私の妖力が弱ったことが他種族に知れたら、大変なことになる。過去、戦争に発展したこともある。それだけでなく、妖狐族の中でも派は閥ばつの対立が生じ、権力争いを起こして自じ滅めつしかねない。いずれにせよ妖狐族が弱体化することは目に見えている。現在箝かん口こう令れいを敷しいているが、徐じよ々じよに漏もれつつある。なので早急に、藜に代だい替がわりをしなくてはならない」

　天狐はちらりと藜の婚約者の方へ顔を向け、それから俺に顔を戻もどした。

「そしてな。天狐になるには、跡あと継つぎをなさなくてはならない。当然跡継ぎはぼんくらではいけない。いま言ったように妖狐族を守れるだけの器を持つ者、妖力の高い者である必要がある。妖力の高い子を作るためには、妖力が高い者同士が伴はん侶りよとなる必要がある」

　天狐がゆっくりと息を吸い、そして諭さとすような口調で言う。

「わかるか。円えん滑かつに速すみやかに、一同が最も納なつ得とくする形で藜が代替わりするには、藜の婚約者が人間では、ちとまずいのだ」

　天狐が話を終えた。

　俺は、藜の婚約話は、妖狐族内での派閥やら親しん戚せきづきあいやら、あくまでも身内の、内輪もめに近いものという見方をしていた。

　まさか、戦争なんて言葉が飛び出てくるとは夢にも思っていなかった。

　藜は、俺が思っていた以上に大変な立場だった。

　代替わりと婚約という話は、とても大変な問題を孕はらんでいるのだと知り、言葉が出ない。

「父上。大げさに言って、それでは脅おどしです」

「なにが大げさだというのだ。私は事実を言ったし、可能性についても、過去に実際にあった事例だろう」

「父上の妖力については、俺が天狐を引き継げばよいだけのこと。婚約の話は、それとはべつの話です」

「那都希といっしょになれば、妖狐の二大勢力が合がつ併ぺいされる。妖狐族の結束力も高まり──」

「ご託たくはけっこうです。そのような、妖狐の内々のことは、婚約しなくてもほかに手があるでしょう。父上は、自分が好きだった人の娘むすめを俺といっしょにしたいだけでしょう。それから那都希」

　藜は父親をぎょっとさせる発言をし、間かん髪はつ容いれずに婚約者へ声をかける。

「自分に容よう赦しやなくケガを負わせる男と、結婚したいか」

　那都希の返事を聞く前に、藜はさらに言う。

「俺はおまえを愛せない。いつか気持ちが傾くと思っているかもしれないが、それはない。一生、自分を愛そうとしない相手といっしょになって、おまえは幸せか」

「……私は……」

「おまえが固こ執しつするのは、天狐だろう。俺が天狐にならないと言っても、俺がいいと言えるか？　俺のなにを知っている？　個人的な好みや性格、どれほど知っている？　さあ、言ってみろ」

「…………」

「言えないだろう。俺も、おまえのことはなにも知らない。知らない女と婚約などできない。俺の言っていることは、間ま違ちがっているか？」

　那都希はなにも言えなくなったようで、悔くやしそうに藜を睨にらみながらも口をつぐんだ。

　場がいったん静まったところで、天狐が落ち着いた声をだした。

「遥人殿どの。藜がわめいたところで、事態は変わらぬ。人間に対する妖よう狐この不安は強い。たとえ藜といっしょになれたとしても、誰だれも祝福してくれぬ。嫌いやがらせもあるかもしれぬ。これほど反対されても、まだ藜といっしょになるつもりはあるか？」

　俺に視線が集まる。

　俺は、藜が好きだ。

　天狐たちにひとりで反論している藜を見ていると、なんとか援えん護ごしてやりたいとも思う。だがはたして、それが藜にとっていいことなのか。

　俺の存在は、藜のためにはならないんじゃないか。

　俺は人間で、しかも男だ。跡継ぎなど産めない。妖魔界に来ても、妖狐たちからは孤こ立りつするだろう。そんな相手が伴侶では、藜も一族のトップとしてやりにくいのではないだろうか。

　藜の幸せを思うなら、俺は身を引くべきじゃないか。

「俺は……」

　もし、恋こい人びと役という立場だったら、俺は藜が好きでいっしょにいたいと言い募つのったかもしれない。だが本当に好きだと気づいてしまったいまでは、妖狐族の事情を知っても、それでもいっしょにいたいとは、言えない。とても言えない。

　俺は大きく息を吸い、そして口を開こうとしたが、言えずに息を吐はきだした。

　天狐が俺を見つめているのがわかる。よく見えないが、きっと観察されている。

　隣となりで、藜も俺を見ている。

　俺は唾つばを飲み込み、心を奮い立たせ、再度、息を吸う。そして、告げた。

「俺は……恋人役を、頼たのまれただけなんです」

　すみません、と俺は頭を下げた。

「初対面のとき、人間が恋人なんて信じられないとおっしゃっていたでしょう。爺じいやさんからも、怪あやしいと聞いているのではないでしょうか。その通りなんです。俺たち、恋人じゃないんです」

　頭を下げたまま、藜に告げる。

「藜、ごめん。恋人役、降りるよ」

「遥人……？」

「俺、お父さんのおっしゃるとおりだと思う……藜は那都希さんのこと、愛せないと言うけど、いっしょにいるうちに情が湧わくかもしれない」

「……那都希といっしょになれ、と……？」

　愕がく然ぜんとしたかすれ声。

　俺は顔を上げられず、ただ頷いた。

「あなたの本当の気持ちはどうなのですか。いっしょに暮らしてくれるとおっしゃったではないですか。あれは……俺とおなじ気持ちではないのですか。父に言われたことは気にせず、本当の気持ちを教えてください」

「だから……友達、だよ。それ以上じゃない……。必死に告白されて、かわいそうになって、つい、いっしょに暮らしてもいいと言っちゃったけど、後こう悔かいしてたところ。やっぱり無理って……いつ切りだそうかと思ってた」

　本当はこんなことを言いたくない。俺は声が震ふるえそうになるのを必死に堪こらえ、冷たい口調になるように努めた。

「宝ほう珠じゆ探しも、もうおしまいでいいから……日本に帰してくれないかな。行く先々で襲おそわれて、懲こり懲りだよ」

　これで別れたら、もう会うことはないかもしれない。

　そう思ったら、好きだと伝えたい気持ちがこみ上げてきたが、それは心の底に抑おさえつけた。いま俺がそんなことを言ったら、俺への未練が藜の中に残ってしまう。すっぱり俺のことは忘れてくれたほうが、きっと藜は幸せになれる。　>>>♥

「……遥人。顔を上げてください。俺の顔を見て、好きじゃないと言ってください」

　言われて俺は顔を上げた。

　藜の顔を見たら泣いてしまうかもしれないと思ったが、幸いにもはっきりと見えない。

「……好きじゃない」

　藜が無言で俺を見下ろす。

　藜がどんな顔をしたかわからない。きっと傷つけただろうと思う。

　俺たちのやりとりを見ていた天狐が声をかけてきた。

「誰か──紗しや綾あや。結界まで送ってやりなさい」

　やけに優やさしい声だった。

　それを受けて、ひとりの男が立ちあがったが、藜が手を振ふった。

「俺が送りますから、けっこうです」

　だがそれに対し、俺は拒きよ否ひした。

「いや……その方に、お願いします」

　これ以上藜のそばにいると、泣いてしまいそうだったから。

　俺が紗綾と呼ばれた者に抱かかえあげられるのを、藜は黙だまって見ていた。彼の拳こぶしがきつく握にぎりしめられているのがぼんやりと見えた。

　最後に、藜の顔をしっかり見ておきたいと思ったが、しっかり見るにはキスしてもらわないといけないし、泣きそうだったので諦あきらめるしかなかった。

　紗綾が部屋から出て、城から飛び立つと、俺の涙るい腺せんの堰せきが切れたように涙なみだが止まらなくなった。

「遥人殿……」

　結界に降り立っても俺が泣き止やまないので、紗綾が心配そうに声をかけてきた。

「いいんですか……」

　俺は泣きじゃくりながらどうにか頷うなずき、日本へ帰してもらった。

　紗綾とは赤い鳥居の前で別れた。

　視界がぼやけてはいるが、慣れた道のりであり、家までは歩いて帰れる。

　これでよかったんだ。

　そう。きっと、これでよかった。

　そう言い聞かせながら、俺は泣き続けた。
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　寒い。

　天気予報によると今夜は雪が降るらしく、室内にいても寒くて凍こごえそうだった。こたつのスイッチは入れたが、部屋の空気が寒い。エアコンも入れたらいいのだろうが、リモコンに手を伸のばす気力がない。こたつに潜もぐっていると、電話が鳴った。

　電話は手を伸ばしたら届いた。

「もしもし」

　電話を取ると、担当編集者だった。

「その後、どうですか？　世界観やキャラが決まらないということでしたが」

「あー、はい……あいかわらずです……」

　俺の受け答えは非常に歯切れの悪いものとなった。

　なにしろ日本に戻もどってからひと月経たつというのに、次の作品の構想がひとつも進んでいない。

「だいじょうぶですか」

「はあ」

　俺の腑ふ抜ぬけた返事に、編集者も不安げな間を置いた。

「ええと。井上さんは、いま、なにに一番興味がありますか」

　なにに興味があるか。

　興味があるのは、藜だ。このひと月、藜のことしか考えていなかった。考えないようにしようと考えてばかりいた。

「これと言って……。強しいて言えば、キツネでしょうか……」

「キツネですか。動物の？」

「はあ」

「では、キツネを題材にした物語とか。ファンタジーな感じでどうでしょう」

「そうですね……。ちょっと、散歩でもしながら考えます」

　俺は電話を切り、こたつ布ぶ団とんに顔を埋うずめた。

　なにもやる気が起きない。

　藜のこと以外、考えられない。

　藜に会いたい。

　俺は首にかけていた御お守まもりを手に取った。

　藜からもらった御守りだ。それを唇くちびるに押し当て、溢あふれそうになる想おもいを堪えた。

　日が過ぎればこの気持ちも落ち着くだろうと思っていたが、いっこうに気持ちが冷めることはなく、むしろ日ごとに会いたい欲よつ求きゆうが増している。

　あのとき、俺は藜を好きじゃないと言った。

　俺は選せん択たくを間ま違ちがっただろうかと、自問が続く。

　藜は好きだがいっしょになるのは無理だと、本心を正直に話していれば、未練を断ち切れただろうか。

　正直、俺はあの場の空気にビビっていた。

　まだ好きだと自覚したばかりで、いっしょに暮らす覚かく悟ごすらできていないというのに、妖よう魔ま界のバランスだの戦争だの、大きな話を持ちだされては、怖おじ気づくなと言うほうが無理だ。

　それでも勇気を出して好きだと宣言していれば、天てん狐こも考えてくれただろうか。

　俺は、告白という行こう為いは自分本位だと思っていた。だが相手のことを考えてあえて告白しないという選択も、場合によっては自分本位でしかないのかもしれない。どういう選択をしたらよかったのか。なにが正しいのか。難しい。

　考えても答えは出ない。

　なんでもいい。とにかく俺は、藜に会いたいんだ。

　会いたい。会いたい。

　藜に会いたい。

「……だめだ」

　藜が足りない。

　このままでは俺は、藜不足で死んでしまいそうだ。

　俺はがばりと身を起こし、玄げん関かんへ向かった。

　このひと月、藜を忘れるために、稲荷いなり神社には近づかないようにしていた。だが、行ってやる。行って、叫さけんでやる。

　叫んだところで藜に聞こえるはずがないのだが、忘れようとするのはもう限界だった。なにか行動を起こさないと、気がおかしくなりそうだ。

　凍えそうなほど寒いというのにコートを羽織る余よ裕ゆうもなく、ジャージ姿のまま靴くつを履はいて玄関を出る。外は暗く、すでに小雪がちらついていて、門前の松にうっすらと積もっていた。

　恋こい人びとのふりをしてくれと頼たのみに来た日。あの松の下にいた彼の姿が鮮せん明めいに思い出される。

　あのときとおなじように、この家にもういちど来てほしい。

「来られないなら、俺が行くから……」

　ふたたび日本に戻れないことになってもいい。藜に会えるなら。

　身を切るような寒さの中、決意して走り出そうとしたとき、ふっと、門の前に見慣れた動物の姿が現れた。

　ちいさなキツネ。

「小丸!?」

　俺は急いで走り寄った。

「小丸、どうしてここに」

「遥人様の様子を見に来たのでござりましゅ」

「ひとりで？」

「小丸、ひとりじゃ結界を渡わたれないのでござりましゅ。藜様も来ているのでしゅが、迷めい惑わくなら、すぐに帰ると言ってるでしゅ」

「迷惑なわけないだろ！」

　俺は小丸を摑つかみ、神社へ迎むかえに行こうと地を蹴けった。

「待ってくださいましぇ、遥人様！　藜様、ここに来るでしゅ！」

　小丸に制止されて慌あわてて足を止める。するとちょうど、上からふわりと藜が舞まい降りてきて、俺の前に立った。

「遥人……お久しぶりです」

「藜……どうして」

　俺は白い息を吐はいて相手を見上げた。

「もう、こっちに来られなくなるはずじゃ？」

　天狐になったらこちらに来られなくなるはず。

　あれからひと月が経過しているのだから、すでに天狐を継ついでいておかしくないのだが。

「まさか……天狐を継いでないのか？」

「天狐は継ぎました」

「じゃあ、なんで」

「時間がとれたので。いまのところ俺の仕事は妖力を必要とするものだけで、事務的なことは以前通り父がやっているのです。なにもすることがないと退屈だからと言って」

　藜の父親は妖力が衰おとろえただけで、執しつ務む能力には問題ない。親子で仕事を分担しているため、藜の負担はすくないのだという。

「え……え？　天狐になるとこっちに来られなくなる理由って、忙いそがしいからってことだったのか？」

「はい」

　俺はしばし、呆ほうけたように藜の綺き麗れいな顔を見つめることしかできなかった。

「なんだよそれ……。妖魔界の掟おきてだとか、城を維い持じする妖力の関係だとかで、来たくても来られなくなるんだと思ってた……」

「俺も、よほど大変なのかと思っていましたが、蓋ふたを開けてみたら、さほどでもなく」

「そうか……」

　このひと月、ずっと会いたかった相手が、いま、目の前にいる。

「よかった……」

　しみじみとした言葉が白い吐と息いきとなってこぼれた。

　互たがいに存在を確かく認にんするように見つめ合うと、安あん堵どと恋れん情じようがこみ上げ、俺は自然と涙なみだをこぼしていた。

　その涙をきっかけに、藜が俺に近づき、頰ほおに手を伸ばしてくる。

「これは、友達に再会できた涙、ですか？」

　藜の指が俺の頰を伝う涙を拭ぬぐう。

「違う……」

　俺はちいさく、しかしはっきりと首を振ふった。

　俺を見下ろす琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、和やわらいだ気がした。

「報告させてください。俺の婚こん約やく話は、破談になりました」

「え……」

「那都希を説得することに成功しまして」

「ほんと……でも、天狐を継いだって、いま……」

「はい。無事に継けい承しようの儀ぎ式しきも終えたところです」

「でも、でも、婚約しないと継げないってことじゃ」

「それは父の勝手な言い分。那都希も乗り気がしなくなったということで、父も諦あきらめるしかなくなったようです」

　俺は固かた唾ずを吞のんだ。

「ということは、藜は誰だれのものでもない……？」

「いいえ。あなたのものですよ。十二年前から」

　ふわりと優やさしい笑え顔がおを見せられて、全身の力が抜けそうになった。

「あなたの下もとへ来るのが遅おくれたのは、このためです」

　藜が俺の頰に触ふれていた手を離はなし、袂たもとからなにかを取りだした。

　出てきたのは、野球ボールくらいの、虹にじのように光る玉。

「それって……」

「宝ほう珠じゆです。見つけてきました」

「ええ！　ど、どこで！」

「香炉の海の中からです」

　やはりあそこでした、と藜が俺に玉を差し出す。

「竜りゆうのところへ行ったり、手がかりを元にいろいろまわった末、けっきょく妖よう兎とのところへ戻もどりました」

「……大変だったんだな」

「詳くわしくお聞きになりたければ、それはまた追い追い。どうぞ、願いを言ってください」

「いいの？　藜が見つけたのに、俺が願いを叶かなえちゃって」

「ええ。そのために探したんです」

　俺はおそるおそる玉を手に取った。

　正直、本当に宝珠を手にする日が来るとは思っていなかった。

　信じられない気持ちで玉を見つめながら、願い事を思い浮うかべる。

　願いは、迷うことなくすぐに決まった。

「えっと、じゃあ、言う。宝珠、願いを叶えてください。俺の願いは」

　藜と小丸が見守る前、息を吸い込む。

「藜が幸せになること。藜の人生が、幸せであること、です」

　告げた瞬しゆん間かん、玉が宙に浮き、光が四方にはじけ飛んだ。

　あまりのまぶしさに目をつむり、目を開いたときには玉の行方ゆくえはわからなくなっていた。

「遥人……」

　藜が意外そうに俺を見下ろしていた。

「あなたの叶えたい願いというのは……俺の、幸せ？」

　いまの俺は、それ以外思いつかなかったんだ。

　俺は照れ隠かくしに肩かたをすくめ、空を見上げた。

「これで願いが叶ったのかな？」

　柿かきが食べたいなどの物質的な願いでなかったため、よくわからない。辺りは暗く静かで、あいかわらず小雪が降り続くばかり。

「では、たしかめてみましょうか」

　藜が片かた膝ひざをつき、俺を見上げた。

「改めて、告白をさせてください」

　真しん摯しなまなざしに、情熱が灯ともる。

「俺は、あなたと共に生きたい。俺の想おもいを受け入れていただけますか」

　藜の右手が差し出される。

　いちど受け入れたにもかかわらず、けっきょく断った彼の想い。今度こそ受け止めたい。

「……うん」

　俺は万感の思いを持って頷うなずいた。

「俺、藜が好きだ。妖よう魔ま界で暮らすことになっても、いい。藜について行く」

　差し出された彼の手に、自分の手を乗せると、強く握にぎりしめられた。そしてあっというまに立ちあがった彼の胸に抱だきしめられていた。

「よかった……」

　低い声が、俺の胸に染しみてくる。

「藜。このあいだは、好きじゃないなんて言ってごめん。そう言わなきゃいけないと思って」

「わかっています。俺がいけないんです。俺が頼たよりなく、ふがいなかったから」

　広い胸の温かさに、俺は感激で胸がいっぱいになり、目め頭がしらが熱くなった。

　見上げると、琥珀色の瞳に熱っぽく見つめられていた。それはいつになく色気に満ちていて、俺を熱望している様がありありと浮かんでいる。その瞳に映る俺の表情も、潤うるんだ目をして藜を誘さそっているようだった。

　どちらからともなく顔を寄せ、そっと唇くちびるを重ねた。

　優しく触れあい、すぐに離れる。そして角度を変えて、しっとりと重ね合った。

　無意識に唇を開いたら、彼の下唇が割り込んできて、上唇を甘く吸われる。俺を抱きしめる腕うでの力が増す。

　さらに濃のう厚こうなキスになりそうな予感に、俺は我に返って唇を離した。

「あのさ……家に入ろう。雪、降ってるし」

　雪なんて言い訳だ。いまの俺は寒さも感じない。

　藜も場所などかまわないという感じだったが、ここは門前。公衆の面前でエッチしても平気という妖よう狐こと違い、俺は人間なのだ。近所の目が気になる。

　家へと誘うと、藜は黙だまってついてきた。そして玄げん関かんに入るやいなや、もう待てないと言わんばかりに俺をふたたび抱きしめ、唇を合わせてきた。

「あ……、ふ……」

　今度は性急で大だい胆たんなキスだった。唇を割って入ってきた舌が、奥にある俺の舌を探しあて、絡からんでくる。

　藜の舌は猫ねこのように薄うすくてきめが細かくて、そして器用だった。舌の表面を優しく舐なめ、側面をくすぐるように舐められたと思ったら、唇の内側もぬるりと舐められて、快感で腰こしが甘く痺しびれて、立っていられなくなる。

「藜……、……ぁ」

「寝しん室しつへ行きますか」

　低い声でささやかれ、その意味するところを想像して頰が熱くなる。ちいさく頷くと、藜が俺の身体からだを抱かかえあげ、勝手知ったる足取りで寝室へ向かった。

　俺の寝室は家の奥で、六畳じようの和室にシングルベッドが置いてある。藜はベッドに俺をすわらせると、自分も腰を下ろし、キスをしてきた。唇を重ねながら、彼の手が俺のジャージのジッパーを開けていく。すべて開けると、ジャージの下に着ていたＴシャツの裾すそを胸までまくりあげ、乳首に指を這はわせた。

「ん……、ふぁ」

　突とつ起きを揉もむように刺し激げきされ、身体がびくんと反応する。

　やめてほしいような、もっと弄いじってほしいような、よくわからない感覚。しかし強弱をつけて擦こすられたり押し潰つぶされたりしているうちに、疼うずくような快感をそこに覚えはじめた。

　男なのに、そこを弄られて気持ちがいいだなんて恥はずかしい。それに胸だけをだした中ちゆう途と半はん端ぱな格好でいるのも恥ずかしく、自らジャージとＴシャツを脱ぬいだ。それから藜の水干に手をかける。

「藜も……」

　藜はいったん俺から身を離し、手早く上衣を脱いだ。着やせするのか、着物姿は細身な印象だったが、現れた胸むな板いたは広く厚く、二の腕も逞たくましく、雄おすの色気を感じさせる肉体だった。

　日ひ頃ごろ家にこもっている俺の身体とは比ひ較かくにならない。妖兎は俺のことを淫みだらだとか言っていたが、藜の身体のほうがよっぽど色っぽくていやらしいと思えてしまうのは、俺がいやらしいからだろうか。

　見み惚とれていると、ベッドに押し倒たおされた。

「ここ、指より舐められるほうが好きですよね」

　乳首に藜の顔が近づく。

「え……知らな……、なんで……、ぁ」

「以前、爺じいの見ている前で触れたとき、そのほうが格段に反応が良かったですから」

　そういえばそんなこともあったが、どちらのほうがいいなんて自覚はなかった。

　舌先で突起を舐められ、その熱くぬめった感かん触しよくに腰が震ふるえた。

「ん……、あ……」

　舌先で先せん端たんを嬲なぶられ、乳輪ごと唇に吸われ、こりこりと甘あま嚙がみされる。たしかに指よりも遥はるかに気持ちがよかった。胸に与あたえられた快感は下腹部へと伝わり、じっとりと熱がたまる。浅ましく腰を揺ゆらし、身もだえしてしまう。内うち腿ももがねだるように動いてしまうのを、シーツをつかんでひたすら耐たえた。

　じんじんと痺れるほど左の乳首を攻せめられたあとは右のほうへ移り、両方の乳首をたっぷりと濡ぬらされた俺は、快感と羞しゆう恥ちと興奮で、目め尻じりに涙なみだを浮かべていた。

「ぁん……藜ぁ……」

　意図していないのに恥ずかしいほど甘えた声が出た。それに応こたえるように藜が俺のズボンと下着を脱がせた。そしてすでに兆きざしはじめている中心を手に取り、口に含ふくんだ。

「あ……っ」

　柔やわらかく、熱くぬめった唇と舌でいやらしく愛あい撫ぶされ、爆ばく発はつしそうなほど身体の熱が上がった。

　痺れるような快感に腰と下腹部が震え、つま先に力が入る。

　藜が愛撫しながら、俺の両りよう脚あしのあいだに身体を割り込ませてきた。大きく足を開かされる恥ずかしい格好となったが、快感を堪こらえるのに必死で、羞恥を覚えている余よ裕ゆうはない。

「や、藜、それ、だめだ……」

　すぐに達いってしまいそうで、彼の肩をつかんで必死に声を上げたら、口が離はなれた。

「だめ？　もっと焦じらしてほしいですか？」　>>>♥

　許してもらえるかと思ったら、根元を指で締しめ付けられ、さらに淫らな口こう淫いんを続行された。

「あ……や、ああ……っ」

　室内に、いやらしい水音と俺の嬌きよう声せいが響ひびく。

　強い快感を与えられ、しかし堰せき止められて達くことができない。身体の中で快感が渦うずを巻き、出口を求めて暴れている。苦しくて涙が溢あふれるのに、蓄ちく積せきしていく快感に期待が膨ふくらむ。自じ慰いもろくにしたことのない身体に、この快楽は強きよう烈れつすぎた。

　すぐに達きたくなかったはずなのに、いまでは早く解放したくてたまらなくなった。

「藜……お願い……、あ、あ……っ」

　藜の唾だ液えきが中心から尻しりのほうへと伝い落ちる、その感触すら身震いするほどの快感となって俺を苦しめる。

　じっとしていられず、俺は自ら膝ひざを曲げ、腕に抱え込む体勢を取った。腰が浮うき、それまでよりもすぼまりが開く感じになる。すると藜の舌が中心から袋ふくろへと這い降りてきて、すぼまりを舐めた。

　舐めるだけでない。硬かたくとがらせた舌先がそこをつつき、中に潜もぐり込もうとしてくる。

「あ、あか……そんなとこ……っ、舐めるな……っ」

　そんな場所を舐められるとは思っていなかった。うろたえてやめさせようとするが、藜はやめようとしない。

「恥ずかしいですか？　でも気持ちよさそうです……」

　そのとおりだった。ピチャピチャと音を立てて舐められて、恥ずかしいのにものすごく興奮し、快感で身体がぴくぴくと跳はねてしまう。

　露ろ天てん風ぶ呂ろではそこに指を挿いれられたのだった。そのときのことを思い出したらさらに興奮して身体が熱くなり、ショートしそうになった。もうどうにかなりそうだと思ったそのとき、中心を締め付けていた藜の指が緩ゆるんだ。それと同時に舌が中にぬるっと入ってきた。

　たまりにたまっていた快楽がいっきに爆発する。

「あ、ああ……っ！」

　体内に藜の舌を感じながら、俺は熱を解放した。

　快感に身体をびくびくと震わせながら体液を腹に放つ。膝を抱えていた腕は、唐とう突とつに訪おとずれた解放に間に合わなかった。恥ずかしい体勢のまますべてを出し終え、力を抜ぬきながらほうっと息をつくと、いつのまにか舌を抜いていた藜と目が合った。

「中を舐められた刺激で達ったんですか？」

　驚おどろいたような顔をされ、改めて恥ずかしくなった。

「や、ちが……」

　まったくそのとおりなのだが、恥ずかしさのあまり否定したくなる。しかし藜は騙だまされてくれなかった。俺を見る彼の目に興奮が滲にじんだ。

「かわいいです……。もうすこし、その姿勢でいてください」

　俺は抱えていた膝を放したのだが、藜の手によって膝を曲げられ、ふたたび抱えているように促うながされた。

　そして腰の下に枕まくらを添そえられて、さらに腰を上げた格好を取らされた。

「もっと、舐めてあげます」

　藜の両手がそこを広げるように俺の尻を摑つかむ。舌が、俺の後ろに入ってくる。

　舌は襞ひだを広げるような動きをし、そこがやや緩んできたら、唾液を中へ送り込んできた。それから指が一本入ってきた。舌は入ったままだ。

　藜の手は綺き麗れいな形をしているが、俺と比較すると指が長く、男性らしい骨張った形をしている。その人差し指がゆっくりと入ってきて、奥まで唾液を送り込む。何度か抜き差しすると、中指も入ってきた。そしてさほど時間をかけずに、もう一方の人差し指が入ってきて、三本の指で入り口を広げられた。

　いちど達って緩んだ身体は、男の指と舌を易やす々やすと吞のみ込んでいく。俺の様子を見ながら、藜はさらにもう一本の指を入れ、そして広げた入り口に舌を差し込み、奥まで濡らした。

「あ……は……」

　ぬるぬると舌が入っては出ていく。その感触に入り口がひくひくと動いてしまう。舐なめられる快感に息が上がり、脈が速まる。

「そんなに時間をかけていないのに、もうこれほど柔らかいなんて……本当に、いやらしい身体からだですね……」

「そんなことない……、んぁ……」

「そんなことあります。俺は他人の行こう為いをさんざん見てきたので、わかります」

「他人のって……、あ……っ」

　会話に意識がいきかけたとき、指がとある部分を刺激してきた。

「あ……、あ、あっ……」

　強い快感が脊せき髄ずいを駆かけ抜けた。立て続けにそこを擦られ、甘い声が上がるのを止められない。

「ここ、好きですよね。舌では届かないのが残念ですが、よく濡らしたので……」

　そこは、露天風呂でも刺激され、快感を覚えた場所だった。藜は俺のいい場所をしっかり覚えていたようで、的確にそこを攻めてきた。

「んぁ、あ……ん」

　甘い快感で身体が痺しびれる。奥まで濡らされているせいだろうか、露天風呂のときよりも快感が増している。中の粘ねん膜まくが蕩とろけてきているのが自分でもわかった。

　急速に欲よく望ぼうが膨らみ、熱が増す。

「あ、ん……藜……っ、ぁ」

　強すぎる快感と欲望。どうにかしてほしい。

　すがるように藜に目を向けると、彼は興奮と色気に満ちた顔をして俺を見つめ返した。

「遥人……」

　藜は指を引き抜くと、袴はかまと下着を緩め、自分の猛たけりを取り出した。

　それは中性的な藜の容姿からは想像できないほど、ごつくて雄お々おしいもので、限界まで硬く反り返っていた。

　それが自分の中に入るのだと思うとやや不安が生じたが、それ以上に彼が欲しい気持ちが強かった。

　興奮と緊きん張ちようの入り交じった思いで彼が来るのを待つ。

　藜の猛りが俺の入り口に触ふれた。ひどく熱く、硬い先端。傘かさの部分がゆっくりと入り口を押し開き、中に潜り込んできた。

「あ……あ」

　開かれる感触に、声が漏もれる。

　藜の猛りは表面が乾かわいていて、それが俺の濡れた中に入ってくると、接した部分からむちむちと音がした。

「う……ん」

　先せん端たんの張り出した部分を吞み込むと、開ききっていた入り口の圧あつ迫ぱく感かんは楽になった。その代わり、奥へ埋うめ込まれていく猛りの質量に意識がいった。茎くきは見た目以上にごつごつしているようだ。触れあう粘膜が、その具体的な形を細部までリアルに伝えてくる。

　そこに男を受け入れるのは初めてなのに、これで擦られたらものすごく気持ちよさそうだと思えた。そう思ったら中が勝手にひくついてしまったようで、藜が息を漏らした。

「……っく。遥人、中、締めないで」

「ごめ……」

　息を吐はき出したら、それに合わせて、硬い猛りがいっきに奥へと進んできた。

「あぅ……」

　奥まで貫つらぬかれ、衝しよう撃げきに息が詰つまる。藜の下腹部が俺の尻に密着し、すべてが収まったのを知る。

「だいじょうぶですか」

「ん」

　藜は俺が慣れるのを待って、しばらく動かずにいてくれた。

　貫かれた衝撃でやや緊張した身体から力が抜ける。粘膜が寸分の隙すき間まもなく猛りに密着していて、互たがいの形がぴったりと適合しているのがわかった。

　俺の呼吸を見て、藜がゆっくりと腰こしを引いた。

「あ……」

　とたん、擦こすれあった部分から火花のような快感が生まれた。

「あ、あ……っ、あ……っ」

　途と中ちゆうまで引かれ、また挿れられる。ゆっくりと、なんども出し入れされて、そのたびにいいところを擦られ、快感が高まっていく。

　激しく身体を揺ゆすぶられているわけでもないのに、息が上がり、汗あせが滲んでくる。

　どうしよう。予想以上に気持ちいい。

　腰が蕩けてしまう。

　硬くて熱い猛りにそこを広げられ、いいところを擦られる。それがこれほど気持ちいいだなんて。

　嵌はめ込まれるたびに結合部からぐちゅ、ぐちゅといやらしい水音が響ひびき、それも俺を煽あおってくる。

「あんっ、あ、あ……っ、ぁ、んん……っ」

　初めてなのにこれほど感じている自分が信じられない。中心の表面を刺し激げきされるのとは、質の違ちがう快感だった。内側からいいところを突つかれると、ダイレクトに腰にきた。

　体内を出入りする藜の猛りが熱くて、彼の興奮を感じて俺の身体も熱くなる。熱くて、気持ちがよすぎて、のぼせたように身体から力が抜け、頭ももうろうとしてくる。理性が薄うすれ、快感を追い求めることしか考えられなくなる。

「遥人……」

　藜が熱っぽく俺の名を呼びながら身体を抱だき寄せ、深く貫いてくる。

　俺は膝ひざから手を放し、彼の背に腕うでをまわした。

　しっかりと抱き合い、身体の奥深くで交わると、本当にひとつになった気分だった。

　藜が苦しげに眉まゆを寄せ、快感を堪こらえかねたようにスピードを上げる。

「あっあっ……！」

　熱い。

　快感が血流に乗って全身を駆け巡めぐり、どうにかなりそうなほどだった。

　藜の汗が俺に落ちてくる。俺も汗を流ながし、汗ばんだ男の背中に必死にすがりついた。

　熱がこれ以上なく高まり、限界が近づく。　>>>♥

「あ……っ、あ……、あか、ざ……、もう……」

　快感が爆ばく発はつする予感。全身に力が入る。

　藜もおなじほどに高まっているようで、荒あらい息いき遣づかいをしていた。

「遥人……っ」

　藜がひときわ深く、腰を打ち付けてきた。

「──っ！」

　それにより極きわみへと上り詰めた俺は熱を解き放った。全身を快感に包まれて、身体がふわりと浮うき上がるような感覚がした。

　それとほぼ同時に藜も俺の中に情熱を放った。

「は……」

　藜が大きく息をつき、俺を抱き直す。俺は彼に頰ほおを寄せ、快感の余よ韻いんに浸ひたった。








六









　現金なもので、藜との再会を果たしたら、とたんに創作意い欲よくが湧わいてきて、次回作の方針が決まった。

「ＯＫですか。はい、じゃあそれで」

　担当編集者との打ち合わせを終えて電話を切ると、俺はパソコンを打ちはじめた。

　まもなく、縁えん側がわから俺を呼ぶ声が聞こえてきた。

「遥人」

　藜の声だ。急いで縁側へ向かうと、庭に藜が立っていた。

「わあ、いらっしゃい」

「お仕事中でしたか」

「うん。でもまだエンジンかかってなかったから平気。あがって」

　藜が縁側に腰を下ろす。俺はキッチンへ向かいながら彼の背へ声を投げた。

　あれから数日が経過しているのだが、藜はほぼ毎日通ってきているのである。天てん狐こになる以前よりよほど頻ひん回かいだ。

　お茶の用意をして縁側へ戻もどると、小丸と中丸が姿を現していた。

「遥人様。ただいまでございましゅ」

　小丸にただいまと挨あい拶さつされ、どきりとする。

「あ、うん。……おかえり」

　この数日、藜は夕方やってきて宿しゆく泊はくし、早朝妖よう魔ま界へ帰っていく。なので小丸にしたら、ここが住まいのように思えてきたのかもしれない。

　藜が色っぽい流し目をしてきた。

「お仕事の邪じや魔までなければ、今夜も泊とまってよろしいですか」

「……うん」

　俺は照れながら頷うなずいた。

「通い婚こんっス！　通い婚っスよ！　もうここが俺たちの住すみ処かっス！」

　中丸の大声に赤面する。俺もちょうど、おなじことを思っていた。

「中丸。この家で大声を出すな」

　中丸をたしなめながらも、藜もどこか嬉うれしそうというか、照れくさそうな顔をしていた。

「なんでっスか！　遥人様が恥はずかしがるからっスか！」

「そうだ」

「でも藜様、恥ずかしがる遥人様を見たいんじゃないっスか!?」

「……それは……否定できないな」

　真顔で答える藜に、どう突っ込んでいいやら。俺はますます赤面しつつ、無理矢理話題を変えた。

「なに言ってんだよ……。あー、えっと、次の小説の舞ぶ台たい、妖魔界にしたんだ」

　藜がほう、と呟つぶやき、興味を示す。

「どんなお話ですか」

「えっとね、主人公のモデルは香具羅にしたんだけど」

　小丸が口を挟はさんでくる。

「主人公、藜様じゃないのでしゅか？　なぜでござりましゅか？」

「あー、うん。自分に近い相手は難しいから」

「じゃあ、小丸は出てきましゅか？」

「俺は？　俺も登場させて欲しいっス！」

「うん。いいよ。チョイ役になるかもだけど」

「うひょー！」

　ふたりが喜んで庭を跳はねる。

　そんな使し役えきたちを眺ながめていたら、藜がそっと腕を伸のばして、俺を抱き寄せた。

「遥人……明日も明後日あさつても、泊まってよろしいですか」

　見上げると、甘くきらめく琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。

「うん……」

「明後日の次も？」

「うん……。これからもずっと、泊まってくれたらいいよ……」

　藜が嬉しそうに微笑ほほえみ、唇くちびるを寄せる。

　そんな俺たちを見た小丸が、唐とう突とつに言った。

「遥人様。御お子こはいつ生まれるのでござりましゅか？」

　小丸は藜の足元でおすわりして、こちらを見上げている。

「うん？　どういう意味？」

　意味がわからず、小丸に問い返した。すると彼はとんでもないことを言いだした。

「藜様と遥人様の御子でござりましゅよ。遥人様が産むのでしゅよね？　いつでしゅか？　まだ、生まれないのでございましゅか？」

　俺が藜の子を産むだって？

　まさか小丸は、俺が女性だと思っていたのか。

「……えーと。小丸、勘かん違ちがいしてるかな。俺、男だから子供は産めないんだ」

　俺は苦笑しつつ、子供に諭さとすように言った。しかし小丸は首を振ふる。

「それ、違うのでございましゅ。男でも、産めるのでございましゅ」

　中丸も言う。

「遥人様、早く藜様の子供を作って欲しいっス！　妖力の強い子を産んで、外野を黙だまらせるっス！」

「へ？」

　わけがわからず藜の顔を見ると、彼はさらりとこう言った。

「ああ、人間は男同士だと子供を成せないのでしたね」

「……その言い方って、妖よう狐こは男同士でも子供ができるって聞こえるんですけど」

「そのとおりです。作ろうと思えばできます。ただ、あなたは人間なので、いくつかの準備が必要になってきます。あなたも妖狐になっていただけるのであれば、手っ取り早いんですけどね」

「……え。俺、妖狐になれるの？」

　藜が平然と「はい」と言う。

「……マジで……？」

「ただし、その前にきちんと結婚しませんと。そして結婚するためには、一族の承しよう認にんを得ないとなりませんが」

「……一族の承認って……つまり、公衆の面前でのエッチ……？」

「そういうことです」

　俺たちは気持ちを通わせたが、天狐になったからには藜も跡あと継つぎを作らなくてはいけないのだろうし、いずれ俺が身を引かなくてはならない日が来るのだろうと思っていた。俺は藜にとって一時期だけの恋こい人びと、もしくは愛人みたいな存在だと認識していたんだ。その不安と寂さびしさを遥はるか彼方かなたへ吹ふき飛ばす新事実を聞き、俺はただひたすら呆ぼう然ぜんとした。

　呆然とするしかないだろう。愛人という憂うれいは吹き飛んだが、新たな問題が山となってのしかかってきたのだから。

　妖狐になるだとか、子供だとか、公開エッチだとか……！

　俺は頭を抱かかえ込みたくなったが、問題がとんでもなさすぎて、逆に空を見上げてあははと笑った。

　小丸が言う。

「遥人様。小丸、男の子がいいのでござりましゅ」

「あー、男の子ね。うん。ははは……は……」

　もう、笑うしかない。

　そんな俺の反応をどう受け止めたのか、藜が微笑んで言う。

「遥人。俺はあなたが俺の子を産んでくれるなら、性別などどちらでも」

　藜がふたたび唇を寄せてくる。

「遥人……愛しております」

　俺は目を閉じて、観念した。

　俺の前ぜん途とはとんでもなく多難なようだ。今後、ものすごく悩なやみ、苦しむことになるだろう。だがきっとすべての問題をクリアしてしまうのだろう。

　藜とキスをしながら、そう確信していた。

　だって宝ほう珠じゆは俺の願いを聞き入れてくれたはずだから。







　あとがき







　こんにちは、松雪奈々です。この度は『妖よう狐ことワケあり駆かけ落ち中!?』をお手にとっていただき、ありがとうございます。




　この冬はインフルエンザが大流行でしたが、皆みな様さまはだいじょうぶでしたか？　私は久々に罹かかってしまいました。それも改かい稿こうの締しめ切り間ま際ぎわに家族全員ダウン。焦あせりましたが、無事に乗り切れてホッとしております。

　病気に限らず、急に状じよう況きようが変わることって多々ありますよね。にもかかわらず、明日も同じ日が続くと信じてスケジュールを組んでしまう……いやそうしないと予定が立たないから仕方ないんですけど。自由業で予定調整を自分でできるのだから、できるかぎり融ゆう通ずうが利きくように予定を組もうと改めて思った数日でした。

　このお話も、藜の急で予想外な頼たのみにより始まるわけですが、いかがでしたでしょうか。楽しんでいただけたら幸いです。




　さて、今回のイラストは『ぞっこん』でもお世話になった兼かね守もり美み行ゆき先生です。

　今作は『ぞっこん』とは違ちがい、なんだかよくわからない異世界がメイン舞ぶ台たいですが、世界観を見事に描えがいてくださっていて、素す晴ばらしいですね！　『ぞっこん』のときもそうでしたが、ひたすら感心して見とれるばかりです。

　先生、素敵なイラストをありがとうございました。

　また、担当編集者様をはじめ、この作品に関かかわったすべての皆様に御お礼れい申し上げます。




　そしてここまで読んでくださった読者の皆様へ最大の感謝を。

　またどこかでお会いできますように。








二〇一七年二月




松雪　奈々　　
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